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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
一般式（Ｉ－１）
【化１】

（式中、Ｚは水素原子、炭素原子数１から１２のアルキル基、炭素原子数１から１２のア
ルコキシ基又はＰ１２－Ｓｐ１２－を表し、Ｒ１１は、Ｐ１１－Ｓｐ１１－を表し、Ｐ１

１及びＰ１２は、それぞれ独立して、式（Ｒ－１）から式（Ｒ－３）
【化２】

から選ばれる基を表し、
Ｓｐ１１及びＳｐ１２は、それぞれ独立して、単結合又は炭素数１～１５のアルキレン基
を表し、該アルキレン基中の１個の－ＣＨ２－又は隣接していない２個以上の－ＣＨ２－
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は、酸素原子が直接隣接しないように、－Ｏ－、－ＯＣＯ－又は－ＣＯＯ－で置換されて
も良く、
ｎ１１は１から３の整数を表し、ｎ１２は１から３の整数を表し、ｍ１１は１から４の整
数を表し、ｍ１２は１から４の整数を表し、
Ｍ１１、Ｍ１２及びＭ１３は、それぞれ独立して１，４－フェニレン基、ナフタレン－２
，６－ジイル基、又はフェナントレン－２，７－ジイル基から選択される２価の環状基を
表すが、Ｍ１１、Ｍ１２及びＭ１３上の水素原子は、それぞれ独立して１つ以上のフッ素
原子に置換されてもよい炭素原子数１～１２のアルキル基、フッ素原子に置換されてもよ
い炭素原子数１～１２のアルコキシ基、又はフッ素原子で置換されていても良く、
Ｌ１１は、単結合、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＣＨ２－、－ＯＣＨ２－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＣＯ
－、－Ｃ２Ｈ４－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＯＣＯＯＣＨ２－、－ＣＨ２ＯＣＯＯ－
、－ＯＣＨ２ＣＨ２Ｏ－、－ＣＯ－ＮＲａ－、－ＮＲａ－ＣＯ－、－ＳＣＨ２－、－ＣＨ

２Ｓ－、－ＣＨ＝ＣＲａ－ＣＯＯ－、－ＣＨ＝ＣＲａ－ＯＣＯ－、－ＣＯＯ－ＣＲａ＝Ｃ
Ｈ－、－ＯＣＯ－ＣＲａ＝ＣＨ－、－ＣＯＯ－ＣＲａ＝ＣＨ－ＣＯＯ－、－ＣＯＯ－ＣＲ
ａ＝ＣＨ－ＯＣＯ－、－ＯＣＯ－ＣＲａ＝ＣＨ－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－ＣＲａ＝ＣＨ－Ｏ
ＣＯ－、－（ＣＨ２）Ｙ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－、－（ＣＨ２）Ｙ－Ｏ－（Ｃ＝Ｏ）－、－Ｏ
－（Ｃ＝Ｏ）－（ＣＨ２）Ｙ－、－（Ｃ＝Ｏ）－Ｏ－（ＣＨ２）Ｙ－、－ＣＨ＝ＣＨ－、
－ＣＦ＝ＣＦ－、－ＣＦ＝ＣＨ－、－ＣＨ＝ＣＦ－、－ＣＦ２－、－ＣＦ２Ｏ－、－ＯＣ
Ｆ２－、－ＣＦ２ＣＨ２－、－ＣＨ２ＣＦ２－、－ＣＦ２ＣＦ２－又は－Ｃ≡Ｃ－（式中
、Ｒａはそれぞれ独立して水素原子又は炭素原子数１～４のアルキル基を表し、Ｙは１～
４の整数を表す。
ただし、式（Ｉ－１）で表される化合物は前記式（Ｒ－１）～（Ｒ－３）で表される基を
２つ又は３つ有する。）を表し、
Ｌ１２は、－Ｏ－（ＣＨ２）ｐ－Ｏ－（式中、ｐは２～１０の整数を表す。）を表し、
Ｒ１１、Ｚ、Ｌ１１、Ｍ１２、Ｍ１３、Ｐ１１、Ｐ１２、Ｓｐ１１及びＳｐ１２が複数存
在する場合は、それぞれ、同一であっても異なっていても良い。）で表される重合性化合
物を１種又は２種以上含有し、
一般式（Ｎ－１）、（Ｎ－２）及び（Ｎ－３）

【化３】

（式中、ＲＮ１１、ＲＮ１２、ＲＮ２１、ＲＮ２２、ＲＮ３１及びＲＮ３２はそれぞれ独
立して炭素原子数１～８のアルキル基を表し、該アルキル基中の１個又は非隣接の２個以
上の－ＣＨ２－はそれぞれ独立して－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－、－Ｏ－、－ＣＯ－、－
ＣＯＯ－又は－ＯＣＯ－によって置換されていてもよく、
　ＡＮ１１、ＡＮ１２、ＡＮ２１、ＡＮ２２、ＡＮ３１及びＡＮ３２はそれぞれ独立して
（ａ）　１，４－シクロヘキシレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ２－又は隣接し
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ていない２個以上の－ＣＨ２－は－Ｏ－に置き換えられてもよい。）及び
（ｂ）　１，４－フェニレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ＝又は隣接していない
２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置き換えられてもよい。）
（ｃ）　ナフタレン－２，６－ジイル基、１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２
，６－ジイル基又はデカヒドロナフタレン－２，６－ジイル基（ナフタレン－２，６－ジ
イル基又は１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２，６－ジイル基中に存在する１
個の－ＣＨ＝又は隣接していない２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置き換えられても良い。
）
（ｄ）　１，４－シクロヘキセニレン基
からなる群より選ばれる基を表し、上記の基（ａ）、基（ｂ）、基（ｃ）及び基（ｄ）は
それぞれ独立してシアノ基、フッ素原子又は塩素原子で置換されていても良く、
　ＺＮ１１、ＺＮ１２、ＺＮ２１、ＺＮ２２、ＺＮ３１及びＺＮ３２はそれぞれ独立して
単結合、－ＣＨ２ＣＨ２－、－（ＣＨ２）４－、－ＯＣＨ２－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＣＯＯ
－、－ＯＣＯ－、－ＯＣＦ２－、－ＣＦ２Ｏ－、－ＣＨ＝Ｎ－Ｎ＝ＣＨ－、－ＣＨ＝ＣＨ
－、－ＣＦ＝ＣＦ－又は－Ｃ≡Ｃ－を表し、
　ＸＮ２１は水素原子又はフッ素原子を表し、
　ＴＮ３１は－ＣＨ２－又は酸素原子を表し、
　ｎＮ１１、ｎＮ１２、ｎＮ２１、ｎＮ２２、ｎＮ３１及びｎＮ３２はそれぞれ独立して
０～３の整数を表すが、ｎＮ１１＋ｎＮ１２、ｎＮ２１＋ｎＮ２２及びｎＮ３１＋ｎＮ３

２はそれぞれ独立して１、２又は３であり、ＡＮ１１～ＡＮ３２、ＺＮ１１～ＺＮ３２が
複数存在する場合は、それらは同一であっても異なっていても良い。）で表される化合物
からなる群から選択される液晶化合物ならびに、一般式（Ｊ）
【化４】

（式中、ＲＪ１は炭素原子数１～８のアルキル基を表し、該アルキル基中の１個又は非隣
接の２個以上の－ＣＨ２－はそれぞれ独立して－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－、－Ｏ－、－
ＣＯ－、－ＣＯＯ－又は－ＯＣＯ－によって置換されていてもよく、
　ｎＪ１は、０、１、２、３又は４を表し、
　ＡＪ１、ＡＪ２及びＡＪ３はそれぞれ独立して、
（ａ）　１，４－シクロヘキシレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ２－又は隣接し
ていない２個以上の－ＣＨ２－は－Ｏ－に置き換えられてもよい。）
（ｂ）　１，４－フェニレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ＝又は隣接していない
２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置き換えられてもよい。）及び
（ｃ）　ナフタレン－２，６－ジイル基、１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２
，６－ジイル基又はデカヒドロナフタレン－２，６－ジイル基（ナフタレン－２，６－ジ
イル基又は１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２，６－ジイル基中に存在する１
個の－ＣＨ＝又は隣接していない２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置き換えられても良い。
）
からなる群より選ばれる基を表し、上記の基（ａ）、基（ｂ）及び基（ｃ）はそれぞれ独
立してシアノ基、フッ素原子、塩素原子、メチル基、トリフルオロメチル基又はトリフル
オロメトキシ基で置換されていても良く、
　ＺＪ１及びＺＪ２はそれぞれ独立して単結合、－ＣＨ２ＣＨ２－、－（ＣＨ２）４－、
－ＯＣＨ２－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＯＣＦ２－、－ＣＦ２Ｏ－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－又
は－Ｃ≡Ｃ－を表し、
　ｎＪ１が２、３又は４であってＡＪ２が複数存在する場合は、それらは同一であっても
異なっていても良く、ｎＪ１が２、３又は４であってＺＪ１が複数存在する場合は、それ
らは同一であっても異なっていても良く、
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　ＸＪ１は、フッ素原子、塩素原子、シアノ基、トリフルオロメチル基、フルオロメトキ
シ基、ジフルオロメトキシ基、トリフルオロメトキシ基又は２，２，２－トリフルオロエ
チル基を表す。）で表される化合物からなる群から選択される液晶化合物から少なくとも
１種の液晶化合物を含有する液晶組成物。
【請求項２】
更に一般式（Ｌ）
【化５】

（式中、ＲＬ１及びＲＬ２はそれぞれ独立して炭素原子数１～８のアルキル基を表し、該
アルキル基中の１個又は非隣接の２個以上の－ＣＨ２－はそれぞれ独立して－ＣＨ＝ＣＨ
－、－Ｃ≡Ｃ－、－Ｏ－、－ＣＯ－、－ＣＯＯ－又は－ＯＣＯ－によって置換されていて
もよく、
　ｎＬ１は０、１、２又は３を表し、
　ＡＬ１、ＡＬ２及びＡＬ３はそれぞれ独立して
（ａ）　１，４－シクロヘキシレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ２－又は隣接し
ていない２個以上の－ＣＨ２－は－Ｏ－に置き換えられてもよい。）及び
（ｂ）　１，４－フェニレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ＝又は隣接していない
２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置き換えられてもよい。）
（ｃ）　ナフタレン－２，６－ジイル基、１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２
，６－ジイル基又はデカヒドロナフタレン－２，６－ジイル基（ナフタレン－２，６－ジ
イル基又は１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２，６－ジイル基中に存在する１
個の－ＣＨ＝又は隣接していない２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置き換えられても良い。
）
からなる群より選ばれる基を表し、上記の基（ａ）、基（ｂ）及び基（ｃ）はそれぞれ独
立してシアノ基、フッ素原子又は塩素原子で置換されていても良く、
　ＺＬ１及びＺＬ２はそれぞれ独立して単結合、－ＣＨ２ＣＨ２－、－（ＣＨ２）４－、
－ＯＣＨ２－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＯＣＦ２－、－ＣＦ２Ｏ－、
－ＣＨ＝Ｎ－Ｎ＝ＣＨ－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＦ＝ＣＦ－又は－Ｃ≡Ｃ－を表し、
　ｎＬ１が２又は３であってＡＬ２が複数存在する場合は、それらは同一であっても異な
っていても良く、ｎＬ１が２又は３であってＺＬ２が複数存在する場合は、それらは同一
であっても異なっていても良いが、一般式（Ｎ－１）、一般式（Ｎ－２）一般式（Ｎ－３
）及び一般式（Ｊ）で表される化合物を除く。）で表される化合物から選ばれる化合物を
１種類又は２種類以上含有する請求項１に記載の液晶組成物。
【請求項３】
更に一般式（ＩＩ）

【化６】

（式中、Ｒ２０１、Ｒ２０２、Ｒ２０３、Ｒ２０４、Ｒ２０５、Ｒ２０６、Ｒ２０７、Ｒ
２０８、Ｒ２０９及びＲ２１０は、それぞれ独立して、Ｐ２１－Ｓｐ２１－、フッ素原子
に置換されてもよい炭素原子数１から５のアルキル基、フッ素原子に置換されてもよい炭
素原子数１から５のアルコキシ基　、フッ素原子又は水素原子のいずれかを表し、Ｐ２１

は請求項１記載の式（Ｒ－１）から式（Ｒ－３）のいずれかを表し、
　Ｓｐ２１は、単結合又は炭素数１～１５のアルキレン基を表し、該アルキレン基中の１
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つ又は２つ以上の－ＣＨ２－は、酸素原子が直接隣接しないように、－Ｏ－、－ＯＣＯ－
又は－ＣＯＯ－で置換されてよく、
　ｎ２１は、０、１又は２を表し、
　Ａ２１は、
（ａ）　１，４－シクロヘキシレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ２－又は隣接し
ていない２個以上の－ＣＨ２－は－Ｏ－に置き換えられてもよい。）及び
（ｂ）　１，４－フェニレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ＝又は隣接していない
２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置き換えられてもよい。）
（ｃ）　ナフタレン－２，６－ジイル基、１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２
，６－ジイル基又はデカヒドロナフタレン－２，６－ジイル基（ナフタレン－２，６－ジ
イル基又は１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２，６－ジイル基中に存在する１
個の－ＣＨ＝又は隣接していない２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置き換えられても良い。
）
からなる群より選ばれる基を表し、上記の基（ａ）、基（ｂ）及び基（ｃ）は、それぞれ
独立して、炭素原子数１～１２のアルキル基、炭素原子数１～１２のアルコキシ基、ハロ
ゲン、シアノ基、ニトロ基又はＰ２１－Ｓｐ２１－で置換されていても良く、
　上記式（ＩＩ）の分子内に少なくとも１又は２以上のＰ２１－Ｓｐ２１－を有し、
　Ｌ２１は、単結合、－ＯＣＨ２－、－ＣＨ２Ｏ－、－Ｃ２Ｈ４－、－ＯＣ２Ｈ４Ｏ－、
－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＣＨ＝ＣＲａ－ＣＯＯ－、－ＣＨ＝ＣＲａ－ＯＣＯ－、－Ｃ
ＯＯ－ＣＲａ＝ＣＨ－、－ＯＣＯ－ＣＲａ＝ＣＨ－、－（ＣＨ２）ｚ－ＣＯＯ－、－（Ｃ
Ｈ２）ｚ－ＯＣＯ－、－ＯＣＯ－（ＣＨ２）ｚ－、－ＣＯＯ－（ＣＨ２）ｚ－、－ＣＨ＝
ＣＨ－、－ＣＦ２Ｏ－、－ＯＣＦ２－又は－Ｃ≡Ｃ－（式中、Ｒａはそれぞれ独立して水
素原子又は炭素原子数１～３のアルキル基を表し、前記式中、ｚは１～４の整数を表す。
）を表すが、
　Ｐ２１、Ｓｐ２１、及びＡ２１が複数存在する場合は、それぞれ同一であっても異なっ
ていても良い。）で表される化合物群から選ばれる化合物を１種又は２種以上含有する請
求項１又は請求項２に記載の液晶組成物。
【請求項４】
請求項１から３のいずれか１項に記載の液晶組成物を用いた液晶表示素子。
【請求項５】
請求項１から３のいずれか１項に記載の液晶組成物を用いたアクティブマトリックス駆動
用液晶表示素子。
【請求項６】
請求項１から３のいずれか１項に記載の液晶組成物を用いたＰＳＡモード、ＰＳＶＡモー
ド、ＰＳ－ＩＰＳモード又はＰＳ－ＦＳＳモード用液晶表示素子。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は重合性化合物を含有する液晶組成物及びこれを使用した液晶表示素子に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　ＰＳＡ（Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｓｕｓｔａｉｎｅｄ　Ａｌｉｇｎｍｅｎｔ）型液晶表示装置
は、液晶分子のプレチルト角を制御するためにセル内にポリマー構造物を形成した構造を
有するものであり、高速応答性や高いコントラストから液晶表示素子として開発が進めら
れている。
【０００３】
　ＰＳＡ型液晶表示素子の製造は、重合性化合物を含有する液晶組成物を基板間に注入し
、電圧を印加して液晶分子を配向させた状態で紫外線を照射し、重合性化合物を重合させ
て液晶分子の配向を固定することにより行われる。そのため、ＰＳＡ型液晶表示素子に使
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用される液晶組成物中の重合性化合物を重合させる工程において、前記重合性化合物の重
合速度は非常に重要である。重合速度が適度に速いと、短い紫外線照射時間で重合性化合
物の残留量が少なくなるため、紫外線による液晶組成物の劣化等が生じにくい。
【０００４】
　一方、重合性化合物の重合速度が遅いと、重合性化合物の残留量を少なくするため、長
い紫外線照射時間が必要になる。このように、重合させる工程において強い紫外線を長時
間照射する場合、製造装置の大型化、製造効率の低下を招くことになるとともに、紫外線
による液晶組成物の劣化等が生じてしまう。しかし、紫外線の照射時間を短くすると、重
合性化合物の重合速度が遅いため、重合性化合物の残留量が多くなり、残存した重合性化
合物によって生じる表示不良のひとつである焼き付きの発生が避けられない。そのため、
重合速度の速い重合性化合物を含有する液晶組成物の開発が望まれている。
【０００５】
　重合速度を速くする又は重合性化合物の残留量を低減するアプローチとして、液晶組成
物に対して添加する重合性化合物を特定の構造にする方法が挙げられる。例えば、特許文
献１では、環構造としてターフェニルの構造を有する重合性化合物を用いて表示素子を構
成するもの、特許文献２では、アセチレン構造を有する重合性化合物を用いて表示素子を
構成するものが開示されている。
【０００６】
　上記特許文献１や上記特許文献２の実施例でも示されているように、以下のようなター
フェニル骨格を備えた化合物（Ａ）やアセチレン構造を有する化合物（Ｂ）を使用するこ
とによって、紫外線照射時の重合性化合物の重合速度を向上させる試みがなされてきた。
【０００７】
【化１】

【０００８】
　しかしながら、化合物（Ａ）や化合物（Ｂ）を重合性化合物として用いた表示素子は、
重合性化合物の残留量は十分に少ないものの、液晶分子のプレチルト角の変化による表示
不良が生じてしまうことから、実用的な液晶組成物としての応用は困難であった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特表２０１３－５０９４５７号公報
【特許文献２】特願２０１２－５３０１４４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明が解決しようとする課題は、重合性化合物の重合速度が十分に速く、かつ、プレ
チルト角の変化による表示不良が無いか、あるいは極めて少なく、十分なプレチルト角を
有し、応答性能に優れるＰＳＡ型又はＰＳＶＡ型液晶表示素子を製造するための重合性化
合物を含む液晶組成物を提供すること、及び、これを用いた液晶表示素子を提供すること
にある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明者らが鋭意検討した結果、特定の化学構造を有する重合性化合物と液晶化合物か
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らなる液晶組成物により、上記課題を解決できることを見出し、本願発明を完成するに至
った。
【００１２】
　本発明は、一般式（Ｉ－１）で表される重合性化合物を１種又は２種以上含有し、一般
式（Ｎ－１）、（Ｎ－２）及び（Ｎ－３）で表される化合物からなる群から選択される液
晶化合物ならびに、一般式（Ｊ）で表される化合物からなる群から選択される液晶化合物
から少なくとも１種の液晶化合物を含有する液晶組成物を提供し、また、これを用いた液
晶表示素子を提供する。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明の液晶組成物は、屈折率異方性（Δｎ）及びネマチック相－等方性液体相転移温
度（Ｔｎｉ）を低下させることなく、低い粘度（η）と、小さい回転粘性（γ１）と、大
きい弾性定数（Ｋ３３）を示し、重合性化合物の重合速度が十分に速く、重合性化合物の
析出のない液晶組成物である。本発明の液晶組成物を用いた液晶表示素子は、プレチルト
角が十分に得られ、重合性化合物の残留量が少なく、高い電圧保持率（ＶＨＲ）と、高速
応答を示し、配向不良や焼き付きといった表示不良がない又は抑制された、優れた表示品
位を示す。
【００１４】
　本発明の液晶組成物は、重合性化合物の含有量を調整したり、または重合性化合物を複
数含む場合は重合性化合物同士の組み合わせや重合性化合物以外の成分（例えば他の液晶
化合物）の組み合わせを調整することで、プレチルト角及び重合性化合物の残留量を制御
でき、製造のためのエネルギーコストの最適化及び削減により容易に生産効率を向上でき
る。そのため、本発明の液晶組成物を使用した液晶表示素子は非常に有用である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　本発明の液晶組成物は、一般式（Ｉ－１）
【００１６】
【化２】

【００１７】
で表される重合性化合物を含有する。
【００１８】
　一般式（Ｉ－１）で表される重合性化合物を含む液晶組成物は、適度に速い重合速度で
あると、短い紫外線照射時間で目的のプレチルト角を付与することができる。更に、適度
に速い重合速度であると、重合性化合物の残留量を少なくできる。そのため、ＰＳＡ型液
晶表示素子製造の生産効率を向上できる。また、プレチルト角の変化による表示不良（例
えば、焼き付きなどの不具合）が生じないか、又は極めて少ないといった効果を奏する。
なお、本明細書における表示不良は、プレチルト角が経時的に変化することによる表示不
良、未反応の重合性化合物の残留量に起因する表示不良、電圧保持率の低下による表示不
良を考慮している。
【００１９】
　一般式（Ｉ－１）中、Ｚは水素原子、炭素原子数１から１２のアルキル基、炭素原子数
１から１２のアルコキシ基又はＰ１２－Ｓｐ１２－を表すが、ＺはＰ１２－Ｓ１２－を表
すことが好ましい。また、Ｚが複数存在する場合は、それぞれ、同一であっても異なって
いても良い。
【００２０】
　一般式（Ｉ－１）中、Ｒ１１はＰ１１－Ｓｐ１１－を表し、Ｐ１１及びＰ１２は、それ
ぞれ独立して、式（Ｒ－１）から式（Ｒ－１５）
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【００２１】
【化３】

【００２２】
のいずれかを表す。上記式（Ｒ－１）～式（Ｒ－１５）で表される１５個の重合性官能基
はラジカル重合、ラジカル付加重合、カチオン重合及びアニオン重合により硬化する。特
に重合方法として紫外線重合を行う場合には、式（Ｒ－１）、式（Ｒ－２）、式（Ｒ－４
）、式（Ｒ－５）、式（Ｒ－７）、式（Ｒ－１１）、式（Ｒ－１３）又は式（Ｒ－１５）
が好ましく、式（Ｒ－１）、式（Ｒ－２）、式（Ｒ－７）、式（Ｒ－１１）又は式（Ｒ－
１３）がより好ましく、式（Ｒ－１）又は式（Ｒ－２）がより好ましい。
【００２３】
　一般式（Ｉ－１）中、Ｓｐ１１及びＳｐ１２は、それぞれ独立的に、単結合又は炭素原
子数１から１５のアルキレン基を表し、該アルキレン基中の１つ又は２つ以上の－ＣＨ２

－は、酸素原子が直接隣接しないように、－Ｏ－、－ＯＣＯ－又は－ＣＯＯ－で置換され
ても良いが、単結合又は炭素原子数１から６のアルキレン基が好ましく、単結合であるこ
とが更に好ましい。液晶組成物との溶解性を重視する場合は、炭素原子数１から６のアル
キレン基であることが好ましく、炭素原子数１から３のアルキレン基であることが更に好
ましく、炭素原子数１から２のアルキレン基であることが更に好ましく、該アルキレン基
中の１つ又は２つ以上の－ＣＨ２－は、酸素原子が直接隣接しないように、－Ｏ－、－Ｏ
ＣＯ－又は－ＣＯＯ－で置換されても良い。また、Ｓｐ１１及び存在するＳｐ１２の内、
少なくとも１つは単結合であることが好ましく、Ｓｐ１１及び存在するＳｐ１２の全てが
単結合であることが好ましい。
【００２４】
　一般式（Ｉ－１）中、ｎ１１は１から３の整数を表し、ｎ１２は１から３の整数を表す
が、ｎ１１＋ｎ１２は１から６の整数であり、Ｒ１１、Ｚが複数存在する場合には、それ
ぞれ、同一であっても異なっていても良い。ｎ１１は１から２の整数であることが好まし
く、ｎ１２は１から２の整数であることが好ましい。なお、ｎ１１＋ｎ１２は１から５の
整数であることが好ましく、１から４の整数であることが好ましく、１から３の整数であ
ることが好ましく、２から３の整数であることが更に好ましい。またｎ１１＋ｎ１２が３
の整数である場合、ｎ１１は１、ｎ１２は２であることが好ましい。
【００２５】
　一般式（Ｉ－１）中、ｍ１１は１から４の整数を表し、Ｌ１１、Ｍ１２が複数存在する
場合は、それぞれ、同一であっても良く異なっていても良い。なお、ｍ１１は１から３の
整数であることが好ましく、重合速度を重視する場合にはｍ１１は２から４の整数である
ことが好ましく、ｍ１１は２又は３であることがより好ましく、液晶組成物との相溶性を
重視する場合にはｍ１１は１から２の整数であることが好ましく、ｍ１１は１であること
がより好ましい。
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【００２６】
　一般式（Ｉ－１）中、ｍ１２は１から４の整数を表し、Ｍ１３が複数存在する場合は、
それぞれ、同一であっても良く異なっていても良い。なお、ｍ１２は１から３の整数であ
ることが好ましく、重合速度を重視する場合にはｍ１２は２から４の整数であることが好
ましく、ｍ１２は２又は３であることがより好ましく、液晶組成物との相溶性を重視する
場合にはｍ１２は１から２の整数であることが好ましく、ｍ１２は１であることがより好
ましい。
【００２７】
　一般式（Ｉ－１）中、Ｍ１１は、１，４－フェニレン基、１，４－シクロヘキシレン基
、ピリジン－２，５－ジイル基、ピリミジン－２，５－ジイル基、ナフタレン－２，６－
ジイル基、インダン－２，５－ジイル基、１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２
，６－ジイル基、１，３－ジオキサン－２，５－ジイル基、又はフェナントレン－２，７
－ジイル基から選択される２価の環状基を表すが、Ｍ１１は１，４－フェニレン基、ナフ
タレン－２，６－ジイル基、フェナントレン－２，７－ジイル基から選択される２価の環
状基が好ましく、ｎ１１が２又は３を表す場合、上記２価の環状基の任意の位置にさらに
結合手を有する。
【００２８】
　Ｍ１２は、それぞれ独立して、１，４－フェニレン基、１，４－シクロヘキシレン基、
ピリジン－２，５－ジイル基、ピリミジン－２，５－ジイル基、ナフタレン－２，６－ジ
イル基、インダン－２，５－ジイル基、１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２，
６－ジイル基、１，３－ジオキサン－２，５－ジイル基、又はフェナントレン－２，７－
ジイル基から選択される２価の環状基を表すが、Ｍ１２は、それぞれ独立して、１，４－
フェニレン基、ナフタレン－２，６－ジイル基、フェナントレン－２，７－ジイル基から
選択される２価の環状基が好ましい。
【００２９】
　一般式（Ｉ－１）中、Ｍ１３は、それぞれ独立して１，４－フェニレン基、１，４－シ
クロヘキシレン基、ピリジン－２，５－ジイル基、ピリミジン－２，５－ジイル基、ナフ
タレン－２，６－ジイル基、インダン－２，５－ジイル基、１，２，３，４－テトラヒド
ロナフタレン－２，６－ジイル基、１，３－ジオキサン－２，５－ジイル基、又はフェナ
ントレン－２，７－ジイル基から選択される２価の環状基を表すが、Ｍ１３は１，４－フ
ェニレン基、ナフタレン－２，６－ジイル基、フェナントレン－２，７－ジイル基から選
択される２価の環状基が好ましい。ｎ１２が２又は３を表す場合、Ｚが連結するＭ１３は
、上記２価の環状基の任意の位置にさらに結合手を有するが、Ｚが連結しないＭ１３は、
それぞれ独立して、上記２価の環状基から選択される。
【００３０】
　上記Ｍ１１、Ｍ１２及びＭ１３上の水素原子は、それぞれ独立して、１つ以上のフッ素
原子に置換されてもよい炭素原子数１～１２のアルキル基、フッ素原子に置換されてもよ
い炭素原子数１～１２のアルコキシ基、又はフッ素原子で置換されていても良い。また、
Ｍ１１、Ｍ１２及びＭ１３上の水素原子が置換される場合、フッ素原子で置換されること
が好ましく、Ｍ１１、Ｍ１２及びＭ１３上の水素原子のうち、１～３つ置換されることが
好ましく、１～２つ置換されることがより好ましく、１つ置換されることが特に好ましい
。
【００３１】
　一般式（Ｉ－１）中、Ｌ１１は、それぞれ独立して、単結合、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＣＨ

２－、－ＯＣＨ２－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＣＯ－、－Ｃ２Ｈ４－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－
、－ＯＣＯＯＣＨ２－、－ＣＨ２ＯＣＯＯ－、－ＯＣＨ２ＣＨ２Ｏ－、－ＣＯ－ＮＲａ－
、－ＮＲａ－ＣＯ－、－ＳＣＨ２－、－ＣＨ２Ｓ－、－ＣＨ＝ＣＲａ－ＣＯＯ－、－ＣＨ
＝ＣＲａ－ＯＣＯ－、－ＣＯＯ－ＣＲａ＝ＣＨ－、－ＯＣＯ－ＣＲａ＝ＣＨ－、－ＣＯＯ
－ＣＲａ＝ＣＨ－ＣＯＯ－、－ＣＯＯ－ＣＲａ＝ＣＨ－ＯＣＯ－、－ＯＣＯ－ＣＲａ＝Ｃ
Ｈ－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－ＣＲａ＝ＣＨ－ＯＣＯ－、－（ＣＨ２）Ｙ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－
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、－（ＣＨ２）Ｙ－Ｏ－（Ｃ＝Ｏ）－、－Ｏ－（Ｃ＝Ｏ）－（ＣＨ２）Ｙ－、－（Ｃ＝Ｏ
）－Ｏ－（ＣＨ２）Ｙ－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＦ＝ＣＦ－、－ＣＦ＝ＣＨ－、－ＣＨ＝
ＣＦ－、－ＣＦ２－、－ＣＦ２Ｏ－、－ＯＣＦ２－、－ＣＦ２ＣＨ２－、－ＣＨ２ＣＦ２

－、－ＣＦ２ＣＦ２－又は－Ｃ≡Ｃ－（式中、Ｒａはそれぞれ独立して水素原子又は炭素
原子数１～４のアルキル基を表し、Ｙは１～４の整数を表す。）を表す。Ｌ１１は、それ
ぞれ独立して、チルト安定性の点から単結合、－ＯＣＨ２ＣＨ２Ｏ－、－Ｏ－（Ｃ＝Ｏ）
－（ＣＨ２）Ｙ－（Ｙは１～４の整数を表す。）が特に好ましい。
【００３２】
　一般式（Ｉ－１）中、Ｌ１２は、－Ｏ－（ＣＨ２）ｐ－Ｏ－を表し、ｐは２～１０の整
数を表す。重合性化合物中に、Ｌ１２で表される基を含有することにより高チルト安定性
の液晶組成物とすることができる。ｐは２～８の整数を表すことが好ましく、ｐは２～６
の整数を表すことがより好ましく、ｐは２又は４の整数を表すことが特に好ましい。
【００３３】
　一般式（Ｉ－１）で表される重合性化合物として、具体的には、以下の一般式（Ｉ－１
－１）から一般式（Ｉ－１－２２）で表される化合物が好ましい。
【００３４】
【化４】

【００３５】
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【化５】

【００３６】

【化６】

【００３７】
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【化８】

【００３９】
　一般式（Ｉ－１）で表される重合性化合物は、以下の一般式（Ｉ－１－Ａ）で表される
化合物群から選ばれる化合物を１種又は２種以上用いることが好ましい。
【００４０】
【化９】

【００４１】
　上記一般式（Ｉ－１－Ａ）中、Ｒ１１、ｎ１１、Ｌ１２、Ｚ及びｎ１２は、前記一般式
（Ｉ－１）で定義したものと同一のものを表す。
【００４２】
　また、一般式（Ｉ－１－Ａ）中、３つの１，４－フェニレン基上の水素原子は、それぞ
れ独立して、１つ以上のフッ素原子に置換されてもよい炭素原子数１～１２のアルキル基
、フッ素原子に置換されてもよい炭素原子数１～１２のアルコキシ基、又はフッ素原子で
置換されていても良い。
【００４３】
　また、一般式（Ｉ－１－Ａ）中、３つの１，４－フェニレン基上の水素原子が置換され
る場合、フッ素原子で置換されることが好ましく、一般式（Ｉ－１－Ａ）中、３つの１，
４－フェニレン基上の水素原子のうち、１～３つ置換されることが好ましく、１～２つ置
換されることがより好ましく、１つ置換されることがさらに好ましい。
【００４４】
　そして、少なくとも連結基Ｌ１２に連結する１，４－フェニレン基上の水素原子がフッ
素原子に置換されることが良好であり、少なくとも連結基Ｌ１２に連結する１，４－フェ
ニレン基のうち、ビフェニル骨格側の１，４－フェニレン基上のラテラル位の水素原子が
フッ素原子に置換されることがより良好である。具体的には、上記一般式（Ｉ－１－２）
、一般式（Ｉ－１－５）、一般式（Ｉ－１－６）、一般式（Ｉ－１－１１）、一般式（Ｉ
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－１－１２）、一般式（Ｉ－１－１３）、一般式（Ｉ－１－１５）、一般式（Ｉ－１－１
６）、一般式（Ｉ－１－１９）で表される化合物が特に良好である。
【００４５】
　一般式（Ｉ－１－Ａ）中、Ｒ１１は、前記一般式（Ｉ－１）で定義したものと同一であ
るＰ１１－Ｓ１１－を表すが、Ｒ１１はＰ１１－が好ましく、Ｐ１１は前記一般式（Ｉ－
１）で定義した式（Ｒ－１）から式（Ｒ－１５）のいずれかを表し、式（Ｒ－１）から式
（Ｒ－１５）で表される１５個の重合性官能基のうち好ましい重合性官能基は前記一般式
（Ｉ－１）で好ましいとしたものと同一である。
【００４６】
　一般式（Ｉ－１－Ａ）中、ｎ１１は、前記一般式（Ｉ－１）で定義したものと同一であ
る１から３の整数を表すが、ｎ１１は１または２であることが好ましく、ｎ１１は１であ
ることがより好ましい。
【００４７】
　一般式（Ｉ－１－Ａ）中、Ｌ１２は、前記一般式（Ｉ－１）で定義したものと同一であ
る－Ｏ－（ＣＨ２）ｐ－Ｏ－を表し、ｐは２～１０の整数を表すが、ｐは２～６の整数を
表すことがより好ましく、ｐは２又は４の整数を表すことが特に好ましい。
【００４８】
　一般式（Ｉ－１－Ａ）中、Ｚは、前記一般式（Ｉ－１）で定義したものと同一である水
素原子、炭素原子数１から１２のアルキル基、炭素原子数１から１２のアルコキシ基又は
Ｐ１２－Ｓ１２－を表すが、ＺはＰ１２－が好ましく、Ｐ１１は前記一般式（Ｉ－１）で
定義した式（Ｒ－１）から式（Ｒ－１５）のいずれかを表し、式（Ｒ－１）から式（Ｒ－
１５）で表される１５個の重合性官能基のうち好ましい重合性官能基は前記一般式（Ｉ－
１）で好ましいとしたものと同一である。
【００４９】
　一般式（Ｉ－１－Ａ）中、ｎ１２は、前記一般式（Ｉ－１）で定義したものと同一であ
る１から３の整数を表すが、ｎ１２は、１又は２が好ましい。また、一般式（Ｉ－１－Ａ
）中、ｎ１１＋ｎ１２は２から３の整数であることが好ましく、一般式（Ｉ－１－Ａ）中
、ｎ１１＋ｎ１２は３であることがより好ましい。
【００５０】
　また、一般式（Ｉ－１）で表される重合性化合物のうち、上記一般式（Ｉ－１－１１）
、一般式（Ｉ－１－１２）、一般式（Ｉ－１－１７）及び一般式（Ｉ－１－１８）で表さ
れる化合物群から選ばれる化合物を１種又は２種以上用いることが好ましい。具体的には
、３つ以上の環を有するメソゲン構造であって、環と環を連結する連結基のうち、末端に
存在する環への連結基として－ＯＣＯ－ＣＨ２－ＣＨ２－Ｏ－を有し、少なくとも連結基
Ｌ１２に連結する１，４－フェニレン基のうち、ビフェニル骨格側の１，４－フェニレン
基上のラテラル位の水素原子がフッ素原子に置換され、更に、重合性基を３つ有する化合
物が、液晶組成物との相溶性が良好であり、モノマーの反応性が速く、安定したプレチル
トが得られ、プレチルト形成後のＶＨＲが良好であるためより好ましい。
【００５１】
　本発明の液晶組成物は、一般式（Ｉ－１）で表される重合性化合物を本発明の液晶組成
物の総量に対して、０．０１から５質量％（以下本発明の明細書において、特段断りがな
い場合、％は、質量％を意図する。）含有するが、含有量の下限は０．０５％が好ましく
、０．１％が好ましく、０．１５％が好ましく、０．２％が好ましく、０．２５％が好ま
しく、一般式（Ｉ－１）で表される重合性化合物の含有量の上限は本発明の液晶組成物の
総量に対して、４．５％が好ましく、４％が好ましく、３．５％が好ましく、３％が好ま
しく、２．５％が好ましく、２％が好ましく、１．５％が好ましく、１％が好ましく、０
．９５％が好ましく、０．９％が好ましく、０．８５％が好ましく、０．８％が好ましく
、０．７５％が好ましく、０．７％が好ましく、０．６５％が好ましく、０．６％が好ま
しく、０．５５％が好ましい。
【００５２】
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　更に詳述すると、十分なプレチルト角又は少ない残留モノマー又は高い電圧保持率（Ｖ
ＨＲ）を得るには、その含有量は本発明の組成物の総量に対して、０．２から０．６質量
％が好ましいが、低温における析出の抑制を重視する場合にはその含有量は０．０１から
０．５質量％が好ましい。また、一般式（Ｉ－１）で表される重合性化合物を複数含有す
る場合は、それぞれの含有量が０．０１から０．４質量％であることが好ましい。従って
、これら全ての課題を解決するためには、一般式（Ｉ－１）で表される重合性化合物を０
．１から０．５質量％の範囲で調整することが特に望ましい。
【００５３】
　本発明の液晶組成物は、一般式（Ｎ－１）、一般式（Ｎ－２）及び一般式（Ｎ－３）で
表される化合物からなる群から選択される少なくとも１種の液晶化合物ならびに、一般式
（Ｊ）で表される化合物からなる群から選択される少なくとも１種の液晶化合物を含有す
ることを特徴とする。
【００５４】
　本発明の液晶組成物は、一般式（Ｎ－１）、一般式（Ｎ－２）及び一般式（Ｎ－３）で
表される化合物からなる群から選択される少なくとも１種の液晶化合物を含有するか、又
は、一般式（Ｊ）で表される化合物からなる群から選択される少なくとも１種の液晶化合
物を含有することが好ましく、一般式（Ｎ－１）、一般式（Ｎ－２）及び一般式（Ｎ－３
）で表される化合物からなる群から選択される少なくとも１種の液晶化合物、及び、一般
式（Ｊ）で表される化合物からなる群から選択される少なくとも１種の液晶化合物を併用
することも好ましい。
【００５５】
　上記のとおり本発明の組成物は、一般式（Ｎ－１）、（Ｎ－２）及び（Ｎ－３）で表さ
れる化合物からなる群から選択される少なくとも１種の液晶化合物を含有することが好ま
しい。これら化合物は誘電的に負の化合物（Δεの符号が負で、その絶対値が２より大き
い。）に該当する。
【００５６】
【化１０】

【００５７】
（式中、ＲＮ１１、ＲＮ１２、ＲＮ２１、ＲＮ２２、ＲＮ３１及びＲＮ３２はそれぞれ独
立して炭素原子数１～８のアルキル基を表し、該アルキル基中の１個又は非隣接の２個以
上の－ＣＨ２－はそれぞれ独立して－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－、－Ｏ－、－ＣＯ－、－
ＣＯＯ－又は－ＯＣＯ－によって置換されていてもよく、
　ＡＮ１１、ＡＮ１２、ＡＮ２１、ＡＮ２２、ＡＮ３１及びＡＮ３２はそれぞれ独立して
（ａ）　１，４－シクロヘキシレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ２－又は隣接し
ていない２個以上の－ＣＨ２－は－Ｏ－に置き換えられてもよい。）及び
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（ｂ）　１，４－フェニレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ＝又は隣接していない
２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置き換えられてもよい。）
（ｃ）　ナフタレン－２，６－ジイル基、１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２
，６－ジイル基又はデカヒドロナフタレン－２，６－ジイル基（ナフタレン－２，６－ジ
イル基又は１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２，６－ジイル基中に存在する１
個の－ＣＨ＝又は隣接していない２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置き換えられても良い。
）
（ｄ）　１，４－シクロヘキセニレン基
からなる群より選ばれる基を表し、上記の基（ａ）、基（ｂ）、基（ｃ）及び基（ｄ）は
それぞれ独立してシアノ基、フッ素原子又は塩素原子で置換されていても良く、
　ＺＮ１１、ＺＮ１２、ＺＮ２１、ＺＮ２２、ＺＮ３１及びＺＮ３２はそれぞれ独立して
単結合、－ＣＨ２ＣＨ２－、－（ＣＨ２）４－、－ＯＣＨ２－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＣＯＯ
－、－ＯＣＯ－、－ＯＣＦ２－、－ＣＦ２Ｏ－、－ＣＨ＝Ｎ－Ｎ＝ＣＨ－、－ＣＨ＝ＣＨ
－、－ＣＦ＝ＣＦ－又は－Ｃ≡Ｃ－を表し、
　ＸＮ２１は水素原子又はフッ素原子を表し、
　ＴＮ３１は－ＣＨ２－又は酸素原子を表し、
　ｎＮ１１、ｎＮ１２、ｎＮ２１、ｎＮ２２、ｎＮ３１及びｎＮ３２はそれぞれ独立して
０～３の整数を表すが、ｎＮ１１＋ｎＮ１２、ｎＮ２１＋ｎＮ２２及びｎＮ３１＋ｎＮ３

２はそれぞれ独立して１、２又は３であり、ＡＮ１１～ＡＮ３２、ＺＮ１１～ＺＮ３２が
複数存在する場合は、それらは同一であっても異なっていても良い。）
　一般式（Ｎ－１）、（Ｎ－２）及び（Ｎ－３）で表される化合物は、Δεが負でその絶
対値が３よりも大きな化合物であることが好ましい。
【００５８】
　一般式（Ｎ－１）、（Ｎ－２）及び（Ｎ－３）中、ＲＮ１１、ＲＮ１２、ＲＮ２１、Ｒ
Ｎ２２、ＲＮ３１及びＲＮ３２はそれぞれ独立して、炭素原子数１～８のアルキル基、炭
素原子数１～８のアルコキシ基、炭素原子数２～８のアルケニル基又は炭素原子数２～８
のアルケニルオキシ基が好ましく、炭素原子数１～５のアルキル基、炭素原子数１～５の
アルコキシ基、炭素原子数２～５のアルケニル基又は炭素原子数２～５のアルケニルオキ
シ基が好ましく、炭素原子数１～５のアルキル基又は炭素原子数２～５のアルケニル基が
更に好ましく、炭素原子数２～５のアルキル基又は炭素原子数２～３のアルケニル基が更
に好ましく、炭素原子数３のアルケニル基（プロペニル基）が特に好ましい。
【００５９】
　また、それが結合する環構造がフェニル基（芳香族）である場合には、直鎖状の炭素原
子数１～５のアルキル基、直鎖状の炭素原子数１～４のアルコキシ基及び炭素原子数４～
５のアルケニル基が好ましく、それが結合する環構造がシクロヘキサン、ピラン及びジオ
キサンなどの飽和した環構造の場合には、直鎖状の炭素原子数１～５のアルキル基、直鎖
状の炭素原子数１～４のアルコキシ基及び直鎖状の炭素原子数２～５のアルケニル基が好
ましい。ネマチック相を安定化させるためには炭素原子及び存在する場合酸素原子の合計
が５以下であることが好ましく、直鎖状であることが好ましい。
【００６０】
　アルケニル基としては、式（Ｒ１）から式（Ｒ５）のいずれかで表される基から選ばれ
ることが好ましい。（各式中の黒点は環構造中の炭素原子を表す。）
【００６１】
【化１１】

【００６２】
　ＡＮ１１、ＡＮ１２、ＡＮ２１、ＡＮ２２、ＡＮ３１及びＡＮ３２はそれぞれ独立して
Δｎを大きくすることが求められる場合には芳香族であることが好ましく、応答速度を改
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善するためには脂肪族であることが好ましく、トランス－１，４－シクロへキシレン基、
１，４－フェニレン基、２－フルオロ－１，４－フェニレン基、３－フルオロ－１，４－
フェニレン基、３，５－ジフルオロ－１，４－フェニレン基、２，３－ジフルオロ－１，
４－フェニレン基、１，４－シクロヘキセニレン基、１，４－ビシクロ［２．２．２］オ
クチレン基、ピペリジン－１，４－ジイル基、ナフタレン－２，６－ジイル基、デカヒド
ロナフタレン－２，６－ジイル基又は１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２，６
－ジイル基を表すことが好ましく、下記の構造を表すことがより好ましく、
【００６３】
【化１２】

【００６４】
トランス－１，４－シクロへキシレン基、１，４－シクロヘキセニレン基又は１，４－フ
ェニレン基を表すことがより好ましい。
【００６５】
　ＺＮ１１、ＺＮ１２、ＺＮ２１、ＺＮ２２、ＺＮ３１及びＺＮ３２はそれぞれ独立して
－ＣＨ２Ｏ－、－ＣＦ２Ｏ－、－ＣＨ２ＣＨ２－、－ＣＦ２ＣＦ２－又は単結合を表すこ
とが好ましく、－ＣＨ２Ｏ－、－ＣＨ２ＣＨ２－又は単結合が更に好ましく、－ＣＨ２Ｏ
－又は単結合が特に好ましい。
【００６６】
　ＸＮ２１はフッ素原子が好ましい。
【００６７】
　ＴＮ３１は酸素原子が好ましい。
【００６８】
　ｎＮ１１＋ｎＮ１２、ｎＮ２１＋ｎＮ２２及びｎＮ３１＋ｎＮ３２は１又は２が好まし
く、ｎＮ１１が１でありｎＮ１２が０である組み合わせ、ｎＮ１１が２でありｎＮ１２が
０である組み合わせ、ｎＮ１１が１でありｎＮ１２が１である組み合わせ、ｎＮ１１が２
でありｎＮ１２が１である組み合わせ、ｎＮ２１が１でありｎＮ２２が０である組み合わ
せ、ｎＮ２１が２でありｎＮ２２が０である組み合わせ、ｎＮ３１が１でありｎＮ３２が
０である組み合わせ、ｎＮ３１が２でありｎＮ３２が０である組み合わせ、が好ましい。
【００６９】
　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｎ－１）で表される化合物の好ましい含有量の下
限値は、１％であり、１０％であり、２０％であり、３０％であり、４０％であり、５０
％であり、５５％であり、６０％であり、６５％であり、７０％であり、７５％であり、
８０％である。好ましい含有量の上限値は、９５％であり、８５％であり、７５％であり
、６５％であり、５５％であり、４５％であり、３５％であり、２５％であり、２０％で
ある。
【００７０】
　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｎ－２）で表される化合物の好ましい含有量の下
限値は、１％であり、１０％であり、２０％であり、３０％であり、４０％であり、５０
％であり、５５％であり、６０％であり、６５％であり、７０％であり、７５％であり、
８０％である。好ましい含有量の上限値は、９５％であり、８５％であり、７５％であり
、６５％であり、５５％であり、４５％であり、３５％であり、２５％であり、２０％で
ある。
【００７１】
　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｎ－３）で表される化合物の好ましい含有量の下
限値は、１％であり、１０％であり、２０％であり、３０％であり、４０％であり、５０
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％であり、５５％であり、６０％であり、６５％であり、７０％であり、７５％であり、
８０％である。好ましい含有量の上限値は、９５％であり、８５％であり、７５％であり
、６５％であり、５５％であり、４５％であり、３５％であり、２５％であり、２０％で
ある。
【００７２】
　本発明の組成物の粘度を低く保ち、応答速度が速い組成物が必要な場合は上記の下限値
が低く上限値が低いことが好ましい。さらに、本発明の組成物のＴｎｉを高く保ち、温度
安定性の良い組成物が必要な場合は上記の下限値が低く上限値が低いことが好ましい。ま
た、駆動電圧を低く保つために誘電率異方性を大きくしたいときは、上記の下限値を高く
上限値が高いことが好ましい。
【００７３】
　一般式（Ｎ－１）で表される化合物として、下記の一般式（Ｎ－１ａ）～（Ｎ－１ｇ）
で表される化合物群を挙げることができる。
【００７４】

【化１３】

【００７５】
（式中、ＲＮ１１及びＲＮ１２は一般式（Ｎ－１）におけるＲＮ１１及びＲＮ１２と同じ
意味を表し、ｎＮａ１１は０又は１を表し、ｎＮｂ１１は０又は１を表し、ｎＮｃ１１は
０又は１を表し、ｎＮｄ１１は０又は１を表し、ｎＮｅ１１は１又は２を表し、ｎＮｆ１

１は１又は２を表し、ｎＮｇ１１は１又は２を表し、ＡＮｅ１１はトランス－１，４－シ
クロへキシレン基又は１，４－フェニレン基を表し、ＡＮｇ１１はトランス－１，４－シ
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クロへキシレン基、１，４－シクロヘキセニレン基又は１，４－フェニレン基を表すが少
なくとも１つは１，４－シクロヘキセニレン基を表し、ＺＮｅ １１は単結合又はエチレ
ンを表すが少なくとも１つはエチレンを表す。）
　より具体的には、一般式（Ｎ－１）で表される化合物は一般式（Ｎ－１－１）～（Ｎ－
１－２２）で表される化合物群から選ばれる化合物であることが好ましい。
【００７６】
　一般式（Ｎ－１－１）で表される化合物は下記の化合物である。
【００７７】
【化１４】

【００７８】
（式中、ＲＮ１１１及びＲＮ１１２はそれぞれ独立して、一般式（Ｎ）におけるＲＮ１１

及びＲＮ１２と同じ意味を表す。）
　ＲＮ１１１は炭素原子数１～５のアルキル基又は炭素原子数２～５のアルケニル基が好
ましく、プロピル基、ペンチル基又はビニル基が好ましい。ＲＮ１１２は炭素原子数１～
５のアルキル基、炭素原子数４～５のアルケニル基又は炭素原子数１～４のアルコキシ基
が好ましく、エトキシ基又はブトキシ基が好ましい。
【００７９】
　一般式（Ｎ－１－１）で表される化合物は単独で使用することもできるが、２以上の化
合物を組み合わせて使用することもできる。組み合わせることができる化合物の種類に特
に制限は無いが、低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求められ
る性能に応じて適宜組み合わせて使用する。使用する化合物の種類は、例えば本発明の一
つの実施形態としては１種類であり、２種類であり、３種類であり、４種類であり、５種
類以上である。
【００８０】
　Δεの改善を重視する場合には含有量を高めに設定することが好ましく、低温での溶解
性を重視する場合は含有量を多めに設定すると効果が高く、ＴＮＩを重視する場合は含有
量を少なめに設定すると効果が高い。さらに、滴下痕や焼き付き特性を改良する場合は、
含有量の範囲を中間に設定することが好ましい。
【００８１】
　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｎ－１－１）で表される化合物の好ましい含有量
の下限値は、５％であり、１０％であり、１３％であり、１５％であり、１７％であり、
２０％であり、２３％であり、２５％であり、２７％であり、３０％であり、３３％であ
り、３５％である。好ましい含有量の上限値は、本発明の組成物の総量に対して、５０％
であり、４０％であり、３８％であり、３５％であり、３３％であり、３０％であり、２
８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、１８％であり、１５％であり
、１３％であり、１０％であり、８％であり、７％であり、６％であり、５％であり、３
％である。
【００８２】
　さらに、一般式（Ｎ－１－１）で表される化合物は、式（Ｎ－１－１．１）から式（Ｎ
－１－１．２２）で表される化合物群から選ばれる化合物であることが好ましく、式（Ｎ
－１－１．１）～（Ｎ－１－１．４）で表される化合物であることが好ましく、式（Ｎ－
１－１．１）及び式（Ｎ－１－１．３）で表される化合物が好ましい。
【００８３】
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【化１５】

【００８４】
　式（Ｎ－１－１．１）～（Ｎ－１－１．２２）で表される化合物は単独で使用すること
も、組み合わせて使用することも可能であるが、本発明の組成物の総量に対しての単独又
はこれら化合物の好ましい含有量の下限値は、５％であり、１０％であり、１３％であり
、１５％であり、１７％であり、２０％であり、２３％であり、２５％であり、２７％で
あり、３０％であり、３３％であり、３５％である。好ましい含有量の上限値は、本発明
の組成物の総量に対して、５０％であり、４０％であり、３８％であり、３５％であり、
３３％であり、３０％であり、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であ
り、１８％であり、１５％であり、１３％であり、１０％であり、８％であり、７％であ
り、６％であり、５％であり、３％である。
【００８５】
　一般式（Ｎ－１－２）で表される化合物は下記の化合物である。
【００８６】
【化１６】

【００８７】
（式中、ＲＮ１２１及びＲＮ１２２はそれぞれ独立して、一般式（Ｎ）におけるＲＮ１１

及びＲＮ１２と同じ意味を表す。）
　ＲＮ１２１は炭素原子数１～５のアルキル基又は炭素原子数２～５のアルケニル基が好
ましく、エチル基、プロピル基、ブチル基又はペンチル基が好ましい。ＲＮ１２２は炭素
原子数１～５のアルキル基、炭素原子数４～５のアルケニル基又は炭素原子数１～４のア
ルコキシ基が好ましく、メチル基、プロピル基、メトキシ基、エトキシ基又はプロポキシ
基が好ましい。
【００８８】
　一般式（Ｎ－１－２）で表される化合物は単独で使用することもできるが、２以上の化
合物を組み合わせて使用することもできる。組み合わせることができる化合物の種類に特
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る性能に応じて適宜組み合わせて使用する。使用する化合物の種類は、例えば本発明の一
つの実施形態としては１種類であり、２種類であり、３種類であり、４種類であり、５種
類以上である。
【００８９】
　Δεの改善を重視する場合には含有量を高めに設定することが好ましく、低温での溶解
性を重視する場合は含有量を少なめに設定すると効果が高く、ＴＮＩを重視する場合は含
有量を多めに設定すると効果が高い。さらに、滴下痕や焼き付き特性を改良する場合は、
含有量の範囲を中間に設定することが好ましい。
【００９０】
　本発明の組成物の総量に対しての一般式（Ｎ－１－２）で表される化合物の好ましい含
有量の下限値は、５％であり、７％であり、１０％であり、１３％であり、１５％であり
、１７％であり、２０％であり、２３％であり、２５％であり、２７％であり、３０％で
あり、３３％であり、３５％であり、３７％であり、４０％であり、４２％である。好ま
しい含有量の上限値は、本発明の組成物の総量に対して、５０％であり、４８％であり、
４５％であり、４３％であり、４０％であり、３８％であり、３５％であり、３３％であ
り、３０％であり、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、１８％
であり、１５％であり、１３％であり、１０％であり、８％であり、７％であり、６％で
あり、５％である。
【００９１】
　さらに、一般式（Ｎ－１－２）で表される化合物は、式（Ｎ－１－２．１）から式（Ｎ
－１－２．２２）で表される化合物群から選ばれる化合物であることが好ましく、式（Ｎ
－１－２．３）から式（Ｎ－１－２．７）、式（Ｎ－１－２．１０）、式（Ｎ－１－２．
１１）、式（Ｎ－１－２．１３）及び式（Ｎ－１－２．２０）で表される化合物であるこ
とが好ましく、Δεの改良を重視する場合には式（Ｎ－１－２．３）から式（Ｎ－１－２
．７）で表される化合物が好ましく、ＴＮＩの改良を重視する場合には式（Ｎ－１－２．
１０）、式（Ｎ－１－２．１１）及び式（Ｎ－１－２．１３）で表される化合物であるこ
とが好ましく、応答速度の改良を重視する場合には式（Ｎ－１－２．２０）で表される化
合物であることが好ましい。
【００９２】
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【化１７】

【００９３】
　式（Ｎ－１－２．１）から式（Ｎ－１－２．２２）で表される化合物は単独で使用する
ことも、組み合わせて使用することも可能であるが、本発明の組成物の総量に対しての単
独又はこれら化合物の好ましい含有量の下限値は、５％であり、１０％であり、１３％で
あり、１５％であり、１７％であり、２０％であり、２３％であり、２５％であり、２７
％であり、３０％であり、３３％であり、３５％である。好ましい含有量の上限値は、本
発明の組成物の総量に対して、５０％であり、４０％であり、３８％であり、３５％であ
り、３３％であり、３０％であり、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％
であり、１８％であり、１５％であり、１３％であり、１０％であり、８％であり、７％
であり、６％であり、５％であり、３％である。
【００９４】
　一般式（Ｎ－１－３）で表される化合物は下記の化合物である。
【００９５】
【化１８】

【００９６】
（式中、ＲＮ１３１及びＲＮ１３２はそれぞれ独立して、一般式（Ｎ）におけるＲＮ１１

及びＲＮ１２と同じ意味を表す。）
　ＲＮ１３１は炭素原子数１～５のアルキル基又は炭素原子数２～５のアルケニル基が好
ましく、エチル基、プロピル基又はブチル基が好ましい。ＲＮ１３２は炭素原子数１～５
のアルキル基、炭素原子数３～５のアルケニル基又は炭素原子数１～４のアルコキシ基が
好ましく、１－プロペニル基、エトキシ基、プロポキシ基又はブトキシ基が好ましい。
【００９７】
　一般式（Ｎ－１－３）で表される化合物は単独で使用することもできるが、２以上の化
合物を組み合わせて使用することもできる。組み合わせることができる化合物の種類に特
に制限は無いが、低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求められ
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る性能に応じて適宜組み合わせて使用する。使用する化合物の種類は、例えば本発明の一
つの実施形態としては１種類であり、２種類であり、３種類であり、４種類であり、５種
類以上である。
【００９８】
　Δεの改善を重視する場合には含有量を高めに設定することが好ましく、低温での溶解
性を重視する場合は含有量を多めに設定すると効果が高く、ＴＮＩを重視する場合は含有
量をおおめに設定すると効果が高い。さらに、滴下痕や焼き付き特性を改良する場合は、
含有量の範囲を中間に設定することが好ましい。
【００９９】
　本発明の組成物の総量に対しての一般式（Ｎ－１－３）で表される化合物の好ましい含
有量の下限値は、５％であり、１０％であり、１３％であり、１５％であり、１７％であ
り、２０％である。好ましい含有量の上限値は、本発明の組成物の総量に対して、３５％
であり、３０％であり、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、１
８％であり、１５％であり、１３％である。
【０１００】
　さらに、一般式（Ｎ－１－３）で表される化合物は、式（Ｎ－１－３．１）から式（Ｎ
－１－３．２１）で表される化合物群から選ばれる化合物であることが好ましく、式（Ｎ
－１－３．１）～（Ｎ－１－３．７）及び式（Ｎ－１－３．２１）で表される化合物であ
ることが好ましく、式（Ｎ－１－３．１）、式（Ｎ－１－３．２）、式（Ｎ－１－３．３
）、式（Ｎ－１－３．４）及び式（Ｎ－１－３．６）で表される化合物が好ましい。
【０１０１】

【化１９】

【０１０２】
　式（Ｎ－１－３．１）～式（Ｎ－１－３．４）、式（Ｎ－１－３．６）及び式（Ｎ－１
－３．２１）で表される化合物は単独で使用することも、組み合わせて使用することも可
能であるが、式（Ｎ－１－３．１）及び式（Ｎ－１－３．２）の組み合わせ、式（Ｎ－１
－３．３）、式（Ｎ－１－３．４）及び式（Ｎ－１－３．６）から選ばれる２種又は３種
の組み合わせが好ましい。本発明の組成物の総量に対しての単独又はこれら化合物の好ま
しい含有量の下限値は、５％であり、１０％であり、１３％であり、１５％であり、１７
％であり、２０％である。好ましい含有量の上限値は、本発明の組成物の総量に対して、
３５％であり、３０％であり、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であ
り、１８％であり、１５％であり、１３％である。
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【０１０３】
　一般式（Ｎ－１－４）で表される化合物は下記の化合物である。
【０１０４】
【化２０】

【０１０５】
（式中、ＲＮ１４１及びＲＮ１４２はそれぞれ独立して、一般式（Ｎ）におけるＲＮ１１

及びＲＮ１２と同じ意味を表す。）
　ＲＮ１４１及びＲＮ１４２はそれぞれ独立して、炭素原子数１～５のアルキル基、炭素
原子数４～５のアルケニル基又は炭素原子数１～４のアルコキシ基が好ましく、メチル基
、プロピル基、エトキシ基又はブトキシ基が好ましい。
【０１０６】
　一般式（Ｎ－１－４）で表される化合物は単独で使用することもできるが、２以上の化
合物を組み合わせて使用することもできる。組み合わせることができる化合物の種類に特
に制限は無いが、低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求められ
る性能に応じて適宜組み合わせて使用する。使用する化合物の種類は、例えば本発明の一
つの実施形態としては１種類であり、２種類であり、３種類であり、４種類であり、５種
類以上である。
【０１０７】
　Δεの改善を重視する場合には含有量を高めに設定することが好ましく、低温での溶解
性を重視する場合は含有量を多めに設定すると効果が高く、ＴＮＩを重視する場合は含有
量を少なめに設定すると効果が高い。さらに、滴下痕や焼き付き特性を改良する場合は、
含有量の範囲を中間に設定することが好ましい。
【０１０８】
　本発明の組成物の総量に対しての一般式（Ｎ－１－４）で表される化合物の好ましい含
有量の下限値は、３％であり、５％であり、７％であり、１０％であり、１３％であり、
１５％であり、１７％であり、２０％である。好ましい含有量の上限値は、本発明の組成
物の総量に対して、３５％であり、３０％であり、２８％であり、２５％であり、２３％
であり、２０％であり、１８％であり、１５％であり、１３％であり、１１％であり、１
０％であり、８％である。
【０１０９】
　さらに、一般式（Ｎ－１－４）で表される化合物は、式（Ｎ－１－４．１）から式（Ｎ
－１－４．１４）で表される化合物群から選ばれる化合物であることが好ましく、式（Ｎ
－１－４．１）～（Ｎ－１－４．４）で表される化合物であることが好ましく、式（Ｎ－
１－４．１）、式（Ｎ－１－４．２）及び式（Ｎ－１－４．４）で表される化合物が好ま
しい。
【０１１０】
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【化２１】

【０１１１】
　式（Ｎ－１－４．１）～（Ｎ－１－４．１４）で表される化合物は単独で使用すること
も、組み合わせて使用することも可能であるが、本発明の組成物の総量に対しての単独又
はこれら化合物の好ましい含有量の下限値は、３％であり、５％であり、７％であり、１
０％であり、１３％であり、１５％であり、１７％であり、２０％である。好ましい含有
量の上限値は、本発明の組成物の総量に対して、３５％であり、３０％であり、２８％で
あり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、１８％であり、１５％であり、１３
％であり、１１％であり、１０％であり、８％である。
【０１１２】
　一般式（Ｎ－１－５）で表される化合物は下記の化合物である。
【０１１３】
【化２２】

【０１１４】
（式中、ＲＮ１５１及びＲＮ１５２はそれぞれ独立して、一般式（Ｎ）におけるＲＮ１１

及びＲＮ１２と同じ意味を表す。）
　ＲＮ１５１及びＲＮ１５２はそれぞれ独立して、炭素原子数１～５のアルキル基、炭素
原子数４～５のアルケニル基又は炭素原子数１～４のアルコキシ基が好ましくエチル基、
プロピル基又はブチル基が好ましい。
【０１１５】
　一般式（Ｎ－１－５）で表される化合物は単独で使用することもできるが、２以上の化
合物を組み合わせて使用することもできる。組み合わせることができる化合物の種類に特
に制限は無いが、低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求められ
る性能に応じて適宜組み合わせて使用する。使用する化合物の種類は、例えば本発明の一
つの実施形態としては１種類であり、２種類であり、３種類であり、４種類であり、５種
類以上である。
【０１１６】
　Δεの改善を重視する場合には含有量を高めに設定することが好ましく、低温での溶解
性を重視する場合は含有量を少なめに設定すると効果が高く、ＴＮＩを重視する場合は含
有量を多めに設定すると効果が高い。さらに、滴下痕や焼き付き特性を改良する場合は、
含有量の範囲を中間に設定することが好ましい。
【０１１７】
　本発明の組成物の総量に対しての一般式（Ｎ－１－５）で表される化合物の好ましい含
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有量の下限値は、５％であり、８％であり、１０％であり、１３％であり、１５％であり
、１７％であり、２０％である。好ましい含有量の上限値は、本発明の組成物の総量に対
して、３５％であり、３３％であり、３０％であり、２８％であり、２５％であり、２３
％であり、２０％であり、１８％であり、１５％であり、１３％である。
【０１１８】
　さらに、一般式（Ｎ－１－５）で表される化合物は、式（Ｎ－１－５．１）から式（Ｎ
－１－５．６）で表される化合物群から選ばれる化合物であることが好ましく、式（Ｎ－
１－５．１）、式（Ｎ－１－５．２）及び式（Ｎ－１－５．４）で表される化合物が好ま
しい。
【０１１９】
【化２３】

【０１２０】
　式（Ｎ－１－５．１）、式（Ｎ－１－５．２）及び式（Ｎ－１－５．４）で表される化
合物は単独で使用することも、組み合わせて使用することも可能であるが、本発明の組成
物の総量に対しての単独又はこれら化合物の好ましい含有量の下限値は、５％であり、８
％であり、１０％であり、１３％であり、１５％であり、１７％であり、２０％である。
好ましい含有量の上限値は、本発明の組成物の総量に対して、３５％であり、３３％であ
り、３０％であり、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、１８％
であり、１５％であり、１３％である。
【０１２１】
　一般式（Ｎ－１－１０）で表される化合物は下記の化合物である。
【０１２２】

【化２４】

【０１２３】
（式中、ＲＮ１１０１及びＲＮ１１０２はそれぞれ独立して、一般式（Ｎ）におけるＲＮ
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１１及びＲＮ１２と同じ意味を表す。）
　ＲＮ１１０１は炭素原子数１～５のアルキル基又は炭素原子数２～５のアルケニル基が
好ましく、エチル基、プロピル基、ブチル基、ビニル基又は１－プロペニル基が好ましい
。ＲＮ１１０２は炭素原子数１～５のアルキル基、炭素原子数４～５のアルケニル基又は
炭素原子数１～４のアルコキシ基が好ましく、エトキシ基、プロポキシ基又はブトキシ基
が好ましい。
【０１２４】
　一般式（Ｎ－１－１０）で表される化合物は単独で使用することもできるが、２以上の
化合物を組み合わせて使用することもできる。組み合わせることができる化合物の種類に
特に制限は無いが、低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求めら
れる性能に応じて適宜組み合わせて使用する。使用する化合物の種類は、例えば本発明の
一つの実施形態としては１種類であり、２種類であり、３種類であり、４種類であり、５
種類以上である。
【０１２５】
　Δεの改善を重視する場合には含有量を高めに設定することが好ましく、低温での溶解
性を重視する場合は含有量を高めに設定すると効果が高く、ＴＮＩを重視する場合は含有
量を高めに設定すると効果が高い。さらに、滴下痕や焼き付き特性を改良する場合は、含
有量の範囲を中間に設定することが好ましい。
【０１２６】
　本発明の組成物の総量に対しての一般式（Ｎ－１－１０）で表される化合物の好ましい
含有量の下限値は、５％であり、１０％であり、１３％であり、１５％であり、１７％で
あり、２０％である。好ましい含有量の上限値は、本発明の組成物の総量に対して、３５
％であり、３０％であり、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、
１８％であり、１５％であり、１３％である。
【０１２７】
　さらに、一般式（Ｎ－１－１０）で表される化合物は、式（Ｎ－１－１０．１）から式
（Ｎ－１－１０．２１）で表される化合物群から選ばれる化合物であることが好ましく、
式（Ｎ－１－１０．１）～（Ｎ－１－１０．５）式（Ｎ－１－１０．２０）及び式（Ｎ－
１－１０．２１）で表される化合物であることが好ましく、式（Ｎ－１－１０．１）、式
（Ｎ－１－１０．２）、式（Ｎ－１－１０．２０）及び式（Ｎ－１－１０．２１）で表さ
れる化合物が好ましい。
【０１２８】
【化２５】

【０１２９】
　式（Ｎ－１－１０．１）、式（Ｎ－１－１０．２）、式（Ｎ－１－１０．２０）及び式
（Ｎ－１－１０．２１）で表される化合物は単独で使用することも、組み合わせて使用す
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い含有量の下限値は、５％であり、１０％であり、１３％であり、１５％であり、１７％
であり、２０％である。好ましい含有量の上限値は、本発明の組成物の総量に対して、３
５％であり、３０％であり、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり
、１８％であり、１５％であり、１３％である。
【０１３０】
　一般式（Ｎ－１－１１）で表される化合物は下記の化合物である。
【０１３１】
【化２６】

【０１３２】
（式中、ＲＮ１１１１及びＲＮ１１１２はそれぞれ独立して、一般式（Ｎ）におけるＲＮ

１１及びＲＮ１２と同じ意味を表す。）
　ＲＮ１１１１は炭素原子数１～５のアルキル基又は炭素原子数２～５のアルケニル基が
好ましく、エチル基、プロピル基、ブチル基、ビニル基又は１－プロペニル基が好ましい
。ＲＮ１１１２は炭素原子数１～５のアルキル基、炭素原子数４～５のアルケニル基又は
炭素原子数１～４のアルコキシ基が好ましく、エトキシ基、プロポキシ基又はブトキシ基
が好ましい。
【０１３３】
　一般式（Ｎ－１－１１）で表される化合物は単独で使用することもできるが、２以上の
化合物を組み合わせて使用することもできる。組み合わせることができる化合物の種類に
特に制限は無いが、低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求めら
れる性能に応じて適宜組み合わせて使用する。使用する化合物の種類は、例えば本発明の
一つの実施形態としては１種類であり、２種類であり、３種類であり、４種類であり、５
種類以上である。
【０１３４】
　Δεの改善を重視する場合には含有量を高めに設定することが好ましく、低温での溶解
性を重視する場合は含有量を低めに設定すると効果が高く、ＴＮＩを重視する場合は含有
量を高めに設定すると効果が高い。さらに、滴下痕や焼き付き特性を改良する場合は、含
有量の範囲を中間に設定することが好ましい。
【０１３５】
　本発明の組成物の総量に対しての一般式（Ｎ－１－１１）で表される化合物の好ましい
含有量の下限値は、５％であり、１０％であり、１３％であり、１５％であり、１７％で
あり、２０％である。好ましい含有量の上限値は、本発明の組成物の総量に対して、３５
％であり、３０％であり、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、
１８％であり、１５％であり、１３％である。
【０１３６】
　さらに、一般式（Ｎ－１－１１）で表される化合物は、式（Ｎ－１－１１．１）から式
（Ｎ－１－１１．１５）で表される化合物群から選ばれる化合物であることが好ましく、
式（Ｎ－１－１１．１）～（Ｎ－１－１１．１５）で表される化合物であることが好まし
く、式（Ｎ－１－１１．２及び式（Ｎ－１－１１．４）で表される化合物が好ましい。
【０１３７】
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【化２７】

【０１３８】
　式（Ｎ－１－１１．２）及び式（Ｎ－１－１１．４）で表される化合物は単独で使用す
ることも、組み合わせて使用することも可能であるが、本発明の組成物の総量に対しての
単独又はこれら化合物の好ましい含有量の下限値は、５％であり、１０％であり、１３％
であり、１５％であり、１７％であり、２０％である。好ましい含有量の上限値は、本発
明の組成物の総量に対して、３５％であり、３０％であり、２８％であり、２５％であり
、２３％であり、２０％であり、１８％であり、１５％であり、１３％である。
【０１３９】
　一般式（Ｎ－１－１２）で表される化合物は下記の化合物である。
【０１４０】

【化２８】

【０１４１】
（式中、ＲＮ１１２１及びＲＮ１１２２はそれぞれ独立して、一般式（Ｎ）におけるＲＮ
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１１及びＲＮ１２と同じ意味を表す。）
　ＲＮ１１２１は炭素原子数１～５のアルキル基又は炭素原子数２～５のアルケニル基が
好ましく、エチル基、プロピル基又はブチル基が好ましい。ＲＮ１１２２は炭素原子数１
～５のアルキル基、炭素原子数４～５のアルケニル基又は炭素原子数１～４のアルコキシ
基が好ましく、エトキシ基、プロポキシ基又はブトキシ基が好ましい。
【０１４２】
　一般式（Ｎ－１－１２）で表される化合物は単独で使用することもできるが、２以上の
化合物を組み合わせて使用することもできる。組み合わせることができる化合物の種類に
特に制限は無いが、低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求めら
れる性能に応じて適宜組み合わせて使用する。使用する化合物の種類は、例えば本発明の
一つの実施形態としては１種類であり、２種類であり、３種類であり、４種類であり、５
種類以上である。
【０１４３】
　Δεの改善を重視する場合には含有量を高めに設定することが好ましく、低温での溶解
性を重視する場合は含有量を多めに設定すると効果が高く、ＴＮＩを重視する場合は含有
量をおおめに設定すると効果が高い。さらに、滴下痕や焼き付き特性を改良する場合は、
含有量の範囲を中間に設定することが好ましい。
【０１４４】
　本発明の組成物の総量に対しての一般式（Ｎ－１－１２）で表される化合物の好ましい
含有量の下限値は、５％であり、１０％であり、１３％であり、１５％であり、１７％で
あり、２０％である。好ましい含有量の上限値は、本発明の組成物の総量に対して、３５
％であり、３０％であり、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、
１８％であり、１５％であり、１３％である。
【０１４５】
　一般式（Ｎ－１－１３）で表される化合物は下記の化合物である。
【０１４６】
【化２９】

【０１４７】
（式中、ＲＮ１１３１及びＲＮ１１３２はそれぞれ独立して、一般式（Ｎ）におけるＲＮ

１１及びＲＮ１２と同じ意味を表す。）
　ＲＮ１１３１は炭素原子数１～５のアルキル基又は炭素原子数２～５のアルケニル基が
好ましく、エチル基、プロピル基又はブチル基が好ましい。ＲＮ１１３２は炭素原子数１
～５のアルキル基、炭素原子数４～５のアルケニル基又は炭素原子数１～４のアルコキシ
基が好ましく、エトキシ基、プロポキシ基又はブトキシ基が好ましい。
【０１４８】
　一般式（Ｎ－１－１３）で表される化合物は単独で使用することもできるが、２以上の
化合物を組み合わせて使用することもできる。組み合わせることができる化合物の種類に
特に制限は無いが、低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求めら
れる性能に応じて適宜組み合わせて使用する。使用する化合物の種類は、例えば本発明の
一つの実施形態としては１種類であり、２種類であり、３種類であり、４種類であり、５
種類以上である。
【０１４９】
　Δεの改善を重視する場合には含有量を高めに設定することが好ましく、低温での溶解
性を重視する場合は含有量を多めに設定すると効果が高く、ＴＮＩを重視する場合は含有
量をおおめに設定すると効果が高い。さらに、滴下痕や焼き付き特性を改良する場合は、
含有量の範囲を中間に設定することが好ましい。
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【０１５０】
　本発明の組成物の総量に対しての一般式（Ｎ－１－１３）で表される化合物の好ましい
含有量の下限値は、５％であり、１０％であり、１３％であり、１５％であり、１７％で
あり、２０％である。好ましい含有量の上限値は、本発明の組成物の総量に対して、３５
％であり、３０％であり、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、
１８％であり、１５％であり、１３％である。
【０１５１】
　一般式（Ｎ－１－１４）で表される化合物は下記の化合物である。
【０１５２】
【化３０】

【０１５３】
（式中、ＲＮ１１４１及びＲＮ１１４２はそれぞれ独立して、一般式（Ｎ）におけるＲＮ

１１及びＲＮ１２と同じ意味を表す。）
　ＲＮ１１４１は炭素原子数１～５のアルキル基又は炭素原子数２～５のアルケニル基が
好ましく、エチル基、プロピル基又はブチル基が好ましい。ＲＮ１１４２は炭素原子数１
～５のアルキル基、炭素原子数４～５のアルケニル基又は炭素原子数１～４のアルコキシ
基が好ましく、エトキシ基、プロポキシ基又はブトキシ基が好ましい。
【０１５４】
　一般式（Ｎ－１－１４）で表される化合物は単独で使用することもできるが、２以上の
化合物を組み合わせて使用することもできる。組み合わせることができる化合物の種類に
特に制限は無いが、低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求めら
れる性能に応じて適宜組み合わせて使用する。使用する化合物の種類は、例えば本発明の
一つの実施形態としては１種類であり、２種類であり、３種類であり、４種類であり、５
種類以上である。
【０１５５】
　Δεの改善を重視する場合には含有量を高めに設定することが好ましく、低温での溶解
性を重視する場合は含有量を多めに設定すると効果が高く、ＴＮＩを重視する場合は含有
量をおおめに設定すると効果が高い。さらに、滴下痕や焼き付き特性を改良する場合は、
含有量の範囲を中間に設定することが好ましい。
【０１５６】
　本発明の組成物の総量に対しての一般式（Ｎ－１－１４）で表される化合物の好ましい
含有量の下限値は、５％であり、１０％であり、１３％であり、１５％であり、１７％で
あり、２０％である。好ましい含有量の上限値は、本発明の組成物の総量に対して、３５
％であり、３０％であり、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、
１８％であり、１５％であり、１３％である。
【０１５７】
　一般式（Ｎ－１－１５）で表される化合物は下記の化合物である。
【０１５８】
【化３１】

【０１５９】
（式中、ＲＮ１１５１及びＲＮ１１５２はそれぞれ独立して、一般式（Ｎ）におけるＲＮ

１１及びＲＮ１２と同じ意味を表す。）
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　ＲＮ１１５１は炭素原子数１～５のアルキル基又は炭素原子数２～５のアルケニル基が
好ましく、エチル基、プロピル基又はブチル基が好ましい。ＲＮ１１５２は炭素原子数１
～５のアルキル基、炭素原子数４～５のアルケニル基又は炭素原子数１～４のアルコキシ
基が好ましく、エトキシ基、プロポキシ基又はブトキシ基が好ましい。
【０１６０】
　一般式（Ｎ－１－１５）で表される化合物は単独で使用することもできるが、２以上の
化合物を組み合わせて使用することもできる。組み合わせることができる化合物の種類に
特に制限は無いが、低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求めら
れる性能に応じて適宜組み合わせて使用する。使用する化合物の種類は、例えば本発明の
一つの実施形態としては１種類であり、２種類であり、３種類であり、４種類であり、５
種類以上である。
【０１６１】
　Δεの改善を重視する場合には含有量を高めに設定することが好ましく、低温での溶解
性を重視する場合は含有量を多めに設定すると効果が高く、ＴＮＩを重視する場合は含有
量をおおめに設定すると効果が高い。さらに、滴下痕や焼き付き特性を改良する場合は、
含有量の範囲を中間に設定することが好ましい。
【０１６２】
　本発明の組成物の総量に対しての一般式（Ｎ－１－１５）で表される化合物の好ましい
含有量の下限値は、５％であり、１０％であり、１３％であり、１５％であり、１７％で
あり、２０％である。好ましい含有量の上限値は、本発明の組成物の総量に対して、３５
％であり、３０％であり、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、
１８％であり、１５％であり、１３％である。
【０１６３】
　一般式（Ｎ－１－１６）で表される化合物は下記の化合物である。
【０１６４】
【化３２】

【０１６５】
（式中、ＲＮ１１６１及びＲＮ１１６２はそれぞれ独立して、一般式（Ｎ）におけるＲＮ

１１及びＲＮ１２と同じ意味を表す。）
　ＲＮ１１６１は炭素原子数１～５のアルキル基又は炭素原子数２～５のアルケニル基が
好ましく、エチル基、プロピル基又はブチル基が好ましい。ＲＮ１１６２は炭素原子数１
～５のアルキル基、炭素原子数４～５のアルケニル基又は炭素原子数１～４のアルコキシ
基が好ましく、エトキシ基、プロポキシ基又はブトキシ基が好ましい。
【０１６６】
　一般式（Ｎ－１－１６）で表される化合物は単独で使用することもできるが、２以上の
化合物を組み合わせて使用することもできる。組み合わせることができる化合物の種類に
特に制限は無いが、低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求めら
れる性能に応じて適宜組み合わせて使用する。使用する化合物の種類は、例えば本発明の
一つの実施形態としては１種類であり、２種類であり、３種類であり、４種類であり、５
種類以上である。
【０１６７】
　Δεの改善を重視する場合には含有量を高めに設定することが好ましく、低温での溶解
性を重視する場合は含有量を多めに設定すると効果が高く、ＴＮＩを重視する場合は含有
量をおおめに設定すると効果が高い。さらに、滴下痕や焼き付き特性を改良する場合は、
含有量の範囲を中間に設定することが好ましい。
【０１６８】
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　本発明の組成物の総量に対しての一般式（Ｎ－１－１６）で表される化合物の好ましい
含有量の下限値は、５％であり、１０％であり、１３％であり、１５％であり、１７％で
あり、２０％である。好ましい含有量の上限値は、本発明の組成物の総量に対して、３５
％であり、３０％であり、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、
１８％であり、１５％であり、１３％である。
【０１６９】
　一般式（Ｎ－１－１７）で表される化合物は下記の化合物である。
【０１７０】
【化３３】

【０１７１】
（式中、ＲＮ１１７１及びＲＮ１１７２はそれぞれ独立して、一般式（Ｎ）におけるＲＮ

１１及びＲＮ１２と同じ意味を表す。）
　ＲＮ１１７１は炭素原子数１～５のアルキル基又は炭素原子数２～５のアルケニル基が
好ましく、エチル基、プロピル基又はブチル基が好ましい。ＲＮ１１７２は炭素原子数１
～５のアルキル基、炭素原子数４～５のアルケニル基又は炭素原子数１～４のアルコキシ
基が好ましく、エトキシ基、プロポキシ基又はブトキシ基が好ましい。
【０１７２】
　一般式（Ｎ－１－１７）で表される化合物は単独で使用することもできるが、２以上の
化合物を組み合わせて使用することもできる。組み合わせることができる化合物の種類に
特に制限は無いが、低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求めら
れる性能に応じて適宜組み合わせて使用する。使用する化合物の種類は、例えば本発明の
一つの実施形態としては１種類であり、２種類であり、３種類であり、４種類であり、５
種類以上である。
【０１７３】
　Δεの改善を重視する場合には含有量を高めに設定することが好ましく、低温での溶解
性を重視する場合は含有量を多めに設定すると効果が高く、ＴＮＩを重視する場合は含有
量をおおめに設定すると効果が高い。さらに、滴下痕や焼き付き特性を改良する場合は、
含有量の範囲を中間に設定することが好ましい。
【０１７４】
　本発明の組成物の総量に対しての一般式（Ｎ－１－１７）で表される化合物の好ましい
含有量の下限値は、５％であり、１０％であり、１３％であり、１５％であり、１７％で
あり、２０％である。好ましい含有量の上限値は、本発明の組成物の総量に対して、３５
％であり、３０％であり、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、
１８％であり、１５％であり、１３％である。
【０１７５】
　一般式（Ｎ－１－１８）で表される化合物は下記の化合物である。
【０１７６】

【化３４】

【０１７７】
（式中、ＲＮ１１８１及びＲＮ１１８２はそれぞれ独立して、一般式（Ｎ）におけるＲＮ

１１及びＲＮ１２と同じ意味を表す。）
　ＲＮ１１８１は炭素原子数１～５のアルキル基又は炭素原子数２～５のアルケニル基が
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素原子数１～５のアルキル基、炭素原子数４～５のアルケニル基又は炭素原子数１～４の
アルコキシ基が好ましく、エトキシ基、プロポキシ基又はブトキシ基が好ましい。
【０１７８】
　一般式（Ｎ－１－１８）で表される化合物は単独で使用することもできるが、２以上の
化合物を組み合わせて使用することもできる。組み合わせることができる化合物の種類に
特に制限は無いが、低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求めら
れる性能に応じて適宜組み合わせて使用する。使用する化合物の種類は、例えば本発明の
一つの実施形態としては１種類であり、２種類であり、３種類であり、４種類であり、５
種類以上である。
【０１７９】
　Δεの改善を重視する場合には含有量を高めに設定することが好ましく、低温での溶解
性を重視する場合は含有量を多めに設定すると効果が高く、ＴＮＩを重視する場合は含有
量をおおめに設定すると効果が高い。さらに、滴下痕や焼き付き特性を改良する場合は、
含有量の範囲を中間に設定することが好ましい。
【０１８０】
　本発明の組成物の総量に対しての一般式（Ｎ－１－１８）で表される化合物の好ましい
含有量の下限値は、５％であり、１０％であり、１３％であり、１５％であり、１７％で
あり、２０％である。好ましい含有量の上限値は、本発明の組成物の総量に対して、３５
％であり、３０％であり、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、
１８％であり、１５％であり、１３％である。
【０１８１】
　さらに、一般式（Ｎ－１－１８）で表される化合物は、式（Ｎ－１－１８．１）から式
（Ｎ－１－１８．５）で表される化合物群から選ばれる化合物であることが好ましく、式
（Ｎ－１－１８．１）～（Ｎ－１－１１．３）で表される化合物であることが好ましく、
式（Ｎ－１－１８．２及び式（Ｎ－１－１８．３）で表される化合物が好ましい。
【０１８２】
【化３５】

【０１８３】
　一般式（Ｎ－１－２０）で表される化合物は下記の化合物である。
【０１８４】
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【化３６】

【０１８５】
（式中、ＲＮ１２０１及びＲＮ１２０２はそれぞれ独立して、一般式（Ｎ）におけるＲＮ

１１及びＲＮ１２と同じ意味を表す。）
　ＲＮ１２０１及びＲＮ１２０２はそれぞれ独立して、炭素原子数１～５のアルキル基又
は炭素原子数２～５のアルケニル基が好ましく、エチル基、プロピル基又はブチル基が好
ましい。
【０１８６】
　一般式（Ｎ－１－２０）で表される化合物は単独で使用することもできるが、２以上の
化合物を組み合わせて使用することもできる。組み合わせることができる化合物の種類に
特に制限は無いが、低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求めら
れる性能に応じて適宜組み合わせて使用する。使用する化合物の種類は、例えば本発明の
一つの実施形態としては１種類であり、２種類であり、３種類であり、４種類であり、５
種類以上である。
【０１８７】
　Δεの改善を重視する場合には含有量を高めに設定することが好ましく、低温での溶解
性を重視する場合は含有量を多めに設定すると効果が高く、ＴＮＩを重視する場合は含有
量をおおめに設定すると効果が高い。さらに、滴下痕や焼き付き特性を改良する場合は、
含有量の範囲を中間に設定することが好ましい。
【０１８８】
　本発明の組成物の総量に対しての一般式（Ｎ－１－２０）で表される化合物の好ましい
含有量の下限値は、５％であり、１０％であり、１３％であり、１５％であり、１７％で
あり、２０％である。好ましい含有量の上限値は、本発明の組成物の総量に対して、３５
％であり、３０％であり、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、
１８％であり、１５％であり、１３％である。
【０１８９】
　一般式（Ｎ－１－２１）で表される化合物は下記の化合物である。
【０１９０】

【化３７】

【０１９１】
（式中、ＲＮ１２１１及びＲＮ１２１２はそれぞれ独立して、一般式（Ｎ）におけるＲＮ

１１及びＲＮ１２と同じ意味を表す。）
　ＲＮ１２１１及びＲＮ１２１２はそれぞれ独立して、炭素原子数１～５のアルキル基又
は炭素原子数２～５のアルケニル基が好ましく、エチル基、プロピル基又はブチル基が好
ましい。
【０１９２】
　一般式（Ｎ－１－２１）で表される化合物は単独で使用することもできるが、２以上の
化合物を組み合わせて使用することもできる。組み合わせることができる化合物の種類に
特に制限は無いが、低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求めら
れる性能に応じて適宜組み合わせて使用する。使用する化合物の種類は、例えば本発明の
一つの実施形態としては１種類であり、２種類であり、３種類であり、４種類であり、５
種類以上である。
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　Δεの改善を重視する場合には含有量を高めに設定することが好ましく、低温での溶解
性を重視する場合は含有量を多めに設定すると効果が高く、ＴＮＩを重視する場合は含有
量をおおめに設定すると効果が高い。さらに、滴下痕や焼き付き特性を改良する場合は、
含有量の範囲を中間に設定することが好ましい。
【０１９４】
　本発明の組成物の総量に対しての一般式（Ｎ－１－２１）で表される化合物の好ましい
含有量の下限値は、５％であり、１０％であり、１３％であり、１５％であり、１７％で
あり、２０％である。好ましい含有量の上限値は、本発明の組成物の総量に対して、３５
％であり、３０％であり、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、
１８％であり、１５％であり、１３％である。
【０１９５】
　一般式（Ｎ－１－２２）で表される化合物は下記の化合物である。
【０１９６】

【化３８】

【０１９７】
（式中、ＲＮ１２２１及びＲＮ１２２２はそれぞれ独立して、一般式（Ｎ）におけるＲＮ

１１及びＲＮ１２と同じ意味を表す。）
　ＲＮ１２２１及びＲＮ１２２２はそれぞれ独立して、炭素原子数１～５のアルキル基又
は炭素原子数２～５のアルケニル基が好ましく、エチル基、プロピル基又はブチル基が好
ましい。
【０１９８】
　一般式（Ｎ－１－２２）で表される化合物は単独で使用することもできるが、２以上の
化合物を組み合わせて使用することもできる。組み合わせることができる化合物の種類に
特に制限は無いが、低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求めら
れる性能に応じて適宜組み合わせて使用する。使用する化合物の種類は、例えば本発明の
一つの実施形態としては１種類であり、２種類であり、３種類であり、４種類であり、５
種類以上である。
【０１９９】
　Δεの改善を重視する場合には含有量を高めに設定することが好ましく、低温での溶解
性を重視する場合は含有量を多めに設定すると効果が高く、ＴＮＩを重視する場合は含有
量をおおめに設定すると効果が高い。さらに、滴下痕や焼き付き特性を改良する場合は、
含有量の範囲を中間に設定することが好ましい。
【０２００】
　本発明の組成物の総量に対しての一般式（Ｎ－１－２２）で表される化合物の好ましい
含有量の下限値は、１％であり、５％であり、１０％であり、１３％であり、１５％であ
り、１７％であり２０％である。好ましい含有量の上限値は、本発明の組成物の総量に対
して、３５％であり、３０％であり、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０
％であり、１８％であり、１５％であり、１３％であり、１０％であり、５％である。
【０２０１】
　さらに、一般式（Ｎ－１－２２）で表される化合物は、式（Ｎ－１－２２．１）から式
（Ｎ－１－２２．１２）で表される化合物群から選ばれる化合物であることが好ましく、
式（Ｎ－１－２２．１）～（Ｎ－１－２２．５）で表される化合物であることが好ましく
、式（Ｎ－１－２２．１）～（Ｎ－１－２２．４）で表される化合物が好ましい。
【０２０２】
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【化３９】

【０２０３】
　本発明の液晶組成物は、一般式（Ｊ）で表される化合物からなる群から選択される少な
くとも１種の液晶化合物を含有せず、一般式（Ｎ－１）、一般式（Ｎ－２）及び一般式（
Ｎ－３）で表される化合物からなる群のうち、一般式（Ｎ－１）で表される化合物からな
る群のみから選択される化合物を少なくとも１種以上用いる場合、上記一般式（Ｎ－１－
２）、一般式（Ｎ－１－３）、一般式（Ｎ－１－５）、一般式（Ｎ－１－１１）、一般式
（Ｎ－１－１３）、一般式（Ｎ－１－１５）、一般式（Ｎ－１－１６）、一般式（Ｎ－１
－１７）、一般式（Ｎ－１－１８）、一般式（Ｎ－１－２０）、及び一般式（Ｎ－１－２
２）から選択される、化合物中に環構造を３つ有する液晶化合物を必須成分として含有す
ることが、本発明の液晶組成物に用いる一般式（Ｉ－１）で表される重合性化合物との相
溶性の観点、更には、得られる液晶表示素子を高い電圧保持率（ＶＨＲ）にすることがで
きるため好ましい。特に、前記一般式（Ｎ－１－２）～一般式（Ｎ－１－２２）から選択
される化合物のうち、一般式（Ｎ－１－２）、一般式（Ｎ－１－３）、一般式（Ｎ－１－
５）、一般式（Ｎ－１－１１）、一般式（Ｎ－１－１３）、一般式（Ｎ－１－１８）、及
び一般式（Ｎ－１－２２）から選択される液晶化合物を必須成分として含有することがよ
り好ましく、一般式（Ｎ－１－２）、一般式（Ｎ－１－３）、一般式（Ｎ－１－５）、一
般式（Ｎ－１－１１）、及び一般式（Ｎ－１－１８）から選択される液晶化合物を必須成
分として含有することがより好ましい。一般式（Ｎ－２）で表される化合物は下記一般式
（Ｎ－２－１）～一般式（Ｎ－２－３）で表される化合物群から選ばれる化合物であるこ
とが好ましい。
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【０２０４】
　一般式（Ｎ－２－１）～一般式（Ｎ－２－３）で表される化合物は単独で使用すること
もできるが、２以上の化合物を組み合わせて使用することもできる。組み合わせることが
できる化合物の種類に特に制限は無いが、低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、
複屈折率などの求められる性能に応じて適宜組み合わせて使用する。使用する化合物の種
類は、例えば本発明の一つの実施形態としては１種類であり、２種類であり、３種類であ
り、４種類であり、５種類以上である。
【０２０５】
　Δεの改善を重視する場合には含有量を高めに設定することが好ましく、低温での溶解
性を重視する場合は含有量を多めに設定すると効果が高く、ＴＮＩを重視する場合は含有
量を少なめに設定すると効果が高い。さらに、滴下痕や焼き付き特性を改良する場合は、
含有量の範囲を中間に設定することが好ましい。
【０２０６】
　本発明の組成物の総量に対しての一般式（Ｎ－２－１）～一般式（Ｎ－２－３）で表さ
れる化合物の好ましい含有量の合計の下限値は、３％であり、５％であり、１０％であり
、１３％であり、１５％であり、１７％であり、２０％であり、２３％であり、２５％で
あり、２７％であり、３０％であり、３３％であり、３５％である。好ましい含有量の合
計の上限値は、本発明の組成物の総量に対して、５０％であり、４０％であり、３８％で
あり、３５％であり、３３％であり、３０％であり、２８％であり、２５％であり、２３
％であり、２０％であり、１８％であり、１５％であり、１３％であり、１０％であり、
８％であり、７％であり、６％であり、５％である。
【０２０７】
　一般式（Ｎ－２－１）で表される化合物は下記の化合物である。
【０２０８】
【化４０】

【０２０９】
（式中、ＲＮ２１１及びＲＮ２１２はそれぞれ独立して、一般式（Ｎ）におけるＲＮ１１

及びＲＮ１２と同じ意味を表す。）
　一般式（Ｎ－２－２）で表される化合物は下記の化合物である。
【０２１０】
【化４１】

【０２１１】
（式中、ＲＮ２２１及びＲＮ２２２はそれぞれ独立して、一般式（Ｎ）におけるＲＮ１１

及びＲＮ１２と同じ意味を表す。）
　一般式（Ｎ－２－３）で表される化合物は下記の化合物である。
【０２１２】
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【化４２】

【０２１３】
（式中、ＲＮ２３１及びＲＮ２３２はそれぞれ独立して、一般式（Ｎ）におけるＲＮ１１

及びＲＮ１２と同じ意味を表す。）
　一般式（Ｎ－３）で表される化合物は一般式（Ｎ－３－２）で表される化合物群から選
ばれる化合物であることが好ましい。
【０２１４】

【化４３】

【０２１５】
（式中、ＲＮ３２１及びＲＮ３２２はそれぞれ独立して、一般式（Ｎ）におけるＲＮ１１

及びＲＮ１２と同じ意味を表す。）
　ＲＮ３２１及びＲＮ３２２は炭素原子数１～５のアルキル基又は炭素原子数２～５のア
ルケニル基が好ましく、プロピル基又はペンチル基が好ましい。
【０２１６】
　一般式（Ｎ－３－２）で表される化合物は単独で使用することもできるが、２以上の化
合物を組み合わせて使用することもできる。組み合わせることができる化合物の種類に特
に制限は無いが、低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求められ
る性能に応じて適宜組み合わせて使用する。使用する化合物の種類は、例えば本発明の一
つの実施形態としては１種類であり、２種類であり、３種類であり、４種類であり、５種
類以上である。
【０２１７】
　Δεの改善を重視する場合には含有量を高めに設定することが好ましく、低温での溶解
性を重視する場合は含有量を多めに設定すると効果が高く、ＴＮＩを重視する場合は含有
量を少なめに設定すると効果が高い。さらに、滴下痕や焼き付き特性を改良する場合は、
含有量の範囲を中間に設定することが好ましい。
【０２１８】
　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｎ－３－２）で表される化合物の好ましい含有量
の下限値は、３％であり、５％であり、１０％であり、１３％であり、１５％であり、１
７％であり、２０％であり、２３％であり、２５％であり、２７％であり、３０％であり
、３３％であり、３５％である。好ましい含有量の上限値は、本発明の組成物の総量に対
して、５０％であり、４０％であり、３８％であり、３５％であり、３３％であり、３０
％であり、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、１８％であり、
１５％であり、１３％であり、１０％であり、８％であり、７％であり、６％であり、５
％である。
【０２１９】
　さらに、一般式（Ｎ－３－２）で表される化合物は、式（Ｎ－３－２．１）から式（Ｎ
－３－２．３）で表される化合物群から選ばれる化合物であることが好ましい。
【０２２０】
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【化４４】

【０２２１】
　上記のとおり本発明の組成物は、一般式（Ｊ）で表される化合物からなる群から選択さ
れる少なくとも１種の液晶化合物を含有することが好ましい。これら化合物は誘電的に正
の化合物（Δεが２より大きい。）に該当する。
【０２２２】
【化４５】

【０２２３】
（一般式（Ｊ）中、ＲＪ１は炭素原子数１～８のアルキル基を表し、該アルキル基中の１
個又は非隣接の２個以上の－ＣＨ２－はそれぞれ独立して－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－、
－Ｏ－、－ＣＯ－、－ＣＯＯ－又は－ＯＣＯ－によって置換されていてもよく、
　ｎＪ１は、０、１、２、３又は４を表し、
　ＡＪ１、ＡＪ２及びＡＪ３はそれぞれ独立して、
（ａ）　１，４－シクロヘキシレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ２－又は隣接し
ていない２個以上の－ＣＨ２－は－Ｏ－に置き換えられてもよい。）
（ｂ）　１，４－フェニレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ＝又は隣接していない
２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置き換えられてもよい。）及び
（ｃ）　（ｃ）ナフタレン－２，６－ジイル基、１，２，３，４－テトラヒドロナフタレ
ン－２，６－ジイル基又はデカヒドロナフタレン－２，６－ジイル基（ナフタレン－２，
６－ジイル基又は１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２，６－ジイル基中に存在
する１個の－ＣＨ＝又は隣接していない２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置き換えられても
良い。）
からなる群より選ばれる基を表し、上記の基（ａ）、基（ｂ）及び基（ｃ）はそれぞれ独
立してシアノ基、フッ素原子、塩素原子、メチル基、トリフルオロメチル基又はトリフル
オロメトキシ基で置換されていても良く、
　ＺＪ１及びＺＪ２はそれぞれ独立して単結合、－ＣＨ２ＣＨ２－、－（ＣＨ２）４－、
－ＯＣＨ２－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＯＣＦ２－、－ＣＦ２Ｏ－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－又
は－Ｃ≡Ｃ－を表し、
　ｎＪ１が２、３又は４であってＡＪ２が複数存在する場合は、それらは同一であっても
異なっていても良く、ｎＪ１が２、３又は４であってＺＪ１が複数存在する場合は、それ
らは同一であっても異なっていても良く、
　ＸＪ１はフッ素原子、塩素原子、シアノ基、トリフルオロメチル基、フルオロメトキシ
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ル基を表す。）
　一般式（Ｊ）中、ＲＪ１は、炭素原子数１～８のアルキル基、炭素原子数１～８のアル
コキシ基、炭素原子数２～８のアルケニル基又は炭素原子数２～８のアルケニルオキシ基
が好ましく、炭素原子数１～５のアルキル基、炭素原子数１～５のアルコキシ基、炭素原
子数２～５のアルケニル基又は炭素原子数２～５のアルケニルオキシ基が好ましく、炭素
原子数１～５のアルキル基又は炭素原子数２～５のアルケニル基が更に好ましく、炭素原
子数２～５のアルキル基又は炭素原子数２～３のアルケニル基が更に好ましく、炭素原子
数３のアルケニル基（プロペニル基）が特に好ましい。
【０２２４】
　信頼性を重視する場合にはＲＪ１はアルキル基であることが好ましく、粘性の低下を重
視する場合にはアルケニル基であることが好ましい。
【０２２５】
　また、それが結合する環構造がフェニル基（芳香族）である場合には、直鎖状の炭素原
子数１～５のアルキル基、直鎖状の炭素原子数１～４のアルコキシ基及び炭素原子数４～
５のアルケニル基が好ましく、それが結合する環構造がシクロヘキサン、ピラン及びジオ
キサンなどの飽和した環構造の場合には、直鎖状の炭素原子数１～５のアルキル基、直鎖
状の炭素原子数１～４のアルコキシ基及び直鎖状の炭素原子数２～５のアルケニル基が好
ましい。ネマチック相を安定化させるためには炭素原子及び存在する場合酸素原子の合計
が５以下であることが好ましく、直鎖状であることが好ましい。
【０２２６】
　アルケニル基としては、式（Ｒ１）から式（Ｒ５）のいずれかで表される基から選ばれ
ることが好ましい。（各式中の黒点はアルケニル基が結合している環構造中の炭素原子を
表す。）
【０２２７】
【化４６】

【０２２８】
　ＡＪ１、ＡＪ２及びＡＪ３はそれぞれ独立してΔｎを大きくすることが求められる場合
には芳香族であることが好ましく、応答速度を改善するためには脂肪族であることが好ま
しく、トランス－１，４－シクロへキシレン基、１，４－フェニレン基、１，４－シクロ
ヘキセニレン基、１，４－ビシクロ［２．２．２］オクチレン基、ピペリジン－１，４－
ジイル基、ナフタレン－２，６－ジイル基、デカヒドロナフタレン－２，６－ジイル基又
は１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２，６－ジイル基を表すことが好ましく、
それらはフッ素原子により置換されていてもよく、下記の構造を表すことがより好ましく
、
【０２２９】
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【化４７】

【０２３０】
下記の構造を表すことがより好ましい。
【０２３１】
【化４８】

【０２３２】
　ＺＪ１及びＺＪ２はそれぞれ独立して－ＣＨ２Ｏ－、－ＯＣＨ２－、－ＣＦ２Ｏ－、－
ＣＨ２ＣＨ２－、－ＣＦ２ＣＦ２－又は単結合を表すことが好ましく、－ＯＣＨ２－、－
ＣＦ２Ｏ－、－ＣＨ２ＣＨ２－又は単結合が更に好ましく、－ＯＣＨ２－、－ＣＦ２Ｏ－
又は単結合が特に好ましい。
【０２３３】
　ＸＪ１はフッ素原子又はトリフルオロメトキシ基が好ましく、フッ素原子が好ましい。
【０２３４】
　ｎＪ１は、０、１、２又は３が好ましく、０、１又は２が好ましく、Δεの改善に重点
を置く場合には０又は１が好ましく、Ｔｎｉを重視する場合には1又は２が好ましい。
【０２３５】
　組み合わせることができる化合物の種類に特に制限は無いが、低温での溶解性、転移温
度、電気的な信頼性、複屈折率などの所望の性能に応じて組み合わせて使用する。使用す
る化合物の種類は、例えば本発明の一つの実施形態としては１種類であり、２種類であり
、３種類である。またさらに、本発明の別の実施形態では４種類であり、５種類であり、
６種類であり、７種類以上である。
【０２３６】
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　本発明の組成物において、一般式（Ｊ）で表される化合物の含有量は、低温での溶解性
、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率、プロセス適合性、滴下痕、焼き付き、誘電率異
方性などの求められる性能に応じて適宜調整する必要がある。
【０２３７】
　本発明の組成物の総量に対しての一般式（Ｊ）で表される化合物の好ましい含有量の下
限値は、１％であり、１０％であり、２０％であり、３０％であり、４０％であり、５０
％であり、５５％であり、６０％であり、６５％であり、７０％であり、７５％であり、
８０％である。好ましい含有量の上限値は、本発明の組成物の総量に対して、例えば本発
明の一つの形態では９５％であり、８５％であり、７５％であり、６５％であり、５５％
であり、４５％であり、３５％であり、２５％である。
【０２３８】
　本発明の組成物の粘度を低く保ち、応答速度が速い組成物が必要な場合は上記の下限値
を低めに、上限値を低めにすることが好ましい。さらに、本発明の組成物のＴｎｉを高く
保ち、温度安定性の良い組成物が必要な場合は上記の下限値を低めに、上限値を低めにす
ることが好ましい。また、駆動電圧を低く保つために誘電率異方性を大きくしたいときは
、上記の下限値を高めに、上限値を高めにすることが好ましい。
【０２３９】
　信頼性を重視する場合にはＲＪ１はアルキル基であることが好ましく、粘性の低下を重
視する場合にはアルケニル基であることが好ましい。
【０２４０】
　一般式（Ｊ）で表される化合物としては一般式（Ｍ）で表される化合物及び一般式（Ｋ
）で表される化合物が好ましい。
【０２４１】
　本発明の組成物は、一般式（Ｍ）で表される化合物を１種類又は２種類以上含有するこ
とが好ましい。これら化合物は誘電的に正の化合物（Δεが２より大きい。）に該当する
。
【０２４２】
【化４９】

【０２４３】
（式中、ＲＭ１は炭素原子数１～８のアルキル基を表し、該アルキル基中の１個又は非隣
接の２個以上の－ＣＨ２－はそれぞれ独立して－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－、－Ｏ－、－
ＣＯ－、－ＣＯＯ－又は－ＯＣＯ－によって置換されていてもよく、
　ｎＭ１は、０、１、２、３又は４を表し、
　ＡＭ１及びＡＭ２はそれぞれ独立して、
（ａ）　１，４－シクロヘキシレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ２－又は隣接し
ていない２個以上の－ＣＨ２－は－Ｏ－又は－Ｓ－に置き換えられてもよい。）及び
（ｂ）　１，４－フェニレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ＝又は隣接していない
２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置き換えられてもよい。）
からなる群より選ばれる基を表し、上記の基（ａ）及び基（ｂ）上の水素原子はそれぞれ
独立してシアノ基、フッ素原子又は塩素原子で置換されていても良く、
　ＺＭ１及びＺＭ２はそれぞれ独立して単結合、－ＣＨ２ＣＨ２－、－（ＣＨ２）４－、
－ＯＣＨ２－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＯＣＦ２－、－ＣＦ２Ｏ－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－又
は－Ｃ≡Ｃ－を表し、
　ｎＭ１が２、３又は４であってＡＭ２が複数存在する場合は、それらは同一であっても
異なっていても良く、ｎＭ１が２、３又は４であってＺＭ１が複数存在する場合は、それ
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　ＸＭ１及びＸＭ３はそれぞれ独立して水素原子、塩素原子又はフッ素原子を表し、
　ＸＭ２は、フッ素原子、塩素原子、シアノ基、トリフルオロメチル基、フルオロメトキ
シ基、ジフルオロメトキシ基、トリフルオロメトキシ基又は２，２，２－トリフルオロエ
チル基を表す。）
　一般式（Ｍ）中、ＲＭ１は、炭素原子数１～８のアルキル基、炭素原子数１～８のアル
コキシ基、炭素原子数２～８のアルケニル基又は炭素原子数２～８のアルケニルオキシ基
が好ましく、炭素原子数１～５のアルキル基、炭素原子数１～５のアルコキシ基、炭素原
子数２～５のアルケニル基又は炭素原子数２～５のアルケニルオキシ基が好ましく、炭素
原子数１～５のアルキル基又は炭素原子数２～５のアルケニル基が更に好ましく、炭素原
子数２～５のアルキル基又は炭素原子数２～３のアルケニル基が更に好ましく、炭素原子
数３のアルケニル基（プロペニル基）が特に好ましい。
【０２４４】
　信頼性を重視する場合にはＲＭ１はアルキル基であることが好ましく、粘性の低下を重
視する場合にはアルケニル基であることが好ましい。
【０２４５】
　また、それが結合する環構造がフェニル基（芳香族）である場合には、直鎖状の炭素原
子数１～５のアルキル基、直鎖状の炭素原子数１～４のアルコキシ基及び炭素原子数４～
５のアルケニル基が好ましく、それが結合する環構造がシクロヘキサン、ピラン及びジオ
キサンなどの飽和した環構造の場合には、直鎖状の炭素原子数１～５のアルキル基、直鎖
状の炭素原子数１～４のアルコキシ基及び直鎖状の炭素原子数２～５のアルケニル基が好
ましい。ネマチック相を安定化させるためには炭素原子及び存在する場合酸素原子の合計
が５以下であることが好ましく、直鎖状であることが好ましい。
【０２４６】
　アルケニル基としては、式（Ｒ１）から式（Ｒ５）のいずれかで表される基から選ばれ
ることが好ましい。（各式中の黒点はアルケニル基が結合している環構造中の炭素原子を
表す。）
【０２４７】

【化５０】

【０２４８】
　ＡＭ１及びＡＭ２はそれぞれ独立してΔｎを大きくすることが求められる場合には芳香
族であることが好ましく、応答速度を改善するためには脂肪族であることが好ましく、ト
ランス－１，４－シクロへキシレン基、１，４－フェニレン基、２－フルオロ－１，４－
フェニレン基、３－フルオロ－１，４－フェニレン基、３，５－ジフルオロ－１，４－フ
ェニレン基、２，３－ジフルオロ－１，４－フェニレン基、１，４－シクロヘキセニレン
基、１，４－ビシクロ［２．２．２］オクチレン基、ピペリジン－１，４－ジイル基、ナ
フタレン－２，６－ジイル基、デカヒドロナフタレン－２，６－ジイル基又は１，２，３
，４－テトラヒドロナフタレン－２，６－ジイル基を表すことが好ましく、下記の構造を
表すことがより好ましく、
【０２４９】
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【化５１】

【０２５０】
下記の構造を表すことがより好ましい。
【０２５１】
【化５２】

【０２５２】
　ＺＭ１及びＺＭ２はそれぞれ独立して－ＣＨ２Ｏ－、－ＣＦ２Ｏ－、－ＣＨ２ＣＨ２－
、－ＣＦ２ＣＦ２－又は単結合を表すことが好ましく、－ＣＦ２Ｏ－、－ＣＨ２ＣＨ２－
又は単結合が更に好ましく、－ＣＦ２Ｏ－又は単結合が特に好ましい。
【０２５３】
　ｎＭ１は、０、１、２又は３が好ましく、０、１又は２が好ましく、Δεの改善に重点
を置く場合には０又は１が好ましく、Ｔｎｉを重視する場合には1又は２が好ましい。
【０２５４】
　組み合わせることができる化合物の種類に特に制限は無いが、低温での溶解性、転移温
度、電気的な信頼性、複屈折率などの所望の性能に応じて組み合わせて使用する。使用す
る化合物の種類は、例えば本発明の一つの実施形態としては１種類であり、２種類であり
、３種類である。またさらに、本発明の別の実施形態では４種類であり、５種類であり、
６種類であり、７種類以上である。
【０２５５】
　本発明の組成物において、一般式（Ｍ）で表される化合物の含有量は、低温での溶解性
、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率、プロセス適合性、滴下痕、焼き付き、誘電率異
方性などの求められる性能に応じて適宜調整する必要がある。
【０２５６】
　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｍ）で表される化合物の好ましい含有量の下限値
は、１％であり、１０％であり、２０％であり、３０％であり、４０％であり、５０％で
あり、５５％であり、６０％であり、６５％であり、７０％であり、７５％であり、８０
％である。好ましい含有量の上限値は、本発明の組成物の総量に対して、例えば本発明の
一つの形態では９５％であり、８５％であり、７５％であり、６５％であり、５５％であ
り、４５％であり、３５％であり、２５％である。
【０２５７】
　本発明の組成物の粘度を低く保ち、応答速度が速い組成物が必要な場合は上記の下限値
を低めに、上限値を低めにすることが好ましい。さらに、本発明の組成物のＴｎｉを高く
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ることが好ましい。また、駆動電圧を低く保つために誘電率異方性を大きくしたいときは
、上記の下限値を高めに、上限値を高めにすることが好ましい。
【０２５８】
　一般式（Ｍ）で表される化合物は、例えば一般式（Ｍ－１）で表される化合物群から選
ばれる化合物であることが好ましい。
【０２５９】
【化５３】

【０２６０】
（式中、ＲＭ１１は炭素原子数１～５のアルキル基、炭素原子数２～５のアルケニル基又
は炭素原子数１～４のアルコキシ基を表し、ＸＭ１１からＸＭ１５はそれぞれ独立して水
素原子又はフッ素原子を表し、ＹＭ１１はフッ素原子又はＯＣＦ３を表す。）
　組み合わせることができる化合物の種類に特に制限は無いが、低温での溶解性、転移温
度、電気的な信頼性、複屈折率などの所望の性能に応じて組み合わせて使用する。使用す
る化合物の種類は、例えば本発明の一つの実施形態としては１種類であり、２種類であり
、３種類以上である。
【０２６１】
　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｍ－１）で表される化合物の好ましい含有量の下
限値は、１％であり、２％であり、５％であり、８％であり、１０％であり、１３％であ
り、１５％であり、１８％であり、２０％であり、２２％であり、２５％であり、３０％
である。好ましい含有量の上限値は、３０％であり、２８％であり、２５％であり、２３
％であり、２０％であり、１８％であり、１５％であり、１３％であり、１０％であり、
８％であり、５％である。
【０２６２】
　本発明の組成物の粘度を低く保ち、応答速度が速い組成物が必要な場合は上記の下限値
を低めに、上限値を低めにすることが好ましい。さらに、本発明の組成物のＴｎｉを高く
保ち、温度安定性の良い組成物が必要な場合は上記の下限値を低めに、上限値を低めにす
ることが好ましい。また、駆動電圧を低く保つために誘電率異方性を大きくしたいときは
、上記の下限値を高めに、上限値を高めにすることが好ましい。
【０２６３】
　さらに、一般式（Ｍ－１）で表される化合物は、具体的には式（Ｍ－１．１）から式（
Ｍ－１．４）で表される化合物であることが好ましく、式（Ｍ－１．１）又は式（Ｍ－１
．２）で表される化合物が好ましく、式（Ｍ－１．２）で表される化合物がさらに好まし
い。また、式（Ｍ－１．１）又は式（Ｍ－１．２）で表される化合物を同時に使用するこ
とも好ましい。
【０２６４】



(47) JP 6369655 B2 2018.8.8

10

20

30

40

50

【化５４】

【０２６５】
　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｍ－１．１）で表される化合物の好ましい含有量
の下限値は、１％であり、２％であり、５％であり、６％である。好ましい含有量の上限
値は、１５％であり、１３％であり、１０％であり、８％であり、５％である。
【０２６６】
　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｍ－１．２）で表される化合物の好ましい含有量
の下限値は、１％であり、２％であり、５％であり、６％である。好ましい含有量の上限
値は、３０％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、１８％であり、１５
％であり、１３％であり、１０％であり、８％である。
【０２６７】
　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｍ－１．１）及び式（Ｍ－１．２）で表される化
合物の合計の好ましい含有量の下限値は、１％であり、２％であり、５％であり、６％で
ある。好ましい含有量の上限値は、３０％であり、２５％であり、２３％であり、２０％
であり、１８％であり、１５％であり、１３％であり、１０％であり、８％である。
【０２６８】
　さらに、一般式（Ｍ）で表される化合物は、例えば一般式（Ｍ－２）で表される化合物
群から選ばれる化合物であることが好ましい。
【０２６９】

【化５５】

【０２７０】
（式中、ＲＭ２１は炭素原子数１～５のアルキル基、炭素原子数２～５のアルケニル基又
は炭素原子数１～４のアルコキシ基を表し、ＸＭ２１及びＸＭ２２はそれぞれ独立して水
素原子又はフッ素原子を表し、ＹＭ２１はフッ素原子、塩素原子又はＯＣＦ３を表す。）
　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｍ－１）で表される化合物の好ましい含有量の下
限値は、１％であり、２％であり、５％であり、８％であり、１０％であり、１３％であ
り、１５％であり、１８％であり、２０％であり、２２％であり、２５％であり、３０％
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である。好ましい含有量の上限値は、３０％であり、２８％であり、２５％であり、２３
％であり、２０％であり、１８％であり、１５％であり、１３％であり、１０％であり、
８％であり、５％である。
【０２７１】
　本発明の組成物の粘度を低く保ち、応答速度が速い組成物が必要な場合は上記の下限値
を低めに、上限値を低めにすることが好ましい。さらに、本発明の組成物のＴｎｉを高く
保ち、焼きつきの発生しにくい組成物が必要な場合は上記の下限値を低めに、上限値を低
めにすることが好ましい。また、駆動電圧を低く保つために誘電率異方性を大きくしたい
ときは、上記の下限値を高めに、上限値を高めにすることが好ましい。
【０２７２】
　さらに、一般式（Ｍ－２）で表される化合物は、式（Ｍ－２．１）から式（Ｍ－２．５
）で表される化合物であることが好ましく、式（Ｍ－２．３）又は／及び式（Ｍ－２．５
）で表される化合物であることが好ましい。
【０２７３】

【化５６】

【０２７４】
　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｍ－２．２）で表される化合物の好ましい含有量
の下限値は、１％であり、２％であり、５％であり、６％である。好ましい含有量の上限
値は、１５％であり、１３％であり、１０％であり、８％であり、５％である。
【０２７５】
　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｍ－２．３）で表される化合物の好ましい含有量
の下限値は、１％であり、２％であり、５％であり、６％である。好ましい含有量の上限
値は、３０％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、１８％であり、１５
％であり、１３％であり、１０％であり、８％である。
【０２７６】
　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｍ－２．５）で表される化合物の好ましい含有量
の下限値は、１％であり、２％であり、５％であり、６％である。好ましい含有量の上限
値は、３０％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、１８％であり、１５
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【０２７７】
　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｍ－２．２）、（Ｍ－２．３）及び式（Ｍ－２．
５）で表される化合物の合計の好ましい含有量の下限値は、１％であり、２％であり、５
％であり、６％である。好ましい含有量の上限値は、３０％であり、２５％であり、２３
％であり、２０％であり、１８％であり、１５％であり、１３％であり、１０％であり、
８％である。
【０２７８】
　含有量は、本発明の組成物の総量に対して１％以上であることが好ましく、５％以上が
より好ましく、８％以上がさらに好ましく、１０％以上がさらに好ましく、１４％以上が
さらに好ましく、１６％以上が特に好ましい。また、低温での溶解性、転移温度、電気的
な信頼性などを考慮して、最大比率を３０％以下にとどめることが好ましく、２５％以下
がさらに好ましく、２２％以下がより好ましく、２０％未満が特に好ましい。
【０２７９】
　本発明の組成物に使用される一般式（Ｍ）で表される化合物は、一般式（Ｍ－３）で表
される化合物であることが好ましい。
【０２８０】
【化５７】

【０２８１】
（式中、ＲＭ３１は炭素原子数１～５のアルキル基、炭素原子数２～５のアルケニル基又
は炭素原子数１～４のアルコキシ基を表し、ＸＭ３１からＸＭ３６はそれぞれ独立して水
素原子又はフッ素原子を表し、ＹＭ３１はフッ素原子、塩素原子又はＯＣＦ３を表す。）
　組み合わせることのできる化合物に特に制限は無いが、低温での溶解性、転移温度、電
気的な信頼性、複屈折率などを考慮して１種から２種類以上組み合わせることが好ましい
。
【０２８２】
　一般式（Ｍ－３）で表される化合物の含有量は、低温での溶解性、転移温度、電気的な
信頼性、複屈折率などの特性を考慮して実施形態ごとに上限値と下限値がある。
【０２８３】
　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｍ－３）で表される化合物の好ましい含有量の下
限値は、１％であり、２％であり、４％であり、５％であり、８％であり、１０％であり
、１３％であり、１５％であり、１８％であり、２０％である。好ましい含有量の上限値
は、２０％であり、１８％であり、１５％であり、１３％であり、１０％であり、８％で
あり、５％である。
【０２８４】
　さらに、本発明の組成物に使用される一般式（Ｍ－３）で表される化合物は、具体的に
は式（Ｍ－３．１）から式（Ｍ－３．４）で表される化合物であることが好ましく、中で
も式（Ｍ－３．１）及び／又は式（Ｍ－３．２）で表される化合物を含有することが好ま
しい。
【０２８５】
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【化５８】

【０２８６】
　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｍ－３．１）で表される化合物の好ましい含有量
の下限値は、１％であり、２％であり、４％であり、５％であり、８％であり、１０％で
あり、１３％であり、１５％であり、１８％であり、２０％である。好ましい含有量の上
限値は、２０％であり、１８％であり、１５％であり、１３％であり、１０％であり、８
％であり、５％である。
【０２８７】
　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｍ－３．２）で表される化合物の好ましい含有量
の下限値は、１％であり、２％であり、４％であり、５％であり、８％であり、１０％で
あり、１３％であり、１５％であり、１８％であり、２０％である。好ましい含有量の上
限値は、２０％であり、１８％であり、１５％であり、１３％であり、１０％であり、８
％であり、５％である。
【０２８８】
　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｍ－３．１）及び式（Ｍ－３．２）で表される化
合物の合計の好ましい含有量の下限値は、１％であり、２％であり、４％であり、５％で
あり、８％であり、１０％であり、１３％であり、１５％であり、１８％であり、２０％
である。好ましい含有量の上限値は、２０％であり、１８％であり、１５％であり、１３
％であり、１０％であり、８％であり、５％である。
【０２８９】
　さらに、一般式（Ｍ）で表される化合物は、一般式（Ｍ－４）で表される群より選ばれ
る化合物であることが好ましい。
【０２９０】
【化５９】

【０２９１】
（式中、ＲＭ４１は炭素原子数１～５のアルキル基、炭素原子数２～５のアルケニル基又
は炭素原子数１～４のアルコキシ基を表し、ＸＭ４１からＸＭ４８はそれぞれ独立してフ
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ッ素原子又は水素原子を表し、ＹＭ４１はフッ素原子、塩素原子又はＯＣＦ３を表す。）
　組み合わせることのできる化合物に特に制限は無いが、低温での溶解性、転移温度、電
気的な信頼性、複屈折率などを考慮して１種、２種又は３種類以上組み合わせることが好
ましい。
【０２９２】
　一般式（Ｍ－４）で表される化合物の含有量は、低温での溶解性、転移温度、電気的な
信頼性、複屈折率などの特性を考慮して実施形態ごとに上限値と下限値がある。
【０２９３】
　本発明の組成物の総量に対しての一般式（Ｍ－４）で表される化合物の好ましい含有量
の下限値は、１％であり、２％であり、４％であり、５％であり、８％であり、１０％で
あり、１３％であり、１５％であり、１８％であり、２０％である。好ましい含有量の上
限値は、３０％であり、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、１
８％であり、１５％であり、１３％であり、１０％であり、８％であり、５％である。
【０２９４】
　本発明の組成物が、セルギャップの小さい液晶表示素子用に用いられる場合は、一般式
（Ｍ－４）で表される化合物の含有量を多めにすることが適している。駆動電圧の小さい
液晶表示素子用に用いられる場合は、一般式（Ｍ－４）で表される化合物の含有量を多め
にすることが適している。また、低温の環境で用いられる液晶表示素子用に用いられる場
合は一般式（Ｍ－４）で表される化合物の含有量を少なめにすることが適している。応答
速度の速い液晶表示素子に用いられる組成物である場合は、一般式（Ｍ－４）で表される
化合物の含有量を少なめにすることが適している。
【０２９５】
　さらに、本発明の組成物に使用される一般式（Ｍ－４）で表される化合物は、具体的に
は式（Ｍ－４．１）から式（Ｍ－４．４）で表される化合物であることが好ましく、中で
も式（Ｍ－４．２）から式（Ｍ－４．４）で表される化合物を含有することが好ましく、
式（Ｍ－４．２）で表される化合物を含有することがより好ましい。
【０２９６】
【化６０】

【０２９７】
　さらに、一般式（Ｍ）で表される化合物は、一般式（Ｍ－５）で表される化合物である
ことが好ましい。
【０２９８】
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【化６１】

【０２９９】
（式中、ＲＭ５１は炭素原子数１～５のアルキル基、炭素原子数２～５のアルケニル基又
は炭素原子数１～４のアルコキシ基を表し、ＸＭ５１及びＸＭ５２はそれぞれ独立して水
素原子又はフッ素原子を表し、ＹＭ５１はフッ素原子、塩素原子又はＯＣＦ３を表す。）
　組み合わせることのできる化合物の種類に制限は無いが、低温での溶解性、転移温度、
電気的な信頼性、複屈折率などを考慮して、実施形態ごとに適宜組み合わせて使用する。
例えば、本発明の一つの実施形態では１種類、別の実施形態では２種類、さらに別の実施
形態では３種類、またさらに別の実施形態では４種類、またさらに別の実施形態では５種
類、またさらに別の実施形態では６種類以上組み合わせる。
【０３００】
　本発明の組成物の総量に対しての一般式（Ｍ－５）で表される化合物の好ましい含有量
の下限値は、１％であり、２％であり、５％であり、８％であり、１０％であり、１３％
であり、１５％であり、１８％であり、２０％であり、２２％であり、２５％であり、３
０％である。好ましい含有量の上限値は、５０％であり、４５％であり、４０％であり、
３５％であり、３３％であり、３０％であり、２８％であり、２５％であり、２３％であ
り、２０％であり、１８％であり、１５％であり、１３％であり、１０％であり、８％で
あり、５％である。
【０３０１】
　本発明の組成物の粘度を低く保ち、応答速度が速い組成物が必要な場合は上記の下限値
を低めに、上限値を低めにすることが好ましい。さらに、本発明の組成物のＴｎｉを高く
保ち、焼きつきの発生しにくい組成物が必要な場合は上記の下限値を低めに、上限値を低
めにすることが好ましい。また、駆動電圧を低く保つために誘電率異方性を大きくしたい
ときは、上記の下限値を高めに、上限値を高めにすることが好ましい。
【０３０２】
　さらに、一般式（Ｍ－５）で表される化合物は、式（Ｍ－５．１）から式（Ｍ－５．４
）で表される化合物であることが好ましく、式（Ｍ－５．１）から式（Ｍ－５．４）で表
される化合物であることが好ましい。
【０３０３】

【化６２】

【０３０４】
　本発明の組成物の総量に対してのこれら化合物の好ましい含有量の下限値は、１％であ
り、２％であり、５％であり、８％であり、１０％であり、１３％であり、１５％である
。好ましい含有量の上限値は、３０％であり、２８％であり、２５％であり、２３％であ
り、２０％であり、１８％であり、１５％であり、１３％であり、１０％であり、８％で
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【０３０５】
　さらに、一般式（Ｍ－５）で表される化合物は、式（Ｍ－５．１１）から式（Ｍ－５．
１７）で表される化合物であることが好ましく、式（Ｍ－５．１１）、式（Ｍ－５．１３
）及び式（Ｍ－５．１７）で表される化合物であることが好ましい。
【０３０６】
【化６３】

【０３０７】
　本発明の組成物の総量に対してのこれら化合物の好ましい含有量の下限値は、１％であ
り、２％であり、５％であり、８％であり、１０％であり、１３％であり、１５％である
。好ましい含有量の上限値は、３０％であり、２８％であり、２５％であり、２３％であ
り、２０％であり、１８％であり、１５％であり、１３％であり、１０％であり、８％で
あり、５％である。
【０３０８】
　さらに、一般式（Ｍ－５）で表される化合物は、式（Ｍ－５．２１）から式（Ｍ－５．
２８）で表される化合物であることが好ましく、式（Ｍ－５．２１）、式（Ｍ－５．２２
）、式（Ｍ－５．２３）及び式（Ｍ－５．２５）で表される化合物であることが好ましい
。
【０３０９】
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【０３１０】
　本発明の組成物の総量に対してのこれら化合物の好ましい含有量の下限値は、１％であ
り、２％であり、５％であり、８％であり、１０％であり、１３％であり、１５％であり
、１８％であり、２０％であり、２２％であり、２５％であり、３０％である。好ましい
含有量の上限値は、４０％であり、３５％であり、３３％であり、３０％であり、２８％
であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、１８％であり、１５％であり、１
３％であり、１０％であり、８％であり、５％である。
【０３１１】
　さらに、一般式（Ｍ）で表される化合物は、一般式（Ｍ－６）で表される化合物である
ことが好ましい。
【０３１２】
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【化６５】

【０３１３】
（式中、ＲＭ６１は炭素原子数１～５のアルキル基、炭素原子数２～５のアルケニル基又
は炭素原子数１～４のアルコキシ基を表し、ＸＭ６１からＸＭ６４はそれぞれ独立してフ
ッ素原子又は水素原子を表し、ＹＭ６１はフッ素原子、塩素原子又はＯＣＦ３を表す。）
　組み合わせることのできる化合物の種類に制限は無いが、低温での溶解性、転移温度、
電気的な信頼性、複屈折率などを考慮して実施形態ごとに適宜組み合わせる。
【０３１４】
　本発明の組成物の総量に対しての一般式（Ｍ－６）で表される化合物の好ましい含有量
の下限値は、１％であり、２％であり、４％であり、５％であり、８％であり、１０％で
あり、１３％であり、１５％であり、１８％であり、２０％である。好ましい含有量の上
限値は、３０％であり、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、１
８％であり、１５％であり、１３％であり、１０％であり、８％であり、５％である。
【０３１５】
　本発明の組成物が、駆動電圧の小さい液晶表示素子用に用いられる場合は、一般式（Ｍ
－６）で表される化合物の含有量を多めにすることが適している。また応答速度の速い液
晶表示素子に用いられる組成物である場合は、一般式（Ｍ－６）で表される化合物の含有
量を少なめにすることが適している。
【０３１６】
　さらに、一般式（Ｍ－６）で表される化合物は具体的には式（Ｍ－６．１）から式（Ｍ
－６．４）で表される化合物であることが好ましく、中でも式（Ｍ－６．２）及び式（Ｍ
－６．４）で表される化合物を含有することが好ましい。
【０３１７】

【化６６】

【０３１８】
　本発明の組成物の総量に対してのこれら化合物の好ましい含有量の下限値は、１％であ
り、２％であり、４％であり、５％であり、８％であり、１０％であり、１３％であり、
１５％であり、１８％であり、２０％である。好ましい含有量の上限値は、３０％であり
、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、１８％であり、１５％で
あり、１３％であり、１０％であり、８％であり、５％である。
【０３１９】
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　さらに、一般式（Ｍ－６）で表される化合物は具体的には式（Ｍ－６．１１）から式（
Ｍ－６．１４）で表される化合物であることが好ましく、中でも式（Ｍ－６．１２）及び
式（Ｍ－６．１４）で表される化合物を含有することが好ましい。
【０３２０】
【化６７】

【０３２１】
　本発明の組成物の総量に対してのこれら化合物の好ましい含有量の下限値は、１％であ
り、２％であり、４％であり、５％であり、８％であり、１０％であり、１３％であり、
１５％であり、１８％であり、２０％である。好ましい含有量の上限値は、３０％であり
、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、１８％であり、１５％で
あり、１３％であり、１０％であり、８％であり、５％である。
【０３２２】
　さらに、一般式（Ｍ－６）で表される化合物は具体的には式（Ｍ－６．２１）から式（
Ｍ－６．２４）で表される化合物であることが好ましく、中でも式（Ｍ－６．２１）、式
（Ｍ－６．２２）及び式（Ｍ－６．２４）で表される化合物を含有することが好ましい。
【０３２３】
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【化６８】

【０３２４】
　本発明の組成物の総量に対してのこれら化合物の好ましい含有量の下限値は、１％であ
り、２％であり、４％であり、５％であり、８％であり、１０％であり、１３％であり、
１５％であり、１８％であり、２０％である。好ましい含有量の上限値は、３０％であり
、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、１８％であり、１５％で
あり、１３％であり、１０％であり、８％であり、５％である。
【０３２５】
　さらに、一般式（Ｍ－６）で表される化合物は具体的には式（Ｍ－６．３１）から式（
Ｍ－６．３４）で表される化合物が好ましい。中でも式（Ｍ－６．３１）及び式（Ｍ－６
．３２）で表される化合物を含有することが好ましい。
【０３２６】

【化６９】

【０３２７】
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　本発明の組成物の総量に対してのこれら化合物の好ましい含有量の下限値は、１％であ
り、２％であり、４％であり、５％であり、８％であり、１０％であり、１３％であり、
１５％であり、１８％であり、２０％である。好ましい含有量の上限値は、３０％であり
、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、１８％であり、１５％で
あり、１３％であり、１０％であり、８％であり、５％である。
【０３２８】
　さらに、一般式（Ｍ－６）で表される化合物は具体的には式（Ｍ－６．４１）から式（
Ｍ－６．４４）で表される化合物であることが好ましく、中でも式（Ｍ－６．４２）で表
される化合物を含有することが好ましい。
【０３２９】
【化７０】

【０３３０】
　本発明の組成物の総量に対してのこれら化合物の好ましい含有量の下限値は、１％であ
り、２％であり、４％であり、５％であり、８％であり、１０％であり、１３％であり、
１５％であり、１８％であり、２０％である。好ましい含有量の上限値は、３０％であり
、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、１８％であり、１５％で
あり、１３％であり、１０％であり、８％であり、５％である。
【０３３１】
　更に、一般式（Ｍ）で表される化合物は、一般式（Ｍ－７）で表される化合物群から選
ばれる化合物であることが好ましい。
【０３３２】
【化７１】

【０３３３】
（式中、ＸＭ７１からＸＭ７６はそれぞれ独立してフッ素原子又は水素原子を表し、ＲＭ

７１は炭素原子数１～５のアルキル基、炭素原子数２～５のアルケニル基又は炭素原子数
１～４のアルコキシ基を表し、ＹＭ７１はフッ素原子又はＯＣＦ３を表す。）
　組み合わせることができる化合物の種類に特に制限は無いが、これらの化合物の中から
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１種～２種類含有することが好ましく、１種～３種類含有することがより好ましく、１種
～４種類含有することが更に好ましい。
【０３３４】
　一般式（Ｍ－７）で表される化合物の含有量は、低温での溶解性、転移温度、電気的な
信頼性、複屈折率などの特性を考慮して実施形態ごとに上限値と下限値がある。
【０３３５】
　本発明の組成物の総量に対しての一般式（Ｍ－７）で表される化合物の好ましい含有量
の下限値は、１％であり、２％であり、４％であり、５％であり、８％であり、１０％で
あり、１３％であり、１５％であり、１８％であり、２０％である。好ましい含有量の上
限値は、３０％であり、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、１
８％であり、１５％であり、１３％であり、１０％であり、８％であり、５％である。
【０３３６】
　本発明の組成物が、セルギャップの小さい液晶表示素子用に用いられる場合は、一般式
（Ｍ－７）で表される化合物の含有量を多めにすることが適している。駆動電圧の小さい
液晶表示素子用に用いられる場合は、一般式（Ｍ－７）で表される化合物の含有量を多め
にすることが適している。また、低温の環境で用いられる液晶表示素子用に用いられる場
合は一般式（Ｍ－７）で表される化合物の含有量を少なめにすることが適している。応答
速度の速い液晶表示素子に用いられる組成物である場合は、一般式（Ｍ－７）で表される
化合物の含有量を少なめにすることが適している。
【０３３７】
　さらに、一般式（Ｍ－７）で表される化合物は、式（Ｍ－７．１）から式（Ｍ－７．４
）で表される化合物であることが好ましく、式（Ｍ－７．２）で表される化合物であるこ
とが好ましい。
【０３３８】
【化７２】

【０３３９】
　本発明の組成物の総量に対してのこれら化合物の好ましい含有量の下限値は、１％であ
り、２％であり、４％であり、５％であり、８％であり、１０％であり、１３％であり、
１５％であり、１８％であり、２０％である。好ましい含有量の上限値は、３０％であり
、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、１８％であり、１５％で
あり、１３％であり、１０％であり、８％であり、５％である。
【０３４０】
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　さらに、一般式（Ｍ－７）で表される化合物は、式（Ｍ－７．１１）から式（Ｍ－７．
１４）で表される化合物であることが好ましく、式（Ｍ－７．１１）及び式（Ｍ－７．１
２）で表される化合物であることが好ましい。
【０３４１】
【化７３】

【０３４２】
　本発明の組成物の総量に対してのこれら化合物の好ましい含有量の下限値は、１％であ
り、２％であり、４％であり、５％であり、８％であり、１０％であり、１３％であり、
１５％であり、１８％であり、２０％である。好ましい含有量の上限値は、３０％であり
、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、１８％であり、１５％で
あり、１３％であり、１０％であり、８％であり、５％である。
【０３４３】
　さらに、一般式（Ｍ－７）で表される化合物は、式（Ｍ－７．２１）から式（Ｍ－７．
２４）で表される化合物であることが好ましく、式（Ｍ－７．２１）及び式（Ｍ－７．２
２）で表される化合物であることが好ましい。
【０３４４】
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【化７４】

【０３４５】
　本発明の組成物の総量に対してのこれら化合物の好ましい含有量の下限値は、１％であ
り、２％であり、４％であり、５％であり、８％であり、１０％であり、１３％であり、
１５％であり、１８％であり、２０％である。好ましい含有量の上限値は、３０％であり
、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、１８％であり、１５％で
あり、１３％であり、１０％であり、８％であり、５％である。
【０３４６】
　さらに、一般式（Ｍ）で表される化合物は、一般式（Ｍ－８）で表される化合物である
ことが好ましい。
【０３４７】

【化７５】

【０３４８】
（式中、ＸＭ８１からＸＭ８４はそれぞれ独立してフッ素原子又は水素原子を表し、ＹＭ

８１はフッ素原子、塩素原子又は－ＯＣＦ３を表し、ＲＭ８１は炭素原子数１～５のアル
キル基、炭素原子数２～５のアルケニル基又は炭素原子数１～４のアルコキシ基を表し、
ＡＭ８１及びＡＭ８２はそれぞれ独立して、１，４－シクロヘキシレン基、１,４-フェニ
レン基又は
【０３４９】
【化７６】

【０３５０】
を表すが、１,４-フェニレン基上の水素原子はフッ素原子によって置換されていてもよい
。）
　本発明の組成物の総量に対しての一般式（Ｍ－８）で表される化合物の好ましい含有量
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あり、１３％であり、１５％であり、１８％であり、２０％である。好ましい含有量の上
限値は、３０％であり、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、１
８％であり、１５％であり、１３％であり、１０％であり、８％であり、５％である。
【０３５１】
　本発明の組成物の粘度を低く保ち、応答速度が速い組成物が必要な場合は上記の下限値
を低めに、上限値を低めにすることが好ましい。さらに、焼き付きの発生しにくい組成物
が必要な場合は上記の下限値を低めに、上限値を低めにすることが好ましい。また、駆動
電圧を低く保つために誘電率異方性を大きくしたいときは、上記の下限値を高めに、上限
値を高めにすることが好ましい。
【０３５２】
　さらに、本発明の組成物に使用される一般式（Ｍ－８）で表される化合物は、具体的に
は式（Ｍ－８．１）から式（Ｍ－８．４）で表される化合物であることが好ましく、中で
も式（Ｍ－８．１）及び式（Ｍ－８．２）で表される化合物を含有することが好ましい。
【０３５３】
【化７７】

【０３５４】
　本発明の組成物の総量に対してのこれら化合物の好ましい含有量の下限値は、１％であ
り、２％であり、４％であり、５％であり、８％であり、１０％であり、１３％であり、
１５％であり、１８％であり、２０％である。好ましい含有量の上限値は、３０％であり
、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、１８％であり、１５％で
あり、１３％であり、１０％であり、８％であり、５％である。
【０３５５】
　さらに、本発明の組成物に使用される一般式（Ｍ－８）で表される化合物は、具体的に
は式（Ｍ－８．１１）から式（Ｍ－８．１４）で表される化合物であることが好ましく、
中でも式（Ｍ－８．１２）で表される化合物を含有することが好ましい。
【０３５６】
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【化７８】

【０３５７】
　本発明の組成物の総量に対してのこれら化合物の好ましい含有量の下限値は、１％であ
り、２％であり、４％であり、５％であり、８％であり、１０％であり、１３％であり、
１５％であり、１８％であり、２０％である。好ましい含有量の上限値は、３０％であり
、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、１８％であり、１５％で
あり、１３％であり、１０％であり、８％であり、５％である。
【０３５８】
　さらに、本発明の組成物に使用される一般式（Ｍ－８）で表される化合物は、具体的に
は式（Ｍ－８．２１）から式（Ｍ－８．２４）で表される化合物であることが好ましく、
中でも式（Ｍ－８．２２）で表される化合物を含有することが好ましい。
【０３５９】

【化７９】

【０３６０】
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　本発明の組成物の総量に対してのこれら化合物の好ましい含有量の下限値は、１％であ
り、２％であり、４％であり、５％であり、８％であり、１０％であり、１３％であり、
１５％であり、１８％であり、２０％である。好ましい含有量の上限値は、３０％であり
、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、１８％であり、１５％で
あり、１３％であり、１０％であり、８％であり、５％である。
【０３６１】
　さらに、本発明の組成物に使用される一般式（Ｍ－８）で表される化合物は、具体的に
は式（Ｍ－８．３１）から式（Ｍ－８．３４）で表される化合物であることが好ましく、
中でも式（Ｍ－８．３２）で表される化合物を含有することが好ましい。
【０３６２】
【化８０】

【０３６３】
　本発明の組成物の総量に対してのこれら化合物の好ましい含有量の下限値は、１％であ
り、２％であり、４％であり、５％であり、８％であり、１０％であり、１３％であり、
１５％であり、１８％であり、２０％である。好ましい含有量の上限値は、３０％であり
、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、１８％であり、１５％で
あり、１３％であり、１０％であり、８％であり、５％である。
【０３６４】
　さらに、本発明の組成物に使用される一般式（Ｍ－８）で表される化合物は、具体的に
は式（Ｍ－８．４１）から式（Ｍ－８．４４）で表される化合物であることが好ましく、
中でも式（Ｍ－８．４２）で表される化合物を含有することが好ましい。
【０３６５】
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【化８１】

【０３６６】
　本発明の組成物の総量に対してのこれら化合物の好ましい含有量の下限値は、１％であ
り、２％であり、４％であり、５％であり、８％であり、１０％であり、１３％であり、
１５％であり、１８％であり、２０％である。好ましい含有量の上限値は、３０％であり
、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、１８％であり、１５％で
あり、１３％であり、１０％であり、８％であり、５％である。
【０３６７】
　さらに、本発明の組成物に使用される一般式（Ｍ－８）で表される化合物は、具体的に
は式（Ｍ－８．５１）から式（Ｍ－８．５４）で表される化合物であることが好ましく、
中でも式（Ｍ－８．５２）で表される化合物を含有することが好ましい。
【０３６８】

【化８２】

【０３６９】
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　本発明の組成物の総量に対してのこれら化合物の好ましい含有量の下限値は、１％であ
り、２％であり、４％であり、５％であり、８％であり、１０％であり、１３％であり、
１５％であり、１８％であり、２０％である。好ましい含有量の上限値は、３０％であり
、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、１８％であり、１５％で
あり、１３％であり、１０％であり、８％であり、５％である。
【０３７０】
　さらに、一般式（Ｍ）で表される化合物は、その構造中に下記の部分構造を有していて
もよい。
【０３７１】
【化８３】

【０３７２】
（式中の黒点は上記部分構造が結合している環構造中の炭素原子を表す。）
　上記部分構造を有する化合物として、一般式（Ｍ－１０）～（Ｍ－１８）で表される化
合物であることが好ましい。
【０３７３】
　一般式（Ｍ－１０）で表される化合物は下記のものである。
【０３７４】
【化８４】

【０３７５】
（式中、ＸＭ１０１及びＸＭ１０２はそれぞれ独立してフッ素原子又は水素原子を表し、
ＹＭ１０１はフッ素原子、塩素原子又は－ＯＣＦ３を表し、ＲＭ１０１は炭素原子数１～
５のアルキル基、炭素原子数２～５のアルケニル基又は炭素原子数１～４のアルコキシ基
を表し、ＷＭ１０１及びＷＭ１０２はそれぞれ独立して、－ＣＨ２－又は－Ｏ－を表す。
）
　本発明の組成物の総量に対しての一般式（Ｍ－１０）で表される化合物の好ましい含有
量の下限値は、１％であり、２％であり、４％であり、５％であり、８％であり、１０％
であり、１３％であり、１５％であり、１８％であり、２０％である。好ましい含有量の
上限値は、３０％であり、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、
１８％であり、１５％であり、１３％であり、１０％であり、８％であり、５％である。
【０３７６】
　本発明の組成物の粘度を低く保ち、応答速度が速い組成物が必要な場合は上記の下限値
を低めに、上限値を低めにすることが好ましい。さらに、焼き付きの発生しにくい組成物
が必要な場合は上記の下限値を低めに、上限値を低めにすることが好ましい。また、駆動
電圧を低く保つために誘電率異方性を大きくしたいときは、上記の下限値を高めに、上限
値を高めにすることが好ましい。
【０３７７】
　さらに、本発明の組成物に使用される一般式（Ｍ－１０）で表される化合物は、具体的
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く、中でも式（Ｍ－１０．５）から式（Ｍ－１０．１２）で表される化合物を含有するこ
とが好ましい。
【０３７８】
【化８５】

【０３７９】
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【化８６】

【０３８０】
　本発明の組成物の総量に対してのこれら化合物の好ましい含有量の下限値は、１％であ
り、２％であり、４％であり、５％であり、８％であり、１０％であり、１３％であり、
１５％であり、１８％であり、２０％である。好ましい含有量の上限値は、３０％であり
、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、１８％であり、１５％で
あり、１３％であり、１０％であり、８％であり、５％である。
【０３８１】
　一般式（Ｍ－１１）で表される化合物は下記のものである。
【０３８２】

【化８７】

【０３８３】
（式中、ＸＭ１１１～ＸＭ１１４はそれぞれ独立してフッ素原子又は水素原子を表し、Ｙ
Ｍ１１１はフッ素原子、塩素原子又は－ＯＣＦ３を表し、ＲＭ１１１は炭素原子数１～５
のアルキル基、炭素原子数２～５のアルケニル基又は炭素原子数１～４のアルコキシ基を
表す。）
　本発明の組成物の総量に対しての一般式（Ｍ－１１）で表される化合物の好ましい含有
量の下限値は、１％であり、２％であり、４％であり、５％であり、８％であり、１０％
であり、１３％であり、１５％であり、１８％であり、２０％である。好ましい含有量の
上限値は、３０％であり、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、
１８％であり、１５％であり、１３％であり、１０％であり、８％であり、５％である。
【０３８４】
　本発明の組成物の粘度を低く保ち、応答速度が速い組成物が必要な場合は上記の下限値
を低めに、上限値を低めにすることが好ましい。さらに、焼き付きの発生しにくい組成物
が必要な場合は上記の下限値を低めに、上限値を低めにすることが好ましい。また、駆動
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電圧を低く保つために誘電率異方性を大きくしたいときは、上記の下限値を高めに、上限
値を高めにすることが好ましい。
【０３８５】
　さらに、本発明の組成物に使用される一般式（Ｍ－１１）で表される化合物は、具体的
には式（Ｍ－１１．１）から式（Ｍ－１１．８）で表される化合物であることが好ましく
、中でも式（Ｍ－１１．１）から式（Ｍ－１１．４）で表される化合物を含有することが
好ましい。
【０３８６】
【化８８】

【０３８７】
　本発明の組成物の総量に対してのこれら化合物の好ましい含有量の下限値は、１％であ
り、２％であり、４％であり、５％であり、８％であり、１０％であり、１３％であり、
１５％であり、１８％であり、２０％である。好ましい含有量の上限値は、３０％であり
、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、１８％であり、１５％で
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【０３８８】
　一般式（Ｍ－１２）で表される化合物は下記のものである。
【０３８９】
【化８９】

【０３９０】
（式中、ＸＭ１２１及びＸＭ１２２はそれぞれ独立してフッ素原子又は水素原子を表し、
ＹＭ１２１はフッ素原子、塩素原子又は－ＯＣＦ３を表し、ＲＭ１２１は炭素原子数１～
５のアルキル基、炭素原子数２～５のアルケニル基又は炭素原子数１～４のアルコキシ基
を表し、ＷＭ１２１及びＷＭ１２２はそれぞれ独立して、－ＣＨ２－又は－Ｏ－を表す。
）
　本発明の組成物の総量に対しての一般式（Ｍ－１２）で表される化合物の好ましい含有
量の下限値は、１％であり、２％であり、４％であり、５％であり、８％であり、１０％
であり、１３％であり、１５％であり、１８％であり、２０％である。好ましい含有量の
上限値は、３０％であり、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、
１８％であり、１５％であり、１３％であり、１０％であり、８％であり、５％である。
【０３９１】
　本発明の組成物の粘度を低く保ち、応答速度が速い組成物が必要な場合は上記の下限値
を低めに、上限値を低めにすることが好ましい。さらに、焼き付きの発生しにくい組成物
が必要な場合は上記の下限値を低めに、上限値を低めにすることが好ましい。また、駆動
電圧を低く保つために誘電率異方性を大きくしたいときは、上記の下限値を高めに、上限
値を高めにすることが好ましい。
【０３９２】
　さらに、本発明の組成物に使用される一般式（Ｍ－１２）で表される化合物は、具体的
には式（Ｍ－１２．１）から式（Ｍ－１２．１２）で表される化合物であることが好まし
く、中でも式（Ｍ－１２．５）から式（Ｍ－１２．８）で表される化合物を含有すること
が好ましい。
【０３９３】
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【０３９４】
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【化９１】

【０３９５】
　本発明の組成物の総量に対してのこれら化合物の好ましい含有量の下限値は、１％であ
り、２％であり、４％であり、５％であり、８％であり、１０％であり、１３％であり、
１５％であり、１８％であり、２０％である。好ましい含有量の上限値は、３０％であり
、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、１８％であり、１５％で
あり、１３％であり、１０％であり、８％であり、５％である。
【０３９６】
　一般式（Ｍ－１３）で表される化合物は下記のものである。
【０３９７】

【化９２】

【０３９８】
（式中、ＸＭ１３１～ＸＭ１３４はそれぞれ独立してフッ素原子又は水素原子を表し、Ｙ
Ｍ１３１はフッ素原子、塩素原子又は－ＯＣＦ３を表し、ＲＭ１３１は炭素原子数１～５
のアルキル基、炭素原子数２～５のアルケニル基又は炭素原子数１～４のアルコキシ基を
表し、ＷＭ１３１及びＷＭ１３２はそれぞれ独立して、－ＣＨ２－又は－Ｏ－を表す。）
　本発明の組成物の総量に対しての一般式（Ｍ－１３）で表される化合物の好ましい含有
量の下限値は、１％であり、２％であり、４％であり、５％であり、８％であり、１０％
であり、１３％であり、１５％であり、１８％であり、２０％である。好ましい含有量の
上限値は、３０％であり、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、
１８％であり、１５％であり、１３％であり、１０％であり、８％であり、５％である。
【０３９９】
　本発明の組成物の粘度を低く保ち、応答速度が速い組成物が必要な場合は上記の下限値
を低めに、上限値を低めにすることが好ましい。さらに、焼き付きの発生しにくい組成物
が必要な場合は上記の下限値を低めに、上限値を低めにすることが好ましい。また、駆動
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電圧を低く保つために誘電率異方性を大きくしたいときは、上記の下限値を高めに、上限
値を高めにすることが好ましい。
【０４００】
　さらに、本発明の組成物に使用される一般式（Ｍ－１３）で表される化合物は、具体的
には式（Ｍ－１３．１）から式（Ｍ－１３．２８）で表される化合物であることが好まし
く、中でも式（Ｍ－１３．１）から（Ｍ－１３．４）、（Ｍ－１３．１１）から（Ｍ－１
３．１４）、（Ｍ－１３．２５）から（Ｍ－１３．２８）で表される化合物を含有するこ
とが好ましい。
【０４０１】
【化９３】

【０４０２】
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【化９５】

【０４０４】
　本発明の組成物の総量に対してのこれら化合物の好ましい含有量の下限値は、１％であ
り、２％であり、４％であり、５％であり、８％であり、１０％であり、１３％であり、
１５％であり、１８％であり、２０％である。好ましい含有量の上限値は、３０％であり
、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、１８％であり、１５％で
あり、１３％であり、１０％であり、８％であり、５％である。
【０４０５】
　一般式（Ｍ－１４）で表される化合物は下記のものである。
【０４０６】
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【０４０７】
（式中、ＸＭ１４１～ＸＭ１４４はそれぞれ独立してフッ素原子又は水素原子を表し、Ｙ
Ｍ１４１はフッ素原子、塩素原子又は－ＯＣＦ３を表し、ＲＭ１４１は炭素原子数１～５
のアルキル基、炭素原子数２～５のアルケニル基又は炭素原子数１～４のアルコキシ基を
表し、ＷＭ１４１及びＷＭ１４２はそれぞれ独立して、－ＣＨ２－又は－Ｏ－を表す。）
　本発明の組成物の総量に対しての一般式（Ｍ－１４）で表される化合物の好ましい含有
量の下限値は、１％であり、２％であり、４％であり、５％であり、８％であり、１０％
であり、１３％であり、１５％であり、１８％であり、２０％である。好ましい含有量の
上限値は、３０％であり、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、
１８％であり、１５％であり、１３％であり、１０％であり、８％であり、５％である。
【０４０８】
　本発明の組成物の粘度を低く保ち、応答速度が速い組成物が必要な場合は上記の下限値
を低めに、上限値を低めにすることが好ましい。さらに、焼き付きの発生しにくい組成物
が必要な場合は上記の下限値を低めに、上限値を低めにすることが好ましい。また、駆動
電圧を低く保つために誘電率異方性を大きくしたいときは、上記の下限値を高めに、上限
値を高めにすることが好ましい。
【０４０９】
　さらに、本発明の組成物に使用される一般式（Ｍ－１４）で表される化合物は、具体的
には式（Ｍ－１４．１）から式（Ｍ－１４．８）で表される化合物であることが好ましく
、中でも式（Ｍ－１４．５）及び式（Ｍ－１４．８）で表される化合物を含有することが
好ましい。
【０４１０】
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【０４１１】
　本発明の組成物の総量に対してのこれら化合物の好ましい含有量の下限値は、１％であ
り、２％であり、４％であり、５％であり、８％であり、１０％であり、１３％であり、
１５％であり、１８％であり、２０％である。好ましい含有量の上限値は、３０％であり
、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、１８％であり、１５％で
あり、１３％であり、１０％であり、８％であり、５％である。
【０４１２】
　一般式（Ｍ－１５）で表される化合物は下記のものである。
【０４１３】
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【０４１４】
（式中、ＸＭ１５１及びＸＭ１５２はそれぞれ独立してフッ素原子又は水素原子を表し、
ＹＭ１５１はフッ素原子、塩素原子又は－ＯＣＦ３を表し、ＲＭ１５１は炭素原子数１～
５のアルキル基、炭素原子数２～５のアルケニル基又は炭素原子数１～４のアルコキシ基
を表し、ＷＭ１５１及びＷＭ１５２はそれぞれ独立して、－ＣＨ２－又は－Ｏ－を表す。
）
　本発明の組成物の総量に対しての一般式（Ｍ－１５）で表される化合物の好ましい含有
量の下限値は、１％であり、２％であり、４％であり、５％であり、８％であり、１０％
であり、１３％であり、１５％であり、１８％であり、２０％である。好ましい含有量の
上限値は、３０％であり、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、
１８％であり、１５％であり、１３％であり、１０％であり、８％であり、５％である。
【０４１５】
　本発明の組成物の粘度を低く保ち、応答速度が速い組成物が必要な場合は上記の下限値
を低めに、上限値を低めにすることが好ましい。さらに、焼き付きの発生しにくい組成物
が必要な場合は上記の下限値を低めに、上限値を低めにすることが好ましい。また、駆動
電圧を低く保つために誘電率異方性を大きくしたいときは、上記の下限値を高めに、上限
値を高めにすることが好ましい。
【０４１６】
　さらに、本発明の組成物に使用される一般式（Ｍ－１５）で表される化合物は、具体的
には式（Ｍ－１５．１）から式（Ｍ－１５．１４）で表される化合物であることが好まし
く、中でも式（Ｍ－１５．５）から式（Ｍ－１５．８）、式（Ｍ－１５．１１）から式（
Ｍ－１５．１４）で表される化合物を含有することが好ましい。
【０４１７】
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【化１００】

【０４１９】
　本発明の組成物の総量に対してのこれら化合物の好ましい含有量の下限値は、１％であ
り、２％であり、４％であり、５％であり、８％であり、１０％であり、１３％であり、
１５％であり、１８％であり、２０％である。好ましい含有量の上限値は、３０％であり
、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、１８％であり、１５％で
あり、１３％であり、１０％であり、８％であり、５％である。
【０４２０】
　一般式（Ｍ－１６）で表される化合物は下記のものである。
【０４２１】

【化１０１】

【０４２２】
（式中、ＸＭ１６１～ＸＭ１６４はそれぞれ独立してフッ素原子又は水素原子を表し、Ｙ
Ｍ１６１はフッ素原子、塩素原子又は－ＯＣＦ３を表し、ＲＭ１６１は炭素原子数１～５
のアルキル基、炭素原子数２～５のアルケニル基又は炭素原子数１～４のアルコキシ基を
表す。）
　本発明の組成物の総量に対しての一般式（Ｍ－１６）で表される化合物の好ましい含有
量の下限値は、１％であり、２％であり、４％であり、５％であり、８％であり、１０％
であり、１３％であり、１５％であり、１８％であり、２０％である。好ましい含有量の
上限値は、３０％であり、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、
１８％であり、１５％であり、１３％であり、１０％であり、８％であり、５％である。
【０４２３】
　本発明の組成物の粘度を低く保ち、応答速度が速い組成物が必要な場合は上記の下限値
を低めに、上限値を低めにすることが好ましい。さらに、焼き付きの発生しにくい組成物
が必要な場合は上記の下限値を低めに、上限値を低めにすることが好ましい。また、駆動



(81) JP 6369655 B2 2018.8.8

10

20

30

40

50

電圧を低く保つために誘電率異方性を大きくしたいときは、上記の下限値を高めに、上限
値を高めにすることが好ましい。
【０４２４】
　さらに、本発明の組成物に使用される一般式（Ｍ－１６）で表される化合物は、具体的
には式（Ｍ－１６．１）から式（Ｍ－１６．８）で表される化合物であることが好ましく
、中でも式（Ｍ－１６．１）から式（Ｍ－１６．４）で表される化合物を含有することが
好ましい。
【０４２５】
【化１０２】

【０４２６】
　本発明の組成物の総量に対してのこれら化合物の好ましい含有量の下限値は、１％であ
り、２％であり、４％であり、５％であり、８％であり、１０％であり、１３％であり、
１５％であり、１８％であり、２０％である。好ましい含有量の上限値は、３０％であり
、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、１８％であり、１５％で
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【０４２７】
　一般式（Ｍ－１７）で表される化合物は下記のものである。
【０４２８】
【化１０３】

【０４２９】
（式中、ＸＭ１７１～ＸＭ１７４はそれぞれ独立してフッ素原子又は水素原子を表し、Ｙ
Ｍ１７１はフッ素原子、塩素原子又は－ＯＣＦ３を表し、ＲＭ１７１は炭素原子数１～５
のアルキル基、炭素原子数２～５のアルケニル基又は炭素原子数１～４のアルコキシ基を
表し、ＷＭ１７１及びＷＭ１７２はそれぞれ独立して、－ＣＨ２－又は－Ｏ－を表す。）
　本発明の組成物の総量に対しての一般式（Ｍ－１７）で表される化合物の好ましい含有
量の下限値は、１％であり、２％であり、４％であり、５％であり、８％であり、１０％
であり、１３％であり、１５％であり、１８％であり、２０％である。好ましい含有量の
上限値は、３０％であり、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、
１８％であり、１５％であり、１３％であり、１０％であり、８％であり、５％である。
【０４３０】
　本発明の組成物の粘度を低く保ち、応答速度が速い組成物が必要な場合は上記の下限値
を低めに、上限値を低めにすることが好ましい。さらに、焼き付きの発生しにくい組成物
が必要な場合は上記の下限値を低めに、上限値を低めにすることが好ましい。また、駆動
電圧を低く保つために誘電率異方性を大きくしたいときは、上記の下限値を高めに、上限
値を高めにすることが好ましい。
【０４３１】
　さらに、本発明の組成物に使用される一般式（Ｍ－１７）で表される化合物は、具体的
には式（Ｍ－１７．１）から式（Ｍ－１７．５２）で表される化合物であることが好まし
く、中でも式（Ｍ－１７．９）から式（Ｍ－１７．１２）、式（Ｍ－１７．２１）から式
（Ｍ－１７．２８）、式（Ｍ－１７．４５）から式（Ｍ－１７．４８）で表される化合物
を含有することが好ましい。
【０４３２】
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【化１０９】

【０４３８】
　本発明の組成物の総量に対してのこれら化合物の好ましい含有量の下限値は、１％であ
り、２％であり、４％であり、５％であり、８％であり、１０％であり、１３％であり、
１５％であり、１８％であり、２０％である。好ましい含有量の上限値は、３０％であり
、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、１８％であり、１５％で
あり、１３％であり、１０％であり、８％であり、５％である。
【０４３９】
　一般式（Ｍ－１８）で表される化合物は下記のものである。
【０４４０】

【化１１０】

【０４４１】
（式中、ＸＭ１８１～ＸＭ１８６はそれぞれ独立してフッ素原子又は水素原子を表し、Ｙ
Ｍ１８１はフッ素原子、塩素原子又は－ＯＣＦ３を表し、ＲＭ１８１は炭素原子数１～５
のアルキル基、炭素原子数２～５のアルケニル基又は炭素原子数１～４のアルコキシ基を
表す。）
　本発明の組成物の総量に対しての一般式（Ｍ－１８）で表される化合物の好ましい含有
量の下限値は、１％であり、２％であり、４％であり、５％であり、８％であり、１０％
であり、１３％であり、１５％であり、１８％であり、２０％である。好ましい含有量の
上限値は、３０％であり、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、
１８％であり、１５％であり、１３％であり、１０％であり、８％であり、５％である。
【０４４２】
　本発明の組成物の粘度を低く保ち、応答速度が速い組成物が必要な場合は上記の下限値
を低めに、上限値を低めにすることが好ましい。さらに、焼き付きの発生しにくい組成物
が必要な場合は上記の下限値を低めに、上限値を低めにすることが好ましい。また、駆動
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値を高めにすることが好ましい。
【０４４３】
　さらに、本発明の組成物に使用される一般式（Ｍ－１８）で表される化合物は、具体的
には式（Ｍ－１８．１）から式（Ｍ－１８．１２）で表される化合物であることが好まし
く、中でも式（Ｍ－１８．５）から式（Ｍ－１８．８）で表される化合物を含有すること
が好ましい。
【０４４４】
【化１１１】

【０４４５】
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【化１１２】

【０４４６】
　本発明の組成物の総量に対してのこれら化合物の好ましい含有量の下限値は、１％であ
り、２％であり、４％であり、５％であり、８％であり、１０％であり、１３％であり、
１５％であり、１８％であり、２０％である。好ましい含有量の上限値は、３０％であり
、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、１８％であり、１５％で
あり、１３％であり、１０％であり、８％であり、５％である。
【０４４７】
　本発明の組成物は、一般式（Ｋ）で表される化合物を１種類又は２種類以上含有するこ
とが好ましい。これら化合物は誘電的に正の化合物（Δεが２より大きい。）に該当する
。
【０４４８】

【化１１３】

【０４４９】
（式中、ＲＫ１は炭素原子数１～８のアルキル基を表し、該アルキル基中の１個又は非隣
接の２個以上の－ＣＨ２－はそれぞれ独立して－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－、－Ｏ－、－
ＣＯ－、－ＣＯＯ－又は－ＯＣＯ－によって置換されていてもよく、
　ｎＫ１は、０、１、２、３又は４を表し、
　ＡＫ１及びＡＫ２はそれぞれ独立して、
（ａ）　１，４－シクロヘキシレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ２－又は隣接し
ていない２個以上の－ＣＨ２－は－Ｏ－又は－Ｓ－に置き換えられてもよい。）及び
（ｂ）　１，４－フェニレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ＝又は隣接していない
２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置き換えられてもよい。）
からなる群より選ばれる基を表し、上記の基（ａ）及び基（ｂ）上の水素原子はそれぞれ
独立してシアノ基、フッ素原子又は塩素原子で置換されていても良く、
　ＺＫ１及びＺＫ２はそれぞれ独立して単結合、－ＣＨ２ＣＨ２－、－（ＣＨ２）４－、
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－ＯＣＨ２－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＯＣＦ２－、－ＣＦ２Ｏ－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－又
は－Ｃ≡Ｃ－を表し、
　ｎＫ１が２、３又は４であってＡＫ２が複数存在する場合は、それらは同一であっても
異なっていても良く、ｎＫ１が２、３又は４であってＺＫ１が複数存在する場合は、それ
らは同一であっても異なっていても良く、
　ＸＫ１及びＸＫ３はそれぞれ独立して水素原子、塩素原子又はフッ素原子を表し、
　ＸＫ２は、フッ素原子、塩素原子、シアノ基、トリフルオロメチル基、フルオロメトキ
シ基、ジフルオロメトキシ基、トリフルオロメトキシ基又は２，２，２－トリフルオロエ
チル基を表す。）
　一般式（Ｋ）中、ＲＫ１は、炭素原子数１～８のアルキル基、炭素原子数１～８のアル
コキシ基、炭素原子数２～８のアルケニル基又は炭素原子数２～８のアルケニルオキシ基
が好ましく、炭素原子数１～５のアルキル基、炭素原子数１～５のアルコキシ基、炭素原
子数２～５のアルケニル基又は炭素原子数２～５のアルケニルオキシ基が好ましく、炭素
原子数１～５のアルキル基又は炭素原子数２～５のアルケニル基が更に好ましく、炭素原
子数２～５のアルキル基又は炭素原子数２～３のアルケニル基が更に好ましく、炭素原子
数３のアルケニル基（プロペニル基）が特に好ましい。
【０４５０】
　信頼性を重視する場合にはＲＫ１はアルキル基であることが好ましく、粘性の低下を重
視する場合にはアルケニル基であることが好ましい。
【０４５１】
　また、それが結合する環構造がフェニル基（芳香族）である場合には、直鎖状の炭素原
子数１～５のアルキル基、直鎖状の炭素原子数１～４のアルコキシ基及び炭素原子数４～
５のアルケニル基が好ましく、それが結合する環構造がシクロヘキサン、ピラン及びジオ
キサンなどの飽和した環構造の場合には、直鎖状の炭素原子数１～５のアルキル基、直鎖
状の炭素原子数１～４のアルコキシ基及び直鎖状の炭素原子数２～５のアルケニル基が好
ましい。ネマチック相を安定化させるためには炭素原子及び存在する場合酸素原子の合計
が５以下であることが好ましく、直鎖状であることが好ましい。
【０４５２】
　アルケニル基としては、式（Ｒ１）から式（Ｒ５）のいずれかで表される基から選ばれ
ることが好ましい。（各式中の黒点はアルケニル基が結合している環構造中の炭素原子を
表す。）
【０４５３】
【化１１４】

【０４５４】
　ＡＫ１及びＡＫ２はそれぞれ独立してΔｎを大きくすることが求められる場合には芳香
族であることが好ましく、応答速度を改善するためには脂肪族であることが好ましく、ト
ランス－１，４－シクロへキシレン基、１，４－フェニレン基、２－フルオロ－１，４－
フェニレン基、３－フルオロ－１，４－フェニレン基、３，５－ジフルオロ－１，４－フ
ェニレン基、２，３－ジフルオロ－１，４－フェニレン基、１，４－シクロヘキセニレン
基、１，４－ビシクロ［２．２．２］オクチレン基、ピペリジン－１，４－ジイル基、ナ
フタレン－２，６－ジイル基、デカヒドロナフタレン－２，６－ジイル基又は１，２，３
，４－テトラヒドロナフタレン－２，６－ジイル基を表すことが好ましく、下記の構造を
表すことがより好ましく、
【０４５５】
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【化１１５】

【０４５６】
下記の構造を表すことがより好ましい。
【０４５７】
【化１１６】

【０４５８】
　ＺＫ１及びＺＫ２はそれぞれ独立して－ＣＨ２Ｏ－、－ＣＦ２Ｏ－、－ＣＨ２ＣＨ２－
、－ＣＦ２ＣＦ２－又は単結合を表すことが好ましく、－ＣＦ２Ｏ－、－ＣＨ２ＣＨ２－
又は単結合が更に好ましく、－ＣＦ２Ｏ－又は単結合が特に好ましい。
【０４５９】
　ｎＫ１は、０、１、２又は３が好ましく、０、１又は２が好ましく、Δεの改善に重点
を置く場合には０又は１が好ましく、Ｔｎｉを重視する場合には1又は２が好ましい。
【０４６０】
　組み合わせることができる化合物の種類に特に制限は無いが、低温での溶解性、転移温
度、電気的な信頼性、複屈折率などの所望の性能に応じて組み合わせて使用する。使用す
る化合物の種類は、例えば本発明の一つの実施形態としては１種類であり、２種類であり
、３種類である。またさらに、本発明の別の実施形態では４種類であり、５種類であり、
６種類であり、７種類以上である。
【０４６１】
　本発明の組成物において、一般式（Ｋ）で表される化合物の含有量は、低温での溶解性
、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率、プロセス適合性、滴下痕、焼き付き、誘電率異
方性などの求められる性能に応じて適宜調整する必要がある。
【０４６２】
　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｋ）で表される化合物の好ましい含有量の下限値
は、１％であり、１０％であり、２０％であり、３０％であり、４０％であり、５０％で
あり、５５％であり、６０％であり、６５％であり、７０％であり、７５％であり、８０
％である。好ましい含有量の上限値は、本発明の組成物の総量に対して、例えば本発明の
一つの形態では９５％であり、８５％であり、７５％であり、６５％であり、５５％であ
り、４５％であり、３５％であり、２５％である。
【０４６３】
　本発明の組成物の粘度を低く保ち、応答速度が速い組成物が必要な場合は上記の下限値
を低めに、上限値を低めにすることが好ましい。さらに、本発明の組成物のＴｎｉを高く
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ることが好ましい。また、駆動電圧を低く保つために誘電率異方性を大きくしたいときは
、上記の下限値を高めに、上限値を高めにすることが好ましい。
【０４６４】
　一般式（Ｋ）で表される化合物は、例えば一般式（Ｋ－１）で表される化合物群から選
ばれる化合物であることが好ましい。
【０４６５】
【化１１７】

【０４６６】
（式中、ＲＫ１１は炭素原子数１～５のアルキル基、炭素原子数２～５のアルケニル基又
は炭素原子数１～４のアルコキシ基を表し、ＸＫ１１～ＸＫ１４はそれぞれ独立して水素
原子又はフッ素原子を表し、ＹＫ１１はフッ素原子又はＯＣＦ３を表す。）
　組み合わせることができる化合物の種類に特に制限は無いが、低温での溶解性、転移温
度、電気的な信頼性、複屈折率などの所望の性能に応じて組み合わせて使用する。使用す
る化合物の種類は、例えば本発明の一つの実施形態としては１種類であり、２種類であり
、３種類以上である。
【０４６７】
　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｋ－１）で表される化合物の好ましい含有量の下
限値は、１％であり、２％であり、５％であり、８％であり、１０％であり、１３％であ
り、１５％であり、１８％であり、２０％であり、２２％であり、２５％であり、３０％
である。好ましい含有量の上限値は、３０％であり、２８％であり、２５％であり、２３
％であり、２０％であり、１８％であり、１５％であり、１３％であり、１０％であり、
８％であり、５％である。
【０４６８】
　本発明の組成物の粘度を低く保ち、応答速度が速い組成物が必要な場合は上記の下限値
を低めに、上限値を低めにすることが好ましい。さらに、本発明の組成物のＴｎｉを高く
保ち、温度安定性の良い組成物が必要な場合は上記の下限値を低めに、上限値を低めにす
ることが好ましい。また、駆動電圧を低く保つために誘電率異方性を大きくしたいときは
、上記の下限値を高めに、上限値を高めにすることが好ましい。
【０４６９】
　さらに、一般式（Ｋ－１）で表される化合物は、具体的には式（Ｋ－１．１）から式（
Ｋ－１．４）で表される化合物であることが好ましく、式（Ｋ－１．１）又は式（Ｋ－１
．２）で表される化合物が好ましく、式（Ｋ－１．２）で表される化合物がさらに好まし
い。また、式（Ｋ－１．１）又は式（Ｋ－１．２）で表される化合物を同時に使用するこ
とも好ましい。
【０４７０】
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【化１１８】

【０４７１】
　本発明の組成物の総量に対してのこれら化合物の好ましい含有量の下限値は、１％であ
り、２％であり、４％であり、５％であり、８％であり、１０％であり、１３％であり、
１５％であり、１８％であり、２０％である。好ましい含有量の上限値は、３０％であり
、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、１８％であり、１５％で
あり、１３％であり、１０％であり、８％であり、５％である。
【０４７２】
　一般式（Ｋ）で表される化合物は、例えば一般式（Ｋ－２）で表される化合物群から選
ばれる化合物であることが好ましい。
【０４７３】

【化１１９】

【０４７４】
（式中、ＲＫ２１は炭素原子数１～５のアルキル基、炭素原子数２～５のアルケニル基又
は炭素原子数１～４のアルコキシ基を表し、ＸＫ２１～ＸＫ２４はそれぞれ独立して水素
原子又はフッ素原子を表し、ＹＫ２１はフッ素原子又はＯＣＦ３を表す。）
　組み合わせることができる化合物の種類に特に制限は無いが、低温での溶解性、転移温
度、電気的な信頼性、複屈折率などの所望の性能に応じて組み合わせて使用する。使用す
る化合物の種類は、例えば本発明の一つの実施形態としては１種類であり、２種類であり
、３種類以上である。
【０４７５】
　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｋ－２）で表される化合物の好ましい含有量の下
限値は、１％であり、２％であり、５％であり、８％であり、１０％であり、１３％であ
り、１５％であり、１８％であり、２０％であり、２２％であり、２５％であり、３０％
である。好ましい含有量の上限値は、３０％であり、２８％であり、２５％であり、２３
％であり、２０％であり、１８％であり、１５％であり、１３％であり、１０％であり、
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８％であり、５％である。
【０４７６】
　本発明の組成物の粘度を低く保ち、応答速度が速い組成物が必要な場合は上記の下限値
を低めに、上限値を低めにすることが好ましい。さらに、本発明の組成物のＴｎｉを高く
保ち、温度安定性の良い組成物が必要な場合は上記の下限値を低めに、上限値を低めにす
ることが好ましい。また、駆動電圧を低く保つために誘電率異方性を大きくしたいときは
、上記の下限値を高めに、上限値を高めにすることが好ましい。
【０４７７】
　さらに、一般式（Ｋ－２）で表される化合物は、具体的には式（Ｋ－２．１）から式（
Ｋ－２．６）で表される化合物であることが好ましく、式（Ｋ－２．５）又は式（Ｋ－２
．６）で表される化合物が好ましく、式（Ｋ－２．６）で表される化合物がさらに好まし
い。また、式（Ｋ－２．５）又は式（Ｋ－２．６）で表される化合物を同時に使用するこ
とも好ましい。
【０４７８】

【化１２０】

【０４７９】
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　本発明の組成物の総量に対してのこれら化合物の好ましい含有量の下限値は、１％であ
り、２％であり、４％であり、５％であり、８％であり、１０％であり、１３％であり、
１５％であり、１８％であり、２０％である。好ましい含有量の上限値は、３０％であり
、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、１８％であり、１５％で
あり、１３％であり、１０％であり、８％であり、５％である。
【０４８０】
　一般式（Ｋ）で表される化合物は、例えば一般式（Ｋ－３）で表される化合物群から選
ばれる化合物であることが好ましい。
【０４８１】
【化１２１】

【０４８２】
（式中、ＲＫ３１は炭素原子数１～５のアルキル基、炭素原子数２～５のアルケニル基又
は炭素原子数１～４のアルコキシ基を表し、ＸＫ３１～ＸＫ３６はそれぞれ独立して水素
原子又はフッ素原子を表し、ＹＫ３１はフッ素原子又はＯＣＦ３を表す。）
　組み合わせることができる化合物の種類に特に制限は無いが、低温での溶解性、転移温
度、電気的な信頼性、複屈折率などの所望の性能に応じて組み合わせて使用する。使用す
る化合物の種類は、例えば本発明の一つの実施形態としては１種類であり、２種類であり
、３種類以上である。
【０４８３】
　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｋ－３）で表される化合物の好ましい含有量の下
限値は、１％であり、２％であり、５％であり、８％であり、１０％であり、１３％であ
り、１５％であり、１８％であり、２０％であり、２２％であり、２５％であり、３０％
である。好ましい含有量の上限値は、３０％であり、２８％であり、２５％であり、２３
％であり、２０％であり、１８％であり、１５％であり、１３％であり、１０％であり、
８％であり、５％である。
【０４８４】
　本発明の組成物の粘度を低く保ち、応答速度が速い組成物が必要な場合は上記の下限値
を低めに、上限値を低めにすることが好ましい。さらに、本発明の組成物のＴｎｉを高く
保ち、温度安定性の良い組成物が必要な場合は上記の下限値を低めに、上限値を低めにす
ることが好ましい。また、駆動電圧を低く保つために誘電率異方性を大きくしたいときは
、上記の下限値を高めに、上限値を高めにすることが好ましい。
【０４８５】
　さらに、一般式（Ｋ－３）で表される化合物は、具体的には式（Ｋ－３．１）から式（
Ｋ－３．４）で表される化合物であることが好ましく、式（Ｋ－３．１）又は式（Ｋ－３
．２）で表される化合物であることがより好ましい。また、式（Ｋ－３．１）および式（
Ｋ－３．２）で表される化合物を同時に使用することも好ましい。
【０４８６】
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【化１２２】

【０４８７】
　本発明の組成物の総量に対してのこれら化合物の好ましい含有量の下限値は、１％であ
り、２％であり、４％であり、５％であり、８％であり、１０％であり、１３％であり、
１５％であり、１８％であり、２０％である。好ましい含有量の上限値は、３０％であり
、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、１８％であり、１５％で
あり、１３％であり、１０％であり、８％であり、５％である。
【０４８８】
　一般式（Ｋ）で表される化合物は、例えば一般式（Ｋ－４）で表される化合物群から選
ばれる化合物であることが好ましい。
【０４８９】

【化１２３】

【０４９０】
（式中、ＲＫ４１は炭素原子数１～５のアルキル基、炭素原子数２～５のアルケニル基又
は炭素原子数１～４のアルコキシ基を表し、ＸＫ４１～ＸＫ４６はそれぞれ独立して水素
原子又はフッ素原子を表し、ＹＫ４１はフッ素原子又はＯＣＦ３を表し、ＺＫ４１は－Ｏ
ＣＨ２－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＯＣＦ２－又は－ＣＦ２Ｏ－を表す。）
　組み合わせることができる化合物の種類に特に制限は無いが、低温での溶解性、転移温
度、電気的な信頼性、複屈折率などの所望の性能に応じて組み合わせて使用する。使用す
る化合物の種類は、例えば本発明の一つの実施形態としては１種類であり、２種類であり
、３種類以上である。
【０４９１】
　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｋ－４）で表される化合物の好ましい含有量の下
限値は、１％であり、２％であり、５％であり、８％であり、１０％であり、１３％であ
り、１５％であり、１８％であり、２０％であり、２２％であり、２５％であり、３０％
である。好ましい含有量の上限値は、３０％であり、２８％であり、２５％であり、２３
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８％であり、５％である。
【０４９２】
　本発明の組成物の粘度を低く保ち、応答速度が速い組成物が必要な場合は上記の下限値
を低めに、上限値を低めにすることが好ましい。さらに、本発明の組成物のＴｎｉを高く
保ち、温度安定性の良い組成物が必要な場合は上記の下限値を低めに、上限値を低めにす
ることが好ましい。また、駆動電圧を低く保つために誘電率異方性を大きくしたいときは
、上記の下限値を高めに、上限値を高めにすることが好ましい。
【０４９３】
　さらに、一般式（Ｋ－４）で表される化合物は、具体的には式（Ｋ－４．１）から式（
Ｋ－４．１８）で表される化合物であることが好ましく、式（Ｋ－４．１）、式（Ｋ－４
．２）、式（Ｋ－４．１１）、（Ｋ－４．１２）で表される化合物がより好ましい。また
、式（Ｋ－４．１）、式（Ｋ－４．２）、式（Ｋ－４．１１）、（Ｋ－４．１２）で表さ
れる化合物を同時に使用することも好ましい。
【０４９４】
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【化１２４】

【０４９５】
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【化１２５】

【０４９６】
　本発明の組成物の総量に対してのこれら化合物の好ましい含有量の下限値は、１％であ
り、２％であり、４％であり、５％であり、８％であり、１０％であり、１３％であり、
１５％であり、１８％であり、２０％である。好ましい含有量の上限値は、３０％であり
、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、１８％であり、１５％で
あり、１３％であり、１０％であり、８％であり、５％である。
【０４９７】
　一般式（Ｋ）で表される化合物は、例えば一般式（Ｋ－５）で表される化合物群から選
ばれる化合物であることが好ましい。
【０４９８】
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【０４９９】
（式中、ＲＫ５１は炭素原子数１～５のアルキル基、炭素原子数２～５のアルケニル基又
は炭素原子数１～４のアルコキシ基を表し、ＸＫ５１～ＸＫ５６はそれぞれ独立して水素
原子又はフッ素原子を表し、ＹＫ５１はフッ素原子又はＯＣＦ３を表し、ＺＫ５１は－Ｏ
ＣＨ２－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＯＣＦ２－又は－ＣＦ２Ｏ－を表す。）
　組み合わせることができる化合物の種類に特に制限は無いが、低温での溶解性、転移温
度、電気的な信頼性、複屈折率などの所望の性能に応じて組み合わせて使用する。使用す
る化合物の種類は、例えば本発明の一つの実施形態としては１種類であり、２種類であり
、３種類以上である。
【０５００】
　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｋ－５）で表される化合物の好ましい含有量の下
限値は、１％であり、２％であり、５％であり、８％であり、１０％であり、１３％であ
り、１５％であり、１８％であり、２０％であり、２２％であり、２５％であり、３０％
である。好ましい含有量の上限値は、３０％であり、２８％であり、２５％であり、２３
％であり、２０％であり、１８％であり、１５％であり、１３％であり、１０％であり、
８％であり、５％である。
【０５０１】
　本発明の組成物の粘度を低く保ち、応答速度が速い組成物が必要な場合は上記の下限値
を低めに、上限値を低めにすることが好ましい。さらに、本発明の組成物のＴｎｉを高く
保ち、温度安定性の良い組成物が必要な場合は上記の下限値を低めに、上限値を低めにす
ることが好ましい。また、駆動電圧を低く保つために誘電率異方性を大きくしたいときは
、上記の下限値を高めに、上限値を高めにすることが好ましい。
【０５０２】
　さらに、一般式（Ｋ－５）で表される化合物は、具体的には式（Ｋ－５．１）から式（
Ｋ－５．１８）で表される化合物であることが好ましく、式（Ｋ－５．１１）から式（Ｋ
－５．１４）で表される化合物が好ましく、式（Ｋ－５．１２）で表される化合物がさら
に好ましい。
【０５０３】
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【化１２７】

【０５０４】
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【化１２８】

【０５０５】
　本発明の組成物の総量に対してのこれら化合物の好ましい含有量の下限値は、１％であ
り、２％であり、４％であり、５％であり、８％であり、１０％であり、１３％であり、
１５％であり、１８％であり、２０％である。好ましい含有量の上限値は、３０％であり
、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、１８％であり、１５％で
あり、１３％であり、１０％であり、８％であり、５％である。
【０５０６】
　一般式（Ｋ）で表される化合物は、例えば一般式（Ｋ－６）で表される化合物群から選
ばれる化合物であることが好ましい。
【０５０７】
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【化１２９】

【０５０８】
（式中、ＲＫ６１は炭素原子数１～５のアルキル基、炭素原子数２～５のアルケニル基又
は炭素原子数１～４のアルコキシ基を表し、ＸＫ６１～ＸＫ６８はそれぞれ独立して水素
原子又はフッ素原子を表し、ＹＫ６１はフッ素原子又はＯＣＦ３を表し、ＺＫ６１は－Ｏ
ＣＨ２－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＯＣＦ２－又は－ＣＦ２Ｏ－を表す。）
　組み合わせることができる化合物の種類に特に制限は無いが、低温での溶解性、転移温
度、電気的な信頼性、複屈折率などの所望の性能に応じて組み合わせて使用する。使用す
る化合物の種類は、例えば本発明の一つの実施形態としては１種類であり、２種類であり
、３種類以上である。
【０５０９】
　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｋ－６）で表される化合物の好ましい含有量の下
限値は、１％であり、２％であり、５％であり、８％であり、１０％であり、１３％であ
り、１５％であり、１８％であり、２０％であり、２２％であり、２５％であり、３０％
である。好ましい含有量の上限値は、３０％であり、２８％であり、２５％であり、２３
％であり、２０％であり、１８％であり、１５％であり、１３％であり、１０％であり、
８％であり、５％である。
【０５１０】
　本発明の組成物の粘度を低く保ち、応答速度が速い組成物が必要な場合は上記の下限値
を低めに、上限値を低めにすることが好ましい。さらに、本発明の組成物のＴｎｉを高く
保ち、温度安定性の良い組成物が必要な場合は上記の下限値を低めに、上限値を低めにす
ることが好ましい。また、駆動電圧を低く保つために誘電率異方性を大きくしたいときは
、上記の下限値を高めに、上限値を高めにすることが好ましい。
【０５１１】
　さらに、一般式（Ｋ－６）で表される化合物は、具体的には式（Ｋ－６．１）から式（
Ｋ－６．１８）で表される化合物であることが好ましく、式（Ｋ－６．１５）から式（Ｋ
－６．１８）で表される化合物が好ましく、式（Ｋ－６．１６）及び式（Ｋ－６．１７）
で表される化合物がさらに好ましい。また、式（Ｋ－６．１６）と式（Ｋ－６．１７）で
表される化合物を同時に使用することも好ましい。
【０５１２】



(105) JP 6369655 B2 2018.8.8

10

20

30

【化１３０】
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【化１３１】

【０５１４】
　本発明の組成物の総量に対してのこれら化合物の好ましい含有量の下限値は、１％であ
り、２％であり、４％であり、５％であり、８％であり、１０％であり、１３％であり、
１５％であり、１８％であり、２０％である。好ましい含有量の上限値は、３０％であり
、２８％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、１８％であり、１５％で
あり、１３％であり、１０％であり、８％であり、５％である。
【０５１５】
　本発明の組成物は、さらに、一般式（Ｌ）で表される化合物を１種類又は２種類以上含
有することが好ましい。一般式（Ｌ）で表される化合物は誘電的にほぼ中性の化合物（Δ
εの値が－２～２）に該当する。
【０５１６】
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【化１３２】

【０５１７】
（式中、ＲＬ１及びＲＬ２はそれぞれ独立して炭素原子数１～８のアルキル基を表し、該
アルキル基中の１個又は非隣接の２個以上の－ＣＨ２－はそれぞれ独立して－ＣＨ＝ＣＨ
－、－Ｃ≡Ｃ－、－Ｏ－、－ＣＯ－、－ＣＯＯ－又は－ＯＣＯ－によって置換されていて
もよく、
　ｎＬ１は０、１、２又は３を表し、
　ＡＬ１、ＡＬ２及びＡＬ３はそれぞれ独立して
（ａ）　１，４－シクロヘキシレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ２－又は隣接し
ていない２個以上の－ＣＨ２－は－Ｏ－に置き換えられてもよい。）
（ｂ）　１，４－フェニレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ＝又は隣接していない
２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置き換えられてもよい。）及び
（ｃ）　（ｃ）ナフタレン－２，６－ジイル基、１，２，３，４－テトラヒドロナフタレ
ン－２，６－ジイル基又はデカヒドロナフタレン－２，６－ジイル基（ナフタレン－２，
６－ジイル基又は１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２，６－ジイル基中に存在
する１個の－ＣＨ＝又は隣接していない２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置き換えられても
良い。）
からなる群より選ばれる基を表し、上記の基（ａ）、基（ｂ）及び基（ｃ）はそれぞれ独
立してシアノ基、フッ素原子又は塩素原子で置換されていても良く、
　ＺＬ１及びＺＬ２はそれぞれ独立して単結合、－ＣＨ２ＣＨ２－、－（ＣＨ２）４－、
－ＯＣＨ２－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＯＣＦ２－、－ＣＦ２Ｏ－、
－ＣＨ＝Ｎ－Ｎ＝ＣＨ－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＦ＝ＣＦ－又は－Ｃ≡Ｃ－を表し、
　ｎＬ１が２又は３であってＡＬ２が複数存在する場合は、それらは同一であっても異な
っていても良く、ｎＬ１が２又は３であってＺＬ２が複数存在する場合は、それらは同一
であっても異なっていても良いが、一般式（Ｎ－１）、一般式（Ｎ－２）一般式（Ｎ－３
）及び一般式（Ｊ）で表される化合物を除く。）
　一般式（Ｌ）で表される化合物は単独で用いてもよいが、組み合わせて使用することも
できる。組み合わせることができる化合物の種類に特に制限は無いが、低温での溶解性、
転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの所望の性能に応じて適宜組み合わせて使用す
る。使用する化合物の種類は、例えば本発明の一つの実施形態としては１種類である。あ
るいは本発明の別の実施形態では２種類であり、３種類であり、４種類であり、５種類で
あり、６種類であり、７種類であり、８種類であり、９種類であり、１０種類以上である
。
【０５１８】
　本発明の組成物において、一般式（Ｌ）で表される化合物の含有量は、低温での溶解性
、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率、プロセス適合性、滴下痕、焼き付き、誘電率異
方性などの求められる性能に応じて適宜調整する必要がある。
【０５１９】
　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｌ）で表される化合物の好ましい含有量の下限値
は、１％であり、１０％であり、２０％であり、３０％であり、４０％であり、５０％で
あり、５５％であり、６０％であり、６５％であり、７０％であり、７５％であり、８０
％である。好ましい含有量の上限値は、９５％であり、８５％であり、７５％であり、６
５％であり、５５％であり、４５％であり、３５％であり、２５％である。
【０５２０】
　本発明の組成物の粘度を低く保ち、応答速度が速い組成物が必要な場合は上記の下限値
が高く上限値が高いことが好ましい。さらに、本発明の組成物のＴｎｉを高く保ち、温度
安定性の良い組成物が必要な場合は上記の下限値が高く上限値が高いことが好ましい。ま
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た、駆動電圧を低く保つために誘電率異方性を大きくしたいときは、上記の下限値を低く
上限値が低いことが好ましい。
【０５２１】
　分子内に存在するハロゲン原子は０、１、２又は３個が好ましく、０又は１が好ましく
、他の液晶分子との相溶性を重視する場合には１が好ましい。
【０５２２】
　信頼性を重視する場合にはＲＬ１及びＲＬ２はともにアルキル基であることが好ましく
、化合物の揮発性を低減させることを重視する場合にはアルコキシ基であることが好まし
く、粘性の低下を重視する場合には少なくとも一方はアルケニル基であることが好ましい
。
【０５２３】
　ＲＬ１及びＲＬ２は、それが結合する環構造がフェニル基（芳香族）である場合には、
直鎖状の炭素原子数１～５のアルキル基、直鎖状の炭素原子数１～４のアルコキシ基及び
炭素原子数４～５のアルケニル基が好ましく、それが結合する環構造がシクロヘキサン、
ピラン及びジオキサンなどの飽和した環構造の場合には、直鎖状の炭素原子数１～５のア
ルキル基、直鎖状の炭素原子数１～４のアルコキシ基及び直鎖状の炭素原子数２～５のア
ルケニル基が好ましい。ネマチック相を安定化させるためには炭素原子及び存在する場合
酸素原子の合計が５以下であることが好ましく、直鎖状であることが好ましい。
【０５２４】
　アルケニル基としては、式（Ｒ１）から式（Ｒ５）のいずれかで表される基から選ばれ
ることが好ましい。（各式中の黒点はアルケニル基が結合している環構造中の炭素原子を
表す。）
【０５２５】
【化１３３】

【０５２６】
　ｎＬ１は応答速度を重視する場合には０が好ましく、ネマチック相の上限温度を改善す
るためには２又は３が好ましく、これらのバランスをとるためには１が好ましい。また、
組成物として求められる特性を満たすためには異なる値の化合物を組み合わせることが好
ましい。
【０５２７】
　ＡＬ１、ＡＬ２及びＡＬ３はΔｎを大きくすることが求められる場合には芳香族である
ことが好ましく、応答速度を改善するためには脂肪族であることが好ましく、それぞれ独
立してトランス－１，４－シクロへキシレン基、１，４－フェニレン基、２－フルオロ－
１，４－フェニレン基、３－フルオロ－１，４－フェニレン基、３，５－ジフルオロ－１
，４－フェニレン基、１，４－シクロヘキセニレン基、１，４－ビシクロ［２．２．２］
オクチレン基、ピペリジン－１，４－ジイル基、ナフタレン－２，６－ジイル基、デカヒ
ドロナフタレン－２，６－ジイル基又は１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２，
６－ジイル基を表すことが好ましく、下記の構造を表すことがより好ましく、
【０５２８】
【化１３４】
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トランス－１，４－シクロへキシレン基又は１，４－フェニレン基を表すことがより好ま
しい。
【０５３０】
　ＺＬ１及びＺＬ２は応答速度を重視する場合には単結合であることが好ましい。
【０５３１】
　分子内のハロゲン原子数は０個又は１個が好ましい。
【０５３２】
　一般式（Ｌ）で表される化合物は一般式（Ｌ－１）～一般式（Ｌ－８）で表される化合
物群から選ばれる化合物であることが好ましい。
【０５３３】
　一般式（Ｌ－１）で表される化合物は下記の化合物である。
【０５３４】
【化１３５】

【０５３５】
（式中、ＲＬ１１及びＲＬ１２はそれぞれ独立して、一般式（Ｌ）におけるＲＬ１及びＲ
Ｌ２と同じ意味を表す。）
　ＲＬ１１及びＲＬ１２は、直鎖状の炭素原子数１～５のアルキル基、直鎖状の炭素原子
数１～４のアルコキシ基及び直鎖状の炭素原子数２～５のアルケニル基が好ましい。
【０５３６】
　一般式（Ｌ－１）で表される化合物は単独で使用することもできるが、２以上の化合物
を組み合わせて使用することもできる。組み合わせることができる化合物の種類に特に制
限は無いが、低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求められる性
能に応じて適宜組み合わせて使用する。使用する化合物の種類は、例えば本発明の一つの
実施形態としては１種類であり、２種類であり、３種類であり、４種類であり、５種類以
上である。
【０５３７】
　好ましい含有量の下限値は、本発明の組成物の総量に対して、１％であり、２％であり
、３％であり、５％であり、７％であり、１０％であり、１５％であり、２０％であり、
２５％であり、３０％であり、３５％であり、４０％であり、４５％であり、５０％であ
り、５５％である。好ましい含有量の上限値は、本発明の組成物の総量に対して、９５％
であり、９０％であり、８５％であり、８０％であり、７５％であり、７０％であり、６
５％であり、６０％であり、５５％であり、５０％であり、４５％であり、４０％であり
、３５％であり、３０％であり、２５％である。
【０５３８】
　本発明の組成物の粘度を低く保ち、応答速度が速い組成物が必要な場合は上記の下限値
が高く上限値が高いことが好ましい。さらに、本発明の組成物のＴｎｉを高く保ち、温度
安定性の良い組成物が必要な場合は上記の下限値が中庸で上限値が中庸であることが好ま
しい。また、駆動電圧を低く保つために誘電率異方性を大きくしたいときは、上記の下限
値が低く上限値が低いことが好ましい。
【０５３９】
　一般式（Ｌ－１）で表される化合物は一般式（Ｌ－１－１）で表される化合物群から選
ばれる化合物であることが好ましい。
【０５４０】
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【化１３６】

【０５４１】
（式中ＲＬ１２は一般式（Ｌ－１）における意味と同じ意味を表す。）
　一般式（Ｌ－１－１）で表される化合物は、式（Ｌ－１－１．１）から式（Ｌ－１－１
．３）で表される化合物群から選ばれる化合物であることが好ましく、式（Ｌ－１－１．
２）又は式（Ｌ－１－１．３）で表される化合物であることが好ましく、特に、式（Ｌ－
１－１．３）で表される化合物であることが好ましい。
【０５４２】
【化１３７】

【０５４３】
　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｌ－１－１．３）で表される化合物の好ましい含
有量の下限値は、１％であり、２％であり、３％であり、５％であり、７％であり、１０
％である。好ましい含有量の上限値は、本発明の組成物の総量に対して、２０％であり、
１５％であり、１３％であり、１０％であり、８％であり、７％であり、６％であり、５
％であり、３％である。
【０５４４】
　一般式（Ｌ－１）で表される化合物は一般式（Ｌ－１－２）で表される化合物群から選
ばれる化合物であることが好ましい。
【０５４５】

【化１３８】

【０５４６】
（式中ＲＬ１２は一般式（Ｌ－１）における意味と同じ意味を表す。）
　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｌ－１－２）で表される化合物の好ましい含有量
の下限値は、１％であり、５％であり、１０％であり、１５％であり、１７％であり、２
０％であり、２３％であり、２５％であり、２７％であり、３０％であり、３５％である
。好ましい含有量の上限値は、本発明の組成物の総量に対して、６０％であり、５５％で
あり、５０％であり、４５％であり、４２％であり、４０％であり、３８％であり、３５
％であり、３３％であり、３０％である。
【０５４７】
　さらに、一般式（Ｌ－１－２）で表される化合物は、式（Ｌ－１－２．１）から式（Ｌ
－１－２．４）で表される化合物群から選ばれる化合物であることが好ましく、式（Ｌ－
１－２．１）及び式（Ｌ－１－２．２）で表される化合物が好ましく、特に、式（Ｌ－１
－２．２）で表される化合物は本発明の組成物の応答速度を特に改善するため好ましい。
また、応答速度よりも高いＴｎｉを求めるときは、式（Ｌ－１－２．３）又は式（Ｌ－１
－２．４）で表される化合物を用いることが好ましい。式（Ｌ－１－２．３）及び式（Ｌ
－１－２．４）で表される化合物の含有量は、低温での溶解度を良くするために１０％以
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上にすることは好ましくない。
【０５４８】
【化１３９】

【０５４９】
　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｌ－１－２．１）で表される化合物の好ましい含
有量の下限値は、１０％であり、１５％であり、１８％であり、２０％であり、２３％で
あり、２５％であり、２７％であり、３０％であり、３３％であり、３５％であり、３８
％であり、４０％である。好ましい含有量の上限値は、本発明の組成物の総量に対して、
６０％であり、５５％であり、５０％であり、４５％であり、４３％であり、４０％であ
り、３８％であり、３５％であり、３２％であり、３０％であり、２７％であり、２５％
であり、２２％である。
【０５５０】
　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｌ－１－２．２）で表される化合物の好ましい含
有量の下限値は、１０％であり、１５％であり、１８％であり、２０％であり、２３％で
あり、２５％であり、２７％であり、３０％であり、３３％であり、３５％であり、３８
％であり、４０％である。好ましい含有量の上限値は、本発明の組成物の総量に対して、
６０％であり、５５％であり、５０％であり、４５％であり、４３％であり、４０％であ
り、３８％であり、３５％であり、３２％であり、３０％であり、２７％であり、２５％
であり、２２％である。
【０５５１】
　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｌ－１－１．３）で表される化合物及び式（Ｌ－
１－２．２）で表される化合物の合計の好ましい含有量の下限値は、１０％であり、１５
％であり、２０％であり、２５％であり、２７％であり、３０％であり、３５％であり、
４０％である。好ましい含有量の上限値は、本発明の組成物の総量に対して、６０％であ
り、５５％であり、５０％であり、４５％であり、４３％であり、４０％であり、３８％
であり、３５％であり、３２％であり、３０％であり、２７％であり、２５％であり、２
２％である。
【０５５２】
　一般式（Ｌ－１）で表される化合物は一般式（Ｌ－１－３）で表される化合物群から選
ばれる化合物であることが好ましい。
【０５５３】

【化１４０】

【０５５４】
（式中ＲＬ１３及びＲＬ１４はそれぞれ独立して炭素原子数１～８のアルキル基又は炭素
原子数１～８のアルコキシ基を表す。）
　ＲＬ１３及びＲＬ１４は、直鎖状の炭素原子数１～５のアルキル基、直鎖状の炭素原子
数１～４のアルコキシ基及び直鎖状の炭素原子数２～５のアルケニル基が好ましい。
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　本発明の組成物の総量に対しての一般式（Ｌ－１－３）で表される化合物の好ましい含
有量の下限値は、１％であり、５％であり、１０％であり、１３％であり、１５％であり
、１７％であり、２０％であり、２３％であり、２５％であり、３０％である。好ましい
含有量の上限値は、本発明の組成物の総量に対して、６０％であり、５５％であり、５０
％であり、４５％であり、４０％であり、３７％であり、３５％であり、３３％であり、
３０％であり、２７％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、１７％であ
り、１５％であり、１３％であり、１０％である。
さらに、一般式（Ｌ－１－３）で表される化合物は、式（Ｌ－１－３．１）から式（Ｌ－
１－３．１２）で表される化合物群から選ばれる化合物であることが好ましく、式（Ｌ－
１－３．１）、式（Ｌ－１－３．３）又は式（Ｌ－１－３．４）で表される化合物である
ことが好ましい。特に、式（Ｌ－１－３．１）で表される化合物は本発明の組成物の応答
速度を特に改善するため好ましい。また、応答速度よりも高いＴｎｉを求めるときは、式
（Ｌ－１－３．３）、式（Ｌ－１－３．４）、式（Ｌ－１－３．１１）及び式（Ｌ－１－
３．１２）で表される化合物を用いることが好ましい。式（Ｌ－１－３．３）、式（Ｌ－
１－３．４）、式（Ｌ－１－３．１１）及び式（Ｌ－１－３．１２）で表される化合物の
合計の含有量は、低温での溶解度を良くするために２０％以上にすることは好ましくない
。
【０５５６】
【化１４１】

【０５５７】
　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｌ－１－３．１）で表される化合物の好ましい含
有量の下限値は、１％であり、２％であり、３％であり、５％であり、７％であり、１０
％であり、１３％であり、１５％であり、１８％であり、２０％である。好ましい含有量
の上限値は、本発明の組成物の総量に対して、２０％であり、１７％であり、１５％であ
り、１３％であり、１０％であり、８％であり、７％であり、６％である。
【０５５８】
　一般式（Ｌ－１）で表される化合物は一般式（Ｌ－１－４）及び／又は（Ｌ－１－５）
で表される化合物群から選ばれる化合物であることが好ましい。
【０５５９】
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【化１４２】

【０５６０】
（式中ＲＬ１５及びＲＬ１６はそれぞれ独立して炭素原子数１～８のアルキル基又は炭素
原子数１～８のアルコキシ基を表す。）
　ＲＬ１５及びＲＬ１６は、直鎖状の炭素原子数１～５のアルキル基、直鎖状の炭素原子
数１～４のアルコキシ基及び直鎖状の炭素原子数２～５のアルケニル基が好ましい。
【０５６１】
　本発明の組成物の総量に対しての一般式（Ｌ－１－４）で表される化合物の好ましい含
有量の下限値は、１％であり、５％であり、１０％であり、１３％であり、１５％であり
、１７％であり、２０％である。好ましい含有量の上限値は、本発明の組成物の総量に対
して、２５％であり、２３％であり、２０％であり、１７％であり、１５％であり、１３
％であり、１０％である。
【０５６２】
　本発明の組成物の総量に対しての一般式（Ｌ－１－５）で表される化合物の好ましい含
有量の下限値は、１％であり、５％であり、１０％であり、１３％であり、１５％であり
、１７％であり、２０％である。好ましい含有量の上限値は、本発明の組成物の総量に対
して、２５％であり、２３％であり、２０％であり、１７％であり、１５％であり、１３
％であり、１０％である。
【０５６３】
　さらに、一般式（Ｌ－１－４）及び一般式（Ｌ－１－５）で表される化合物は、式（Ｌ
－１－４．１）から式（Ｌ－１－５．３）で表される化合物群から選ばれる化合物である
ことが好ましく、式（Ｌ－１－４．２）又は式（Ｌ－１－５．２）で表される化合物であ
ることが好ましい。
【０５６４】

【化１４３】

【０５６５】
　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｌ－１－４．２）で表される化合物の好ましい含
有量の下限値は、１％であり、２％であり、３％であり、５％であり、７％であり、１０
％であり、１３％であり、１５％であり、１８％であり、２０％である。好ましい含有量



(114) JP 6369655 B2 2018.8.8

10

20

30

40

50

の上限値は、本発明の組成物の総量に対して、２０％であり、１７％であり、１５％であ
り、１３％であり、１０％であり、８％であり、７％であり、６％である。
【０５６６】
　式（Ｌ－１－１．３）、式（Ｌ－１－２．２）、式（Ｌ－１－３．１）、式（Ｌ－１－
３．３）、式（Ｌ－１－３．４）、式（Ｌ－１－３．１１）及び式（Ｌ－１－３．１２）
で表される化合物から選ばれる２種以上の化合物を組み合わせることが好ましく、式（Ｌ
－１－１．３）、式（Ｌ－１－２．２）、式（Ｌ－１－３．１）、式（Ｌ－１－３．３）
、式（Ｌ－１－３．４）及び式（Ｌ－１－４．２）で表される化合物から選ばれる２種以
上の化合物を組み合わせることが好ましく、これら化合物の合計の含有量の好ましい含有
量の下限値は、本発明の組成物の総量に対して、１％であり、２％であり、３％であり、
５％であり、７％であり、１０％であり、１３％であり、１５％であり、１８％であり、
２０％であり、２３％であり、２５％であり、２７％であり、３０％であり、３３％であ
り、３５％であり、上限値は、本発明の組成物の総量に対して、８０％であり、７０％で
あり、６０％であり、５０％であり、４５％であり、４０％であり、３７％であり、３５
％であり、３３％であり、３０％であり、２８％であり、２５％であり、２３％であり、
２０％である。組成物の信頼性を重視する場合には、式（Ｌ－１－３．１）、式（Ｌ－１
－３．３）及び式（Ｌ－１－３．４））で表される化合物から選ばれる２種以上の化合物
を組み合わせることが好ましく、組成物の応答速度を重視する場合には、式（Ｌ－１－１
．３）、式（Ｌ－１－２．２）で表される化合物から選ばれる２種以上の化合物を組み合
わせることが好ましい。
【０５６７】
　一般式（Ｌ－２）で表される化合物は下記の化合物である。
【０５６８】
【化１４４】

【０５６９】
（式中、ＲＬ２１及びＲＬ２２はそれぞれ独立して、一般式（Ｌ）におけるＲＬ１及びＲ
Ｌ２と同じ意味を表す。）
　ＲＬ２１は炭素原子数１～５のアルキル基又は炭素原子数２～５のアルケニル基が好ま
しく、ＲＬ２２は炭素原子数１～５のアルキル基、炭素原子数４～５のアルケニル基又は
炭素原子数１～４のアルコキシ基が好ましい。
【０５７０】
　　一般式（Ｌ－１）で表される化合物は単独で使用することもできるが、２以上の化合
物を組み合わせて使用することもできる。組み合わせることができる化合物の種類に特に
制限は無いが、低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求められる
性能に応じて適宜組み合わせて使用する。使用する化合物の種類は、例えば本発明の一つ
の実施形態としては１種類であり、２種類であり、３種類であり、４種類であり、５種類
以上である。
【０５７１】
　低温での溶解性を重視する場合は含有量を多めに設定すると効果が高く、反対に、応答
速度を重視する場合は含有量を少なめに設定すると効果が高い。さらに、滴下痕や焼き付
き特性を改良する場合は、含有量の範囲を中間に設定することが好ましい。
【０５７２】
　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｌ－２）で表される化合物の好ましい含有量の下
限値は、１％であり、２％であり、３％であり、５％であり、７％であり、１０％である
。好ましい含有量の上限値は、本発明の組成物の総量に対して、２０％であり、１５％で
あり、１３％であり、１０％であり、８％であり、７％であり、６％であり、５％であり
、３％である。
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【０５７３】
　さらに、一般式（Ｌ－２）で表される化合物は、式（Ｌ－２．１）から式（Ｌ－２．６
）で表される化合物群から選ばれる化合物であることが好ましく、式（Ｌ－２．１）、式
（Ｌ－２．３）、式（Ｌ－２．４）及び式（Ｌ－２．６）で表される化合物であることが
好ましい。
【０５７４】
【化１４５】

【０５７５】
　一般式（Ｌ－３）で表される化合物は下記の化合物である。
【０５７６】
【化１４６】

【０５７７】
（式中、ＲＬ３１及びＲＬ３２はそれぞれ独立して、一般式（Ｌ）におけるＲＬ１及びＲ
Ｌ２と同じ意味を表す。）
　ＲＬ３１及びＲＬ３２はそれぞれ独立して炭素原子数１～５のアルキル基、炭素原子数
４～５のアルケニル基又は炭素原子数１～４のアルコキシ基が好ましい。
【０５７８】
　一般式（Ｌ－３）で表される化合物は単独で使用することもできるが、２以上の化合物
を組み合わせて使用することもできる。組み合わせることができる化合物の種類に特に制
限は無いが、低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求められる性
能に応じて適宜組み合わせて使用する。使用する化合物の種類は、例えば本発明の一つの
実施形態としては１種類であり、２種類であり、３種類であり、４種類であり、５種類以
上である。
【０５７９】
　本発明の組成物の総量に対しての一般式（Ｌ－３）で表される化合物の好ましい含有量
の下限値は、１％であり、２％であり、３％であり、５％であり、７％であり、１０％で
ある。好ましい含有量の上限値は、本発明の組成物の総量に対して、２０％であり、１５
％であり、１３％であり、１０％であり、８％であり、７％であり、６％であり、５％で
あり、３％である。
【０５８０】
　高い複屈折率を得る場合は含有量を多めに設定すると効果が高く、反対に、高いＴｎｉ
を重視する場合は含有量を少なめに設定すると効果が高い。さらに、滴下痕や焼き付き特
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性を改良する場合は、含有量の範囲を中間に設定することが好ましい。
【０５８１】
　さらに、一般式（Ｌ－３）で表される化合物は、式（Ｌ－３．１）から式（Ｌ－３．４
）で表される化合物群から選ばれる化合物であることが好ましく、式（Ｌ－３．２）から
式（Ｌ－３．７）で表される化合物であることが好ましい。
【０５８２】
【化１４７】

【０５８３】
　一般式（Ｌ－４）で表される化合物は下記の化合物である。
【０５８４】
【化１４８】

【０５８５】
（式中、ＲＬ４１及びＲＬ４２はそれぞれ独立して、一般式（Ｌ）におけるＲＬ１及びＲ
Ｌ２と同じ意味を表す。）
　ＲＬ４１は炭素原子数１～５のアルキル基又は炭素原子数２～５のアルケニル基が好ま
しく、ＲＬ４２は炭素原子数１～５のアルキル基、炭素原子数４～５のアルケニル基又は
炭素原子数１～４のアルコキシ基が好ましい。）
　一般式（Ｌ－４）で表される化合物は単独で使用することもできるが、２以上の化合物
を組み合わせて使用することもできる。組み合わせることができる化合物の種類に特に制
限は無いが、低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求められる性
能に応じて適宜組み合わせて使用する。使用する化合物の種類は、例えば本発明の一つの
実施形態としては１種類であり、２種類であり、３種類であり、４種類であり、５種類以
上である。
【０５８６】
　本発明の組成物において、一般式（Ｌ－４）で表される化合物の含有量は、低温での溶
解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率、プロセス適合性、滴下痕、焼き付き、誘電
率異方性などの求められる性能に応じて適宜調整する必要がある。
【０５８７】
　本発明の組成物の総量に対しての一般式（Ｌ－４）で表される化合物の好ましい含有量
の下限値は、１％であり、２％であり、３％であり、５％であり、７％であり、１０％で
あり、１４％であり、１６％であり、２０％であり、２３％であり、２６％であり、３０
％であり、３５％であり、４０％である。本発明の組成物の総量に対しての一般式（Ｌ－
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４）で表される化合物の好ましい含有量の上限値は、５０％であり、４０％であり、３５
％であり、３０％であり、２０％であり、１５％であり、１０％であり、５％である。
【０５８８】
　一般式（Ｌ－４）で表される化合物は、例えば式（Ｌ－４．１）から式（Ｌ－４．３）
で表される化合物であることが好ましい。
【０５８９】
【化１４９】

【０５９０】
　低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求められる性能に応じて
、式（Ｌ－４．１）で表される化合物を含有していても、式（Ｌ－４．２）で表される化
合物を含有していても、式（Ｌ－４．１）で表される化合物と式（Ｌ－４．２）で表され
る化合物との両方を含有していても良いし、式（Ｌ－４．１）から式（Ｌ－４．３）で表
される化合物を全て含んでいても良い。本発明の組成物の総量に対しての式（Ｌ－４．１
）又は式（Ｌ－４．２）で表される化合物の好ましい含有量の下限値は、３％であり、５
％であり、７％であり、９％であり、１１％であり、１２％であり、１３％であり、１８
％であり、２１％であり、好ましい上限値は、４５であり、４０％であり、３５％であり
、３０％であり、２５％であり、２３％であり、２０％であり、１８％であり、１５％で
あり、１３％であり、１０％であり、８％である。
【０５９１】
　式（Ｌ－４．１）で表される化合物と式（Ｌ－４．２）で表される化合物との両方を含
有する場合は、本発明の組成物の総量に対しての両化合物の好ましい含有量の下限値は、
１５％であり、１９％であり、２４％であり、３０％であり、好ましい上限値は、４５で
あり、４０％であり、３５％であり、３０％であり、２５％であり、２３％であり、２０
％であり、１８％であり、１５％であり、１３％である。
【０５９２】
　一般式（Ｌ－４）で表される化合物は、例えば式（Ｌ－４．４）から式（Ｌ－４．６）
で表される化合物であることが好ましく、式（Ｌ－４．４）で表される化合物であること
が好ましい。
【０５９３】
【化１５０】

【０５９４】
　低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求められる性能に応じて
、式（Ｌ－４．４）で表される化合物を含有していても、式（Ｌ－４．５）で表される化
合物を含有していても、式（Ｌ－４．４）で表される化合物と式（Ｌ－４．５）で表され
る化合物との両方を含有していても良い。
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【０５９５】
　本発明の組成物の総量に対しての式（Ｌ－４．４）又は式（Ｌ－４．５）で表される化
合物の好ましい含有量の下限値は、３％であり、５％であり、７％であり、９％であり、
１１％であり、１２％であり、１３％であり、１８％であり、２１％である。好ましい上
限値は、４５であり、４０％であり、３５％であり、３０％であり、２５％であり、２３
％であり、２０％であり、１８％であり、１５％であり、１３％であり、１０％であり、
８％である。
【０５９６】
　式（Ｌ－４．４）で表される化合物と式（Ｌ－４．５）で表される化合物との両方を含
有する場合は、本発明の組成物の総量に対しての両化合物の好ましい含有量の下限値は、
１５％であり、１９％であり、２４％であり、３０％であり、好ましい上限値は、４５で
あり、４０％であり、３５％であり、３０％であり、２５％であり、２３％であり、２０
％であり、１８％であり、１５％であり、１３％である。
【０５９７】
　一般式（Ｌ－４）で表される化合物は、式（Ｌ－４．７）から式（Ｌ－４．１０）で表
される化合物であることが好ましく、特に、式（Ｌ－４．９）で表される化合物が好まし
い。
【０５９８】
【化１５１】

【０５９９】
　一般式（Ｌ－５）で表される化合物は下記の化合物である。
【０６００】
【化１５２】

【０６０１】
（式中、ＲＬ５１及びＲＬ５２はそれぞれ独立して、一般式（Ｌ）におけるＲＬ１及びＲ
Ｌ２と同じ意味を表す。）
　ＲＬ５１は炭素原子数１～５のアルキル基又は炭素原子数２～５のアルケニル基が好ま
しく、ＲＬ５２は炭素原子数１～５のアルキル基、炭素原子数４～５のアルケニル基又は
炭素原子数１～４のアルコキシ基が好ましい。
【０６０２】
　一般式（Ｌ－５）で表される化合物は単独で使用することもできるが、２以上の化合物
を組み合わせて使用することもできる。組み合わせることができる化合物の種類に特に制
限は無いが、低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求められる性
能に応じて適宜組み合わせて使用する。使用する化合物の種類は、例えば本発明の一つの
実施形態としては１種類であり、２種類であり、３種類であり、４種類であり、５種類以
上である。
【０６０３】
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　本発明の組成物において、一般式（Ｌ－５）で表される化合物の含有量は、低温での溶
解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率、プロセス適合性、滴下痕、焼き付き、誘電
率異方性などの求められる性能に応じて適宜調整する必要がある。
【０６０４】
　本発明の組成物の総量に対しての一般式（Ｌ－５）で表される化合物の好ましい含有量
の下限値は、１％であり、２％であり、３％であり、５％であり、７％であり、１０％で
あり、１４％であり、１６％であり、２０％であり、２３％であり、２６％であり、３０
％であり、３５％であり、４０％である。本発明の組成物の総量に対しての式（Ｌ－５）
で表される化合物の好ましい含有量の上限値は、５０％であり、４０％であり、３５％で
あり、３０％であり、２０％であり、１５％であり、１０％であり、５％である
　一般式（Ｌ－５）で表される化合物は、式（Ｌ－５．１）又は式（Ｌ－５．２）で表さ
れる化合物であることが好ましく、特に、式（Ｌ－５．１）で表される化合物であること
が好ましい。
【０６０５】
　本発明の組成物の総量に対してのこれら化合物の好ましい含有量の下限値は、１％であ
り、２％であり、３％であり、５％であり、７％である。これら化合物の好ましい含有量
の上限値は、２０％であり、１５％であり、１３％であり、１０％であり、９％である。
【０６０６】
【化１５３】

【０６０７】
　一般式（Ｌ－５）で表される化合物は、式（Ｌ－５．３）又は式（Ｌ－５．４）で表さ
れる化合物であることが好ましい。
【０６０８】
　本発明の組成物の総量に対してのこれら化合物の好ましい含有量の下限値は、１％であ
り、２％であり、３％であり、５％であり、７％である。これら化合物の好ましい含有量
の上限値は、２０％であり、１５％であり、１３％であり、１０％であり、９％である。
【０６０９】
【化１５４】

【０６１０】
　一般式（Ｌ－５）で表される化合物は、式（Ｌ－５．５）から式（Ｌ－５．７）で表さ
れる化合物群から選ばれる化合物であることが好ましく、特に式（Ｌ－５．７）で表され
る化合物であることが好ましい。
【０６１１】
　本発明の組成物の総量に対してのこれら化合物の好ましい含有量の下限値は、１％であ
り、２％であり、３％であり、５％であり、７％である。これら化合物の好ましい含有量
の上限値は、２０％であり、１５％であり、１３％であり、１０％であり、９％である。
【０６１２】
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【化１５５】

【０６１３】
　一般式（Ｌ－６）で表される化合物は下記の化合物である。
【０６１４】
【化１５６】

【０６１５】
（式中、ＲＬ６１及びＲＬ６２はそれぞれ独立して、一般式（Ｌ）におけるＲＬ１及びＲ
Ｌ２と同じ意味を表し、ＸＬ６１及びＸＬ６２はそれぞれ独立して水素原子又はフッ素原
子を表す。）
　ＲＬ６１及びＲＬ６２はそれぞれ独立して炭素原子数１～５のアルキル基又は炭素原子
数２～５のアルケニル基が好ましく、ＸＬ６１及びＸＬ６２のうち一方がフッ素原子他方
が水素原子であることが好ましい。
【０６１６】
　一般式（Ｌ－６）で表される化合物は単独で使用することもできるが、２以上の化合物
を組み合わせて使用することもできる。組み合わせることができる化合物の種類に特に制
限は無いが、低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求められる性
能に応じて適宜組み合わせて使用する。使用する化合物の種類は、例えば本発明の一つの
実施形態としては１種類であり、２種類であり、３種類であり、４種類であり、５種類以
上である。
【０６１７】
　本発明の組成物の総量に対しての一般式（Ｌ－６）で表される化合物の好ましい含有量
の下限値は、１％であり、２％であり、３％であり、５％であり、７％であり、１０％で
あり、１４％であり、１６％であり、２０％であり、２３％であり、２６％であり、３０
％であり、３５％であり、４０％である。本発明の組成物の総量に対しての式（Ｌ－６）
で表される化合物の好ましい含有量の上限値は、５０％であり、４０％であり、３５％で
あり、３０％であり、２０％であり、１５％であり、１０％であり、５％である。Δｎを
大きくすることに重点を置く場合には含有量を多くした方が好ましく、低温での析出に重
点を置いた場合には含有量は少ない方が好ましい。
【０６１８】
　一般式（Ｌ－６）で表される化合物は、式（Ｌ－６．１）から式（Ｌ－６．９）で表さ
れる化合物であることが好ましい。
【０６１９】
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【化１５７】

【０６２０】
　組み合わせることができる化合物の種類に特に制限は無いが、これらの化合物の中から
１種～３種類含有することが好ましく、１種～４種類含有することがさらに好ましい。ま
た、選ぶ化合物の分子量分布が広いことも溶解性に有効であるため、例えば、式（Ｌ－６
．１）又は（Ｌ－６．２）で表される化合物から１種類、式（Ｌ－６．４）又は（Ｌ－６
．５）で表される化合物から１種類、式（Ｌ－６．６）又は式（Ｌ－６．７）で表される
化合物から１種類、式（Ｌ－６．８）又は（Ｌ－６．９）で表される化合物から１種類の
化合物を選び、これらを適宜組み合わせることが好ましい。その中でも、式（Ｌ－６．１
）、式（Ｌ－６．３）式（Ｌ－６．４）、式（Ｌ－６．６）及び式（Ｌ－６．９）で表さ
れる化合物を含むことが好ましい。
【０６２１】
　さらに、一般式（Ｌ－６）で表される化合物は、例えば式（Ｌ－６．１０）から式（Ｌ
－６．１７）で表される化合物であることが好ましく、その中でも、式（Ｌ－６．１１）
で表される化合物であることが好ましい。
【０６２２】
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【化１５８】

【０６２３】
　本発明の組成物の総量に対してのこれら化合物の好ましい含有量の下限値は、１％であ
り、２％であり、３％であり、５％であり、７％である。これら化合物の好ましい含有量
の上限値は、２０％であり、１５％であり、１３％であり、１０％であり、９％である。
【０６２４】
　一般式（Ｌ－７）で表される化合物は下記の化合物である。
【０６２５】
【化１５９】

【０６２６】
（式中、ＲＬ７１及びＲＬ７２はそれぞれ独立して一般式（Ｌ）におけるＲＬ１及びＲＬ

２と同じ意味を表し、ＡＬ７１及びＡＬ７２はそれぞれ独立して一般式（Ｌ）におけるＡ
Ｌ２及びＡＬ３と同じ意味を表すが、ＡＬ７１及びＡＬ７２上の水素原子はそれぞれ独立
してフッ素原子によって置換されていてもよく、ＺＬ７１は一般式（Ｌ）におけるＺＬ２

と同じ意味を表し、ＸＬ７１及びＸＬ７２はそれぞれ独立してフッ素原子又は水素原子を
表す。）
　式中、ＲＬ７１及びＲＬ７２はそれぞれ独立して炭素原子数１～５のアルキル基、炭素
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及びＡＬ７２はそれぞれ独立して１,４-シクロヘキシレン基又は１,４-フェニレン基が好
ましく、ＡＬ７１及びＡＬ７２上の水素原子はそれぞれ独立してフッ素原子によって置換
されていてもよく、ＱＬ７１は単結合又はＣＯＯ－が好ましく、単結合が好ましく、ＸＬ

７１及びＸＬ７２は水素原子が好ましい。
【０６２７】
　組み合わせることができる化合物の種類に特に制限は無いが、低温での溶解性、転移温
度、電気的な信頼性、複屈折率などの求められる性能に応じて組み合わせる。使用する化
合物の種類は、例えば本発明の一つの実施形態としては１種類であり、２種類であり、３
種類であり、４種類である。
【０６２８】
　本発明の組成物において、一般式（Ｌ－７）で表される化合物の含有量は、低温での溶
解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率、プロセス適合性、滴下痕、焼き付き、誘電
率異方性などの求められる性能に応じて適宜調整する必要がある。
【０６２９】
　本発明の組成物の総量に対しての一般式（Ｌ－７）で表される化合物の好ましい含有量
の下限値は、１％であり、２％であり、３％であり、５％であり、７％であり、１０％で
あり、１４％であり、１６％であり、２０％である。本発明の組成物の総量に対しての式
（Ｌ－７）で表される化合物の好ましい含有量の上限値は、３０％であり、２５％であり
、２３％であり、２０％であり、１８％であり、１５％であり、１０％であり、５％であ
る。
【０６３０】
　本発明の組成物が高いＴｎｉの実施形態が望まれる場合は式（Ｌ－７）で表される化合
物の含有量を多めにすることが好ましく、低粘度の実施形態が望まれる場合は含有量を少
なめにすることが好ましい。
【０６３１】
　さらに、一般式（Ｌ－７）で表される化合物は、式（Ｌ－７．１）から式（Ｌ－７．４
）で表される化合物であることが好ましく、式（Ｌ－７．２）で表される化合物であるこ
とが好ましい。
【０６３２】
【化１６０】

【０６３３】
　さらに、一般式（Ｌ－７）で表される化合物は、式（Ｌ－７．１１）から式（Ｌ－７．
１３）で表される化合物であることが好ましく、式（Ｌ－７．１１）で表される化合物で
あることが好ましい。
【０６３４】
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【化１６１】

【０６３５】
　さらに、一般式（Ｌ－７）で表される化合物は、式（Ｌ－７．２１）から式（Ｌ－７．
２３）で表される化合物である。式（Ｌ－７．２１）で表される化合物であることが好ま
しい。
【０６３６】

【化１６２】

【０６３７】
　さらに、一般式（Ｌ－７）で表される化合物は、式（Ｌ－７．３１）から式（Ｌ－７．
３４）で表される化合物であることが好ましく、式（Ｌ－７．３１）又は／及び式（Ｌ－
７．３２）で表される化合物であることが好ましい。
【０６３８】

【化１６３】

【０６３９】
　さらに、一般式（Ｌ－７）で表される化合物は、式（Ｌ－７．４１）から式（Ｌ－７．
４４）で表される化合物であることが好ましく、式（Ｌ－７．４１）又は／及び式（Ｌ－
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７．４２）で表される化合物であることが好ましい。
【０６４０】
【化１６４】

【０６４１】
　一般式（Ｌ－８）で表される化合物は下記の化合物である。
【０６４２】
【化１６５】

【０６４３】
（式中、ＲＬ８１及びＲＬ８２はそれぞれ独立して一般式（Ｌ）におけるＲＬ１及びＲＬ

２と同じ意味を表し、ＡＬ８１は一般式（Ｌ）におけるＡＬ１と同じ意味又は単結合を表
すが、ＡＬ８１上の水素原子はそれぞれ独立してフッ素原子によって置換されていてもよ
く、ＸＬ８１～ＸＬ８６はそれぞれ独立してフッ素原子又は水素原子を表す。）
　式中、ＲＬ８１及びＲＬ８２はそれぞれ独立して炭素原子数１～５のアルキル基、炭素
原子数２～５のアルケニル基又は炭素原子数１～４のアルコキシ基が好ましく、ＡＬ８１

は１,４-シクロヘキシレン基又は１,４-フェニレン基が好ましく、ＡＬ７１及びＡＬ７２

上の水素原子はそれぞれ独立してフッ素原子によって置換されていてもよく、一般式（Ｌ
－８）中の同一の環構造上にフッ素原子は０個又は１個が好ましく、分子内にフッ素原子
は０個又は１個であることが好ましい。
【０６４４】
　組み合わせることができる化合物の種類に特に制限は無いが、低温での溶解性、転移温
度、電気的な信頼性、複屈折率などの求められる性能に応じて組み合わせる。使用する化
合物の種類は、例えば本発明の一つの実施形態としては１種類であり、２種類であり、３
種類であり、４種類である。
【０６４５】
　本発明の組成物において、一般式（Ｌ－８）で表される化合物の含有量は、低温での溶
解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率、プロセス適合性、滴下痕、焼き付き、誘電
率異方性などの求められる性能に応じて適宜調整する必要がある。
【０６４６】
　本発明の組成物の総量に対しての一般式（Ｌ－８）で表される化合物の好ましい含有量
の下限値は、１％であり、２％であり、３％であり、５％であり、７％であり、１０％で
あり、１４％であり、１６％であり、２０％である。本発明の組成物の総量に対しての一
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般式（Ｌ－８）で表される化合物の好ましい含有量の上限値は、３０％であり、２５％で
あり、２３％であり、２０％であり、１８％であり、１５％であり、１０％であり、５％
である。
【０６４７】
　本発明の組成物が高いＴｎｉの実施形態が望まれる場合は一般式（Ｌ－８）で表される
化合物の含有量を多めにすることが好ましく、低粘度の実施形態が望まれる場合は含有量
を少なめにすることが好ましい。
【０６４８】
　さらに、一般式（Ｌ－８）で表される化合物は、式（Ｌ－８．１）から式（Ｌ－８．４
）で表される化合物であることが好ましく、式（Ｌ－８．３）、式（Ｌ－８．５）、式（
Ｌ－８．６）、式（Ｌ－８．１３）、式（Ｌ－８．１６）から式（Ｌ－８．１８）、式（
Ｌ－８．２３）から式（Ｌ－８．２８）で表される化合物であることがより好ましい。
【０６４９】
【化１６６】

【０６５０】
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【化１６８】

【０６５２】
　本発明の液晶組成物は、一般式（Ｉ－１）で表される重合性化合物を含有するが、その
他の重合性化合物を併用しても良い。具体的には、一般式（ＩＩ）で表される化合物群か
ら選ばれる化合物を１種又は２種以上含有することが好ましい。
【０６５３】
【化１６９】

【０６５４】
　（式中、Ｒ２０１、Ｒ２０２、Ｒ２０３、Ｒ２０４、Ｒ２０５、Ｒ２０６、Ｒ２０７、
Ｒ２０８、Ｒ２０９及びＲ２１０は、それぞれ独立して、Ｐ２１－Ｓｐ２１－、フッ素原
子に置換されてもよい炭素原子数１から５のアルキル基、フッ素原子に置換されてもよい
炭素原子数１から５のアルコキシ基、フッ素原子又は水素原子のいずれかを表し、Ｐ２１

は上記一般式（Ｉ）の式（Ｒ－１）から式（Ｒ－１５）のいずれかを表し、
　Ｓｐ２１は、単結合又は炭素数１～１５のアルキレン基を表し、該アルキレン基中の１
つ又は２つ以上の－ＣＨ２－は、酸素原子が直接隣接しないように、－Ｏ－、－ＯＣＯ－
又は－ＣＯＯ－で置換されてよく、
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　ｎ２１は、０、１又は２を表し、
　Ａ２１は、
（ａ）　１，４－シクロヘキシレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ２－又は隣接し
ていない２個以上の－ＣＨ２－は－Ｏ－に置き換えられてもよい。）及び
（ｂ）　１，４－フェニレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ＝又は隣接していない
２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置き換えられてもよい。）
（ｃ）　（ｃ）ナフタレン－２，６－ジイル基、１，２，３，４－テトラヒドロナフタレ
ン－２，６－ジイル基又はデカヒドロナフタレン－２，６－ジイル基（ナフタレン－２，
６－ジイル基又は１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２，６－ジイル基中に存在
する１個の－ＣＨ＝又は隣接していない２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置き換えられても
良い。）
からなる群より選ばれる基を表し、上記の基（ａ）、基（ｂ）及び基（ｃ）は、それぞれ
独立して、炭素原子数１～１２のアルキル基、炭素原子数１～１２のアルコキシ基、ハロ
ゲン、シアノ基、ニトロ基又はＰ２１－Ｓ２１－で置換されていても良く、
　上記一般式（ＩＩ）の１分子内に少なくとも１以上のＰ２１－Ｓ２１－を有し、
　Ｌ２１は単結合、－ＯＣＨ２－、－ＣＨ２Ｏ－、－Ｃ２Ｈ４－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ
－、－ＣＨ＝ＣＲａ－ＣＯＯ－、－ＣＨ＝ＣＲａ－ＯＣＯ－、－ＣＯＯ－ＣＲａ＝ＣＨ－
、－ＯＣＯ－ＣＲａ＝ＣＨ－、－（ＣＨ２）ｚ－ＣＯＯ－、－（ＣＨ２）ｚ－ＯＣＯ－、
－ＯＣＯ－（ＣＨ２）ｚ－、－ＣＯＯ－（ＣＨ２）ｚ－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＦ２Ｏ－
、－ＯＣＦ２－又は－Ｃ≡Ｃ－（式中、Ｒａはそれぞれ独立して水素原子又は炭素原子数
１～３のアルキル基を表し、前記式中、ｚは１～４の整数を表す。）を表すが、
　Ｐ２１、Ｓｐ２１、及びＡ２１が複数存在する場合は、それぞれ同一であっても異なっ
ていても良い。）で表される重合性化合物が好ましい。
【０６５５】
　一般式（Ｉ－１）で表される重合性化合物と、上記一般式（ＩＩ）で表される重合性化
合物とを含む液晶組成物は、プレチルト角の変化による表示不良の発生をより低減できる
という観点で効果がある。
【０６５６】
　上記一般式（ＩＩ）において、当該一般式（ＩＩ）で表される化合物の１分子内に１又
は２以上のＰ２１－Ｓｐ２１－を有することが好ましく、４以下のＰ２１－Ｓｐ２１－を
有することが好ましく、前記一般式（ＩＩ）の１分子内に存在するＰ２１－Ｓｐ２１－の
数は、１以上４以下が好ましく、１以上３以下がより好ましく、上記一般式（ＩＩ）で表
される化合物の分子内におけるＰ２１－Ｓｐ２１－の数は、２又は３であることが特に好
ましい。
【０６５７】
　すなわち、一般式（ＩＩ）で表される化合物は、２つのベンゼン環と、必要により環Ａ
２１とが連結した構造であり、これら２つのベンゼン環および環Ａ２１においてＰ２１－
Ｓｐ２１－を少なくとも一つ有していることから、一般式（ＩＩ）で表される化合物は重
合性化合物としての作用・効果を奏する。
【０６５８】
　上記一般式（ＩＩ）において、Ｒ２０１、Ｒ２０２、Ｒ２０３、Ｒ２０４、Ｒ２０５、
Ｒ２０６、Ｒ２０７、Ｒ２０８、Ｒ２０９及びＲ２１０からなる群から選択される１種ま
たは２種以上がＰ２１－Ｓｐ２１－である場合は、Ｒ２０１、Ｒ２０２、Ｒ２０４、Ｒ２

０７、Ｒ２０９又はＲ２１０のいずれか１種または２種以上がＰ２１－Ｓｐ２１－である
ことが好ましく、Ｒ２０１及びＲ２１０がＰ２１－Ｓｐ２１－であることがより好ましい
。
【０６５９】
　上記一般式（ＩＩ）において、Ｒ２０１及びＲ２１０は、それぞれ独立して、Ｐ２１－
Ｓｐ２１－であることが好ましく、この場合、Ｒ２０１及びＲ２１０は同一のＰ２１－Ｓ
ｐ２１－であっても、異なるＰ２１－Ｓｐ２１－であってもよい。
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【０６６０】
　上記一般式（ＩＩ）において、Ｒ２０２、Ｒ２０３、Ｒ２０４、Ｒ２０５、Ｒ２０６、
Ｒ２０７、Ｒ２０８及びＲ２０９は、それぞれ独立して、Ｐ２１－Ｓｐ２１－、炭素原子
数１から３のアルキル基、フッ素原子又は水素原子であることが好ましく、Ｐ２１－Ｓｐ
２１－、フッ素原子又は水素原子であることが更に好ましく、フッ素原子又は水素原子で
あることがより好ましい。
【０６６１】
　Ｐ２１は上記一般式（Ｉ）に記載の式（Ｒ－１）又は式（Ｒ－２）であることが好まし
く、アクリル基またはメタクリル基であることがより好ましく、メタクリル基であること
がさらに好ましい。
【０６６２】
　Ｓｐ２１は、単結合又は炭素数１～３のアルキレン基であることが好ましく、単結合で
あることが更に好ましい。
【０６６３】
　上記一般式（ＩＩ）において、ｎ２１は、０又は１が好ましい。
【０６６４】
　上記一般式（ＩＩ）において、Ａ２１は、１，４－フェニレン基又はナフタレン－２，
６－ジイル基であることが好ましく、１，４－フェニレン基であることが更に好ましい。
【０６６５】
　上記一般式（ＩＩ）において、Ｌ２１は、単結合、－ＯＣＨ２－、－ＣＨ２Ｏ－、－Ｃ

２Ｈ４－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＣＨ＝ＣＨ－ＣＯＯ－、－ＣＨ＝ＣＨ－ＯＣＯ－
、－ＣＯＯ－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＯＣＯ－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ２Ｈ４－ＣＯＯ－、－Ｃ２Ｈ

４－ＯＣＯ－、－ＯＣＯ－Ｃ２Ｈ４－、－ＣＯＯ－Ｃ２Ｈ４－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＦ

２Ｏ－、－ＯＣＦ２－又は－Ｃ≡Ｃ－が好ましい。
【０６６６】
　一般式（ＩＩ）で表される重合性化合物の含有量は、０．０１から５質量％含有するが
、含有量の下限は０．０２質量％が好ましく、０．０３質量％が好ましく、０．０４質量
％が好ましく、０．０５質量％が好ましく、０．０６質量％が好ましく、０．０７質量％
が好ましく、０．０８質量％が好ましく、０．０９質量％が好ましく、０．１質量％が好
ましく、０．１５質量％が好ましく、０．２質量％が好ましく、０．２５質量％が好まし
く、０．３質量％が好ましく、０．３５質量％が好ましく、０．４質量％が好ましく、０
．５質量％が好ましく、０．５５質量％が好ましく、含有量の上限は、４．５質量％が好
ましく、４質量％が好ましく、３．５質量％が好ましく、３質量％が好ましく、２．５質
量％が好ましく、２質量％が好ましく、１．５質量％が好ましく、１質量％が好ましく、
０．９５質量％が好ましく、０．９質量％が好ましく、０．８５質量％が好ましく、０．
８質量％が好ましく、０．７５質量％が好ましく、０．７質量％が好ましく、０．６５質
量％が好ましく、０．６質量％が好ましく、０．５５質量％が好ましい。
【０６６７】
　本発明に係る液晶組成物全体（１００質量％）のうち、一般式（Ｉ－１）および一般式
（ＩＩ）で表される重合性化合物との合計含有量の上限値は、６質量％が好ましく、５．
８質量％が好ましく、５．５質量％が好ましく、５．２質量％が好ましく、５質量％が好
ましく、４．８質量％が好ましく、４．６質量％が好ましく、４．４質量％が好ましく、
４．２質量％が好ましく、４質量％が好ましく、３．５質量％が好ましく、３質量％が好
ましく、２．５質量％が好ましく、２質量％が好ましく、１．５質量％が好ましく、１質
量％が好ましく、０．９５質量％が好ましく、０．９質量％が好ましく、０．８５質量％
が好ましく、０．８質量％が好ましく、０．７５質量％が好ましく、０．７質量％が好ま
しく、０．６５質量％が好ましく、０．６質量％が好ましく、０．５５質量％が好ましい
。
前記一般式（Ｉ－１）および一般式（ＩＩ）で表される重合性化合物との合計含有量の下
限値は、０．０２質量％が好ましく、０．０３質量％が好ましく、０．０４質量％が好ま
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しく、０．０５質量％が好ましく、０．０６質量％が好ましく、０．０７質量％が好まし
く、０．０８質量％が好ましく、０．０９質量％が好ましく、０．１質量％が好ましく、
０．１５質量％が好ましく、０．２質量％が好ましく、０．２５質量％が好ましく、０．
３質量％が好ましく、０．３５質量％が好ましく、０．４質量％が好ましく、０．５質量
％が好ましい。
【０６６８】
　上記一般式（ＩＩ）で表される化合物は、下記一般式（ＩＩ－２）で表される化合物を
用いることが好ましい。
【０６６９】
【化１７０】

【０６７０】
（式中、Ｒ１０１、Ｒ１０２、Ｒ１０３、Ｒ１０４、Ｒ１０５、Ｒ１０６、Ｒ１０７及び
Ｒ１０８は、それぞれ独立して、Ｐ１３－Ｓｐ１３－、フッ素原子に置換されてもよい炭
素原子数１から１８のアルキル基、フッ素原子に置換されてもよい炭素原子数１から１８
のアルコキシ基、フッ素原子又は水素原子のいずれかを表すが、Ｒ１０１、Ｒ１０２、Ｒ
１０３、Ｒ１０４、Ｒ１０５、Ｒ１０６、Ｒ１０７及びＲ１０８の少なくとも１つ以上は
、フッ素原子に置換されてもよい炭素原子数１から１８のアルコキシ基を表し、
　Ｐ１１、Ｐ１２及び存在するＰ１３は、それぞれ独立して、式（Ｒ－２－１）から式（
Ｒ－２－９）
【０６７１】
【化１７１】
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【０６７２】
（式中、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１４及びＲ１５は、それぞれ独立して、炭素原子数
１から５のアルキル基、フッ素原子又は水素原子のいずれかを表し、ｍｒ５、ｍｒ７、ｎ
ｒ５及びｒ７は、それぞれ独立して、０、１、又は２を表す。）から選ばれる基を表し、
　Ｓｐ１１、Ｓｐ１２及び存在するＳｐ１３は、それぞれ独立して、単結合又は炭素原子
数１～１５のアルキレン基を表し、該アルキレン基中の１個の－ＣＨ２－又は隣接してい
ない２個以上の－ＣＨ２－は、酸素原子が直接隣接しないように、－Ｏ－、－ＯＣＯ－又
は－ＣＯＯ－で置換されても良く、
　Ｐ１３及びＳｐ１３が複数存在する場合は、それぞれ、同一であっても異なっていても
良い。）
　上記一般式（ＩＩ－２）において、Ｒ１０１、Ｒ１０２、Ｒ１０３、Ｒ１０４、Ｒ１０

５、Ｒ１０６、Ｒ１０７及びＲ１０８は、それぞれ独立して、Ｐ１３－Ｓｐ１３－、フッ
素原子に置換されてもよい炭素原子数１から１８のアルキル基、フッ素原子に置換されて
もよい炭素原子数１から１８のアルコキシ基、フッ素原子又は水素原子のいずれかを表す
が、この場合、前記アルキル基およびアルコキシ基の好ましい炭素原子数は、１～１６で
あり、より好ましくは１～１０であり、さらに好ましくは１～８であり、よりさらに好ま
しくは１～６であり、さらにより好ましくは１～４である。また、前記アルキル基および
アルコキシ基は、直鎖状または分岐状であってもよいが、直鎖状が特に好ましい。
【０６７３】
　また、Ｒ１０１、Ｒ１０２、Ｒ１０３、Ｒ１０４、Ｒ１０５、Ｒ１０６、Ｒ１０７及び
Ｒ１０８の少なくとも１つ以上が、フッ素原子に置換されてもよい炭素原子数１から１８
のアルコキシ基を表すが、この場合、前記アルコキシ基の好ましい炭素原子数は、１～１
５であり、より好ましくは１～１１であり、さらに好ましくは１～７であり、よりさらに
好ましくは１～５であり、さらにより好ましくは１～３であり、特に好ましくは１である
。また、前記アルコキシ基は、直鎖状または分岐状であってもよいが、直鎖状が特に好ま
しい。
【０６７４】
　上記一般式（ＩＩ－２）において、Ｒ１０１、Ｒ１０２、Ｒ１０３、Ｒ１０４、Ｒ１０

５、Ｒ１０６、Ｒ１０７及びＲ１０８は、それぞれ独立して、Ｐ１３－Ｓｐ１３－、フッ
素原子に置換されてもよい炭素原子数１から３のアルコキシ基、フッ素原子又は水素原子
のいずれかを表すことが好ましく、Ｐ１３－Ｓｐ１３－、炭素原子数１から３のアルコキ
シ基又は水素原子のいずれかを表すことが更に好ましい。
【０６７５】
　前記フッ素原子に置換されてもよい炭素原子数１から１８のアルコキシ基としては、直
鎖状のアルコキシ基が好ましく、メトキシ基、エトキシ基、プロポキシ基もしくはブトキ
シ基またはこれらの基の水素原子がフッ素原子に置換されたフッ化アルコキシ基などが挙
げられ、その内、メトキシ基、エトキシ基、プロポキシ基、モノフルオロメトキシ基、ジ
フルオロメトキシ基、トリフルオロメトキシ基が好ましく、メトキシ基またはエトキシ基
が更により好ましく、メトキシ基が特に好ましい。
【０６７６】
　上記一般式（ＩＩ－２）において、炭素原子数１から１８のアルコキシ基、特に炭素原
子数１から５のアルコキシ基を分子内に備えているとＵＶ吸収端が長くなるため、重合工
程の紫外線照射時に、効率的な光吸収が可能になるため重合性化合物の重合速度が速くな
るという観点で好ましい。また、炭素原子数が増えるごとに置換基が嵩高くなり、重合速
度及び重合度の低下を引き起こしやすくなるため、メトキシ基であることが特に好ましい
。
【０６７７】
　上記一般式（ＩＩ－２）において、メトキシ基を置換したベンゼン環からなる２環の重
合性化合物を含有する液晶組成物は、プレチルト角の変化による表示不良の発生を少なく
すると共に、重合性化合物の重合速度を速くできるという観点で好ましい。メトキシ基を
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置換した単環の重合性化合物を含有する液晶組成物は、重合性化合物の重合速度が遅いた
め、プレチルト角の形成及び重合性化合物の残留量の低減に必要な紫外線照射時間が長く
なる。また、メトキシ基を置換したベンゼン環からなる３環の重合性化合物を含有する液
晶組成物は、重合性化合物の残留量は少なくなるものの、プレチルト角の変化による表示
不良が発生しやすい。
【０６７８】
　上記一般式（ＩＩ－２）において、Ｒ１０１、Ｒ１０２、Ｒ１０３、Ｒ１０４、Ｒ１０

５、Ｒ１０６、Ｒ１０７及びＲ１０８のうち、フッ素原子に置換されてもよい炭素原子数
１から１８のアルコキシ基を表すものの数が、１以上３以下であることが好ましく、１以
上２以下であることがより好ましく、１であることが特に好ましい。
【０６７９】
　上記一般式（ＩＩ－２）において、Ｒ１０１、Ｒ１０２、Ｒ１０３、Ｒ１０４、Ｒ１０

５、Ｒ１０６、Ｒ１０７及びＲ１０８のいずれか３つがフッ素原子に置換されてもよい炭
素原子数１から１８のアルコキシ基である場合の態様としては、Ｒ１０１、Ｒ１０４及び
Ｒ１０７の３つの基の組み合わせ、Ｒ１０１、Ｒ１０３及びＲ１０６の３つの基の組み合
わせ、又はＲ１０１、Ｒ１０２及びＲ１０４の３つの基の組み合わせがフッ素原子に置換
されてもよい炭素原子数１から１８のアルコキシ基を表すことが好ましい。
【０６８０】
　上記一般式（ＩＩ－２）において、Ｒ１０１、Ｒ１０２、Ｒ１０３、Ｒ１０４、Ｒ１０

５、Ｒ１０６、Ｒ１０７及びＲ１０８のいずれか２つがフッ素原子に置換されてもよい炭
素原子数１から１８のアルコキシ基である場合の態様としては、Ｒ１０１及びＲ１０４の
２つの基の組み合わせ、Ｒ１０１及びＲ１０２の２つの基の組み合わせ、又はＲ１０１及
びＲ１０６の２つの基の組み合わせがフッ素原子に置換されてもよい炭素原子数１から１
８のアルコキシ基を表すことが好ましい。
【０６８１】
　上記一般式（ＩＩ－２）において、Ｒ１０１、Ｒ１０２、Ｒ１０３、Ｒ１０４、Ｒ１０

５、Ｒ１０６、Ｒ１０７及びＲ１０８のいずれか１つがフッ素原子に置換されてもよい炭
素原子数１から１８のアルコキシ基である場合の態様としては、Ｒ１０１又はＲ１０２が
フッ素原子に置換されてもよい炭素原子数１から１８のアルコキシ基を表すことが好まし
く、Ｒ１０１又はＲ１０２がフッ素原子に置換されてもよい炭素原子数１から５のアルコ
キシ基を表すことが特に好ましい。
【０６８２】
　Ｒ１０１がフッ素原子に置換されてもよい炭素原子数１から１８のアルコキシ基を表す
場合、ＵＶ吸収端が長くなるため、重合工程の紫外線照射時に効率的に光吸収が可能にな
るため重合性化合物の重合速度が速くなるという観点で好ましい。
【０６８３】
　Ｒ１０２がフッ素原子に置換されてもよい炭素原子数１から１８のアルコキシ基を表す
場合、溶解性を高める観点で好ましい。
【０６８４】
　上記一般式（ＩＩ－２）において、Ｒ１０１、Ｒ１０２、Ｒ１０３、Ｒ１０４、Ｒ１０

５、Ｒ１０６、Ｒ１０７及びＲ１０８のうち、Ｐ１３－Ｓ１３－を表すものの数は、０、
１又は２であることが好ましく、０又は１であることがより好ましく、０であることが特
に好ましい。
【０６８５】
　上記一般式（ＩＩ－２）において、Ｒ１０１、Ｒ１０２、Ｒ１０３、Ｒ１０４、Ｒ１０

５、Ｒ１０６、Ｒ１０７及びＲ１０８のうち、Ｐ１３－Ｓ１３－を表すものの数が１つ以
上である場合、Ｒ１０１、Ｒ１０４、Ｒ１０５及びＲ１０８のうち１又は２つ以上がＰ１

３－Ｓ１３－を表すことが好ましい。
【０６８６】
　また、Ｐ１１、Ｐ１２及びＰ１３は、全て同一の重合性基（式（Ｒ－１）～（Ｒ－９）
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）であっても、異なる重合性基でもよい。
【０６８７】
　上記一般式（ＩＩ－２）において、Ｐ１１、Ｐ１２及びＰ１３は、それぞれ独立して、
式（Ｒ－１）、式（Ｒ－２）、式（Ｒ－３）、式（Ｒ－４）、式（Ｒ－５）または式（Ｒ
－７）であることが好ましく、式（Ｒ－１）、式（Ｒ－２）、式（Ｒ－３）または式（Ｒ
－４）であることがより好ましく、式（Ｒ－１）であることがより好ましく、アクリル基
またはメタクリル基であることが更に好ましい。
【０６８８】
　Ｐ１１及びＰ１２の少なくとも一方が、式（Ｒ－１）であることが好ましく、アクリル
基又はメタクリル基であることがより好ましく、メタクリル基であることがさらに好まし
く、Ｐ１１及びＰ１２がメタクリル基であることが特に好ましい。
【０６８９】
　例えば、上記一般式（ＩＩ－２）において、Ｒ１０１、Ｒ１０２、Ｒ１０３、Ｒ１０４

、Ｒ１０５、Ｒ１０６、Ｒ１０７及びＲ１０８は、それぞれ独立して、フッ素原子に置換
されてもよい炭素原子数１から１８のアルキル基、フッ素原子に置換されてもよい炭素原
子数１から１８のアルコキシ基、フッ素原子又は水素原子のいずれかを表すが、Ｒ１０１

、Ｒ１０２、Ｒ１０３、Ｒ１０４、Ｒ１０５、Ｒ１０６、Ｒ１０７及びＲ１０８の１つま
たは２つは、炭素原子数１から１８のアルコキシ基を表す場合、Ｐ１１およびＰ１２は、
それぞれ独立して、式（Ｒ－１）であることが好ましく、Ｐ１１およびＰ１２の少なくと
も一方が、メタクリル基であることが好ましい。
【０６９０】
　Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１４及びＲ１５は、それぞれ独立して、メチル基又は水素
原子であることが好ましく、重合性化合物の重合速度を重視する場合は水素原子であるこ
とが好ましく、プレチルト角の変化による表示不良の低減を重視する場合はメチル基であ
ることが好ましい。
【０６９１】
　上記一般式（ＩＩ－２）において、Ｓｐ１１、Ｓｐ１２及び存在するＳ１３は、それぞ
れ独立して、単結合又は炭素原子数１～５のアルキレン基であることが好ましく、単結合
であることが特に好ましい。Ｓ１１、Ｓ１２及びＳ１３が単結合である場合、紫外線照射
後の重合性化合物の残留量が十分に少なく、プレチルト角の変化による表示不良が発生し
にくくなる。
【０６９２】
　本発明に係る液晶組成物全体（１００質量％）のうち、一般式（Ｉ－１）および一般式
（ＩＩ－２）で表される重合性化合物との合計含有量の上限値は、６質量％が好ましく、
５．８質量％が好ましく、５．５質量％が好ましく、５．２質量％が好ましく、５質量％
が好ましく、４．８質量％が好ましく、４．６質量％が好ましく、４．４質量％が好まし
く、４．２質量％が好ましく、４質量％が好ましく、３．５質量％が好ましく、３質量％
が好ましく、２．５質量％が好ましく、２質量％が好ましく、１．５質量％が好ましく、
１質量％が好ましく、０．９５質量％が好ましく、０．９質量％が好ましく、０．８５質
量％が好ましく、０．８質量％が好ましく、０．７５質量％が好ましく、０．７質量％が
好ましく、０．６５質量％が好ましく、０．６質量％が好ましく、０．５５質量％が好ま
しい。
前記一般式（Ｉ－１）および一般式（ＩＩ－２）で表される重合性化合物との合計含有量
の下限値は、０．０２質量％が好ましく、０．０３質量％が好ましく、０．０４質量％が
好ましく、０．０５質量％が好ましく、０．０６質量％が好ましく、０．０７質量％が好
ましく、０．０８質量％が好ましく、０．０９質量％が好ましく、０．１質量％が好まし
く、０．１５質量％が好ましく、０．２質量％が好ましく、０．２５質量％が好ましく、
０．３質量％が好ましく、０．３５質量％が好ましく、０．４質量％が好ましく、０．５
質量％が好ましい。
【０６９３】
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　本発明に係る一般式（ＩＩ－２）で表される重合性化合物として、具体的には、一般式
（ＩＩ－１－１－１）から（ＩＩ－１－１－２）、一般式（ＩＩ－１－２－１）から（Ｉ
Ｉ－１－２－７）、一般式（ＩＩ－１－３－１）から（ＩＩ－１－３－９）、一般式（Ｉ
Ｉ－１－４－１）から（ＩＩ－１－４－４）、一般式（ＩＩ－１－５－１）から（ＩＩ－
１－５－２）、一般式（ＩＩ－１－６－１）から（ＩＩ－１－６－４）、一般式（ＩＩ－
１－７－１）から（ＩＩ－１－７－６）で表される化合物が好ましい。
【０６９４】
【化１７２】

【０６９５】
【化１７３】

【０６９６】
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【化１７４】

【０６９７】
【化１７５】

【０６９８】
【化１７６】

【０６９９】
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【化１７７】

【０７００】
【化１７８】

【０７０１】
　上記式中、ＲＭ１、ＲＭ２及びＲＭ３は、それぞれ独立して、炭素原子数１から５のア
ルキル基、フッ素原子又は水素原子のいずれかを表すが、炭素原子数１のアルキル基又は
水素原子を表すことがより好ましい。
【０７０２】
　上記一般式（ＩＩ－１－１－１）から（ＩＩ－１－１－２）、一般式（ＩＩ－１－２－
１）から（ＩＩ－１－２－７）、一般式（ＩＩ－１－３－１）から（ＩＩ－１－３－９）
、一般式（ＩＩ－１－４－１）から（ＩＩ－１－４－４）、一般式（ＩＩ－１－５－１）
から（ＩＩ－１－５－２）、一般式（ＩＩ－１－６－１）から（ＩＩ－１－６－４）、一
般式（ＩＩ－１－７－１）から（ＩＩ－１－７－６）で表される化合物のうち、一般式（
ＩＩ－１－１－１）、（ＩＩ－１－１－２）、（ＩＩ－１－４－１）、（ＩＩ－１－４－
２）、（ＩＩ－１－７－１）及び（ＩＩ－１－７－２）がより好ましく、一般式（ＩＩ－
１－１－１）及び（ＩＩ－１－１－２）が更に好ましく、一般式（ＩＩ－１－１－１）が
特に好ましい。
【０７０３】
　上記一般式（Ｉ－１）で表される重合性化合物と共に、上記一般式（ＩＩ－１－１－１
）のような重合性化合物を併用して含有する液晶組成物は、応答性能に優れ、なおかつ、
十分なプレチルト角を有し、重合性化合物の残留量が少なく、プレチルトの変化等に起因
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ＳＶＡ型液晶表示素子を効率よく製造できるため、特に好ましい。　本発明に係る一般式
（ＩＩ）で表される化合物は、一般式（ＩＶ）で表される重合性化合物であることが好ま
しい。
【０７０４】
【化１７９】

【０７０５】
　上記一般式（ＩＶ）中、Ｒ７及びＲ８は、それぞれ独立して、下記の式（Ｒ－１）から
式（Ｒ－１５）のいずれかを表す。
【０７０６】

【化１８０】

【０７０７】
　上記式（Ｒ－１）～式（Ｒ－１５）で表される１５個の重合性官能基はラジカル重合、
ラジカル付加重合、カチオン重合及びアニオン重合により硬化する。特に重合方法として
紫外線重合を行う場合には、式（Ｒ－１）、式（Ｒ－２）、式（Ｒ－４）、式（Ｒ－５）
、式（Ｒ－７）、式（Ｒ－１１）、式（Ｒ－１３）又は式（Ｒ－１５）が好ましく、式（
Ｒ－１）、式（Ｒ－２）、式（Ｒ－７）、式（Ｒ－１１）又は式（Ｒ－１３）がより好ま
しく、式（Ｒ－１）又は式（Ｒ－２）がより好ましい。
【０７０８】
　上記一般式（ＩＶ）中、Ｘ１からＸ８は、それぞれ独立して、トリフルオロメチル基、
フッ素原子または水素原子を表す。
【０７０９】
　上記一般式（ＩＶ）中、Ｒ７及びＲ８は、それぞれ独立して、メタクリル基またはアク
リル基であることが好ましい。
【０７１０】
　前記一般式（ＩＶ）で表される化合物は、式（ＩＶ－１１）～式（ＩＶ－１５）からな
る群から選択される１種または２種以上であることが更に好ましく、式（ＩＶ－１１）で
あることが特に好ましい。
【０７１１】
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【０７１２】
　一般式（ＩＶ－１１）から一般式（ＩＶ－１５）中、Ｒ７及びＲ８は、それぞれ独立し
て、メタクリル基又はアクリル基を表す。
【０７１３】
　一般式（ＩＶ－１１）から一般式（ＩＶ－１５）で表される重合性化合物と一般式（Ｉ
－１）とを併用した場合、更に良好な配向状態が得られる。
【０７１４】
　本発明に係る一般式（ＩＩ）で表される化合物は、具体的には、例えば一般式（ＸＸ－
１）から一般式（ＸＸ－１３）で表される化合物が好ましく、一般式（ＸＸ－１）から一
般式（ＸＸ－７）が更に好ましい。
【０７１５】
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【０７１６】
　一般式（ＸＸ－８）から一般式（ＸＸ－１３）中、Ｓｐｘｘは炭素原子数１～８のアル
キレン基または－Ｏ－（ＣＨ２）ｓ－（式中、ｓは１から７の整数を表し、酸素原子は環
に結合するものとする。）を表す。
【０７１７】
　一般式（ＸＸ－１）から一般式（ＸＸ－１３）中、１，４－フェニレン基中の水素原子
は、更に、－Ｆ、－Ｃｌ、－ＣＦ３、－ＣＨ３または式（Ｒ－１）から式（Ｒ－１５）の
いずれかによって置換されていても良い。
【０７１８】
　また、一般式（ＩＩ）で表される化合物として、例えば、式（Ｍ１）から式（Ｍ１８）
で表される重合性化合物が好ましい。
【０７１９】
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【０７２０】
　また、式（Ｍ１９）から式（Ｍ３４）で表される重合性化合物も好ましい。
【０７２１】
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【化１８４】

【０７２２】
【化１８５】

【０７２３】
　式（Ｍ１９）から式（Ｍ３４）中の１，４－フェニレン基及びナフタレン基中の１つ又
は２つ以上の水素原子は、更に、それぞれ独立して－Ｆ、－Ｃｌ、－ＣＦ３、－ＣＨ３に
よって置換されていても良い。
【０７２４】
　また、一般式（ＩＩ）で表される化合物は、式（Ｍ３５）～式（Ｍ６５）で表される重
合性化合物も好ましい。
【０７２５】
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【化１８６】

【０７２６】
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【０７２７】
【化１８８】

【０７２８】
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【化１８９】

【０７２９】
【化１９０】

【０７３０】
　本発明に係る液晶組成物において、式（Ｍ１）～式（Ｍ６５）で表される重合性化合物
の液晶組成物全体に対する含有量は、０．０１から５質量％含有するが、含有量の下限は
０．０２質量％が好ましく、０．０３質量％が好ましく、０．０４質量％が好ましく、０
．０５質量％が好ましく、０．０６質量％が好ましく、０．０７質量％が好ましく、０．
０８質量％が好ましく、０．０９質量％が好ましく、０．１質量％が好ましく、０．１５
質量％が好ましく、０．２質量％が好ましく、０．２５質量％が好ましく、０．３質量％
が好ましく、０．３５質量％が好ましく、０．４質量％が好ましく、０．５質量％が好ま
しく、０．５５質量％が好ましく、含有量の上限は４．５質量％が好ましく、４質量％が
好ましく、３．５質量％が好ましく、３質量％が好ましく、２．５質量％が好ましく、２
質量％が好ましく、１．５質量％が好ましく、１質量％が好ましく、０．９５質量％が好
ましく、０．９質量％が好ましく、０．８５質量％が好ましく、０．８質量％が好ましく
、０．７５質量％が好ましく、０．７質量％が好ましく、０．６５質量％が好ましく、０
．６質量％が好ましく、０．５５質量％が好ましい。
【０７３１】
　本発明の液晶組成物は、上述の化合物以外に、通常のネマチック液晶、スメクチック液
晶、コレステリック液晶、酸化防止剤、紫外線吸収剤、光安定剤又は赤外線吸収剤等を含
有しても良い。
【０７３２】
　酸化防止剤として、一般式（Ｈ－１）から一般式（Ｈ－４）で表されるヒンダードフェ
ノールが挙げられる。
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【０７３３】
【化１９１】

【０７３４】
　一般式（Ｈ－１）から一般式（Ｈ－４）中、ＲＨ１は炭素原子数１から１０のアルキル
基、炭素原子数１から１０のアルコキシ基、炭素原子数２から１０のアルケニル基又は炭
素原子数２から１０のアルケニルオキシ基を表すが、基中に存在する１個の－ＣＨ２－又
は非隣接の２個以上の－ＣＨ２－はそれぞれ独立的に－Ｏ－又は－Ｓ－に置換されても良
く、また、基中に存在する１個又は２個以上の水素原子はそれぞれ独立的にフッ素原子又
は塩素原子に置換されても良い。更に具体的には、炭素原子数２から７のアルキル基、炭
素原子数２から７のアルコキシ基、炭素原子数２から７のアルケニル基又は炭素原子数２
から７のアルケニルオキシ基であることが好ましく、炭素原子数３から７のアルキル基又
は炭素原子数２から７のアルケニル基であることが更に好ましい。
【０７３５】
　一般式（Ｈ－４）中、ＭＨ４は炭素原子数１から１５のアルキレン基（該アルキレン基
中の１つ又は２つ以上の－ＣＨ２－は、酸素原子が直接隣接しないように、－Ｏ－、－Ｃ
Ｏ－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－に置換されていても良い。）、－ＯＣＨ２－、－ＣＨ２Ｏ
－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＣＦ２Ｏ－、－ＯＣＦ２－、－ＣＦ２ＣＦ２－、－ＣＨ
＝ＣＨ－ＣＯＯ－、－ＣＨ＝ＣＨ－ＯＣＯ－、－ＣＯＯ－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＯＣＯ－ＣＨ
＝ＣＨ－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－、単結合、１，４－フェニレン基（１，４－フェ
ニレン基中の任意の水素原子はフッ素原子により置換されていても良い。）又はトランス
－１，４－シクロヘキシレン基を表すが、炭素原子数１から１４のアルキレン基であるこ
とが好ましく、揮発性を考慮すると炭素原子数は大きい数値が好ましいが、粘度を考慮す
ると炭素原子数は大き過ぎない方が好ましいことから、炭素原子数２から１２が更に好ま
しく、炭素原子数３から１０が更に好ましく、炭素原子数４から１０が更に好ましく、炭
素原子数５から１０が更に好ましく、炭素原子数６から１０が更に好ましい。
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【０７３６】
　一般式（Ｈ－１）から一般式（Ｈ－４）中、１，４－フェニレン基中の１個又は非隣接
の２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝によって置換されていても良い。また、１，４－フェニレ
ン基中の水素原子はそれぞれ独立的に、フッ素原子又は塩素原子で置換されていても良い
。
【０７３７】
　一般式（Ｈ－１）から一般式（Ｈ－４）中、１，４－シクロヘキシレン基中の１個又は
非隣接の２個以上の－ＣＨ２－は－Ｏ－又は－Ｓ－によって置換されていても良い。また
、１，４－シクロヘキシレン基中の水素原子はそれぞれ独立的に、フッ素原子又は塩素原
子で置換されていても良い。
【０７３８】
　更に具体的には、例えば、式（Ｈ－１１）から式（Ｈ－１５）が挙げられる。
【０７３９】
【化１９２】

【０７４０】
　本発明の液晶組成物に酸化防止剤が含有する場合、１０質量ｐｐｍ以上が好ましく、２
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０質量ｐｐｍ以上が好ましく、５０質量ｐｐｍ以上が好ましい。酸化防止剤の含有する場
合の上限は１００００質量ｐｐｍであるが、１０００質量ｐｐｍが好ましく、５００質量
ｐｐｍが好ましく、１００質量ｐｐｍが好ましい。
【０７４１】
　本発明の液晶組成物は、２０℃における屈折率異方性（Δｎ）が０．０８から０．１４
であるが、０．０９から０．１３がより好ましく、０．０９から０．１２が特に好ましい
。更に詳述すると、薄いセルギャップに対応する場合は０．１０から０．１３であること
が好ましく、厚いセルギャップに対応する場合は０．０８から０．１０であることが好ま
しい。
【０７４２】
　本発明の液晶組成物は、２０℃における粘度（η）が１０から５０ｍＰａ・ｓであるが
、１０から４５ｍＰａ・ｓであることが好ましく、１０から４０ｍＰａ・ｓであることが
好ましく、１０から３５ｍＰａ・ｓであることが好ましく、１０から３０ｍＰａ・ｓであ
ることが好ましく、１０から２５ｍＰａ・ｓであることが更に好ましく、１０から２２ｍ
Ｐａ・ｓであることが特に好ましい。
【０７４３】
　本発明の液晶組成物は、２５℃における回転粘性（γ１）が５０から１６０ｍＰａ・ｓ
であるが、５５から１６０ｍＰａ・ｓであることが好ましく、６０から１６０ｍＰａ・ｓ
であることが好ましく、６０から１５０ｍＰａ・ｓであることが好ましく、６０から１４
０ｍＰａ・ｓであることが好ましく、６０から１３０ｍＰａ・ｓであることが好ましく、
６０から１２５ｍＰａ・ｓであることが好ましく、６０から１２０ｍＰａ・ｓであること
がより好ましく、６０から１１５ｍＰａ・ｓであることがより好ましく、６０から１１０
ｍＰａ・ｓであることがより好ましく、６０から１００ｍＰａ・ｓであることが特に好ま
しい。
【０７４４】
　本発明の液晶組成物は、ネマチック相－等方性液体相転移温度（Ｔｎｉ）が６０℃から
１２０℃であるが、７０℃から１００℃がより好ましく、７０℃から８５℃が特に好まし
い。
【０７４５】
　本発明に係る液晶組成物の好適な実施形態は、液晶組成物全体が正の誘電率異方性を示
す場合と、液晶組成物全体が負の誘電率異方性を示す場合と、に分けることが好ましい。
【０７４６】
　例えば、本発明に係る液晶組成物全体が正の誘電率異方性を示す場合、一般式（Ｉ－１
）で表される重合性化合物と、一般式（Ｊ）で表される化合物から選ばれる化合物を１種
類又は２種類以上と、一般式（Ｌ）で表される化合物と、必要に応じて一般式（ＩＩ－１
）で表される重合性化合物とを含むことが好ましい。
【０７４７】
　本発明に係る液晶組成物全体のうち、一般式（Ｉ－１）、一般式（Ｊ）および一般式（
Ｌ）で表される化合物のみから構成される成分の占める割合の上限値は、１００質量％、
９９質量％、９８質量％、９７質量％、９６質量％、９５質量％、９４質量％、９３質量
％、９２質量％、９１質量％、９０質量％、８９質量％、８８質量％、８７質量％、８６
質量％、８５質量％、８４質量％であることが好ましい。
【０７４８】
　また、本発明に係る液晶組成物全体のうち、一般式（Ｉ－１）、一般式（Ｊ）および一
般式（Ｌ）で表される化合物のみから構成される成分の占める割合の下限値は、７８質量
％、８０質量％、８１質量％、８３質量％、８５質量％、８６質量％、８７質量％、８８
質量％、８９質量％、９０質量％、９１質量％、９２質量％、９３質量％、９４質量％、
９５質量％、９６質量％、９７質量％、９８質量％、９９質量％であることが好ましい。
【０７４９】
　本発明に係る液晶組成物全体のうち、一般式（Ｉ－１）、一般式（Ｍ）および一般式（
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Ｌ）で表される化合物のみから構成される成分の占める割合の上限値は、１００質量％、
９９質量％、９８質量％、９７質量％、９６質量％、９５質量％、９４質量％、９３質量
％、９２質量％、９１質量％、９０質量％、８９質量％、８８質量％、８７質量％、８６
質量％、８５質量％、８４質量％であることが好ましい。
【０７５０】
　また、本発明に係る液晶組成物全体のうち、一般式（Ｉ－１）、一般式（Ｍ）および一
般式（Ｌ）で表される化合物のみから構成される成分の占める割合の下限値は、７８質量
％、８０質量％、８１質量％、８３質量％、８５質量％、８６質量％、８７質量％、８８
質量％、８９質量％、９０質量％、９１質量％、９２質量％、９３質量％、９４質量％、
９５質量％、９６質量％、９７質量％、９８質量％、９９質量％であることが好ましい。
【０７５１】
　例えば、本発明に係る液晶組成物全体が負の誘電率異方性を示す場合、一般式（Ｉ－１
）で表される重合性化合物と、一般式（Ｎ－１）、（Ｎ－２）及び（Ｎ－３）で表される
化合物から選ばれる化合物を１種類又は２種類以上と、一般式（Ｌ）で表される化合物と
、必要に応じて一般式（ＩＩ－１）で表される重合性化合物とを含むことが好ましい。
【０７５２】
　本発明に係る液晶組成物全体のうち、一般式（Ｉ－１）で表される重合性化合物と、一
般式（Ｎ－１）、一般式（Ｎ－２）、一般式（Ｎ－３）で表される化合物から選ばれる化
合物を１種類又は２種類以上と、一般式（Ｌ）で表される化合物のみから構成される成分
の占める割合の上限値は、１００質量％、９９質量％、９８質量％、９７質量％、９６質
量％、９５質量％、９４質量％、９３質量％、９２質量％、９１質量％、９０質量％、８
９質量％、８８質量％、８７質量％、８６質量％、８５質量％、８４質量％であることが
好ましい。
【０７５３】
　また、本発明に係る液晶組成物全体のうち、一般式（Ｉ－１）で表される重合性化合物
と、一般式（Ｎ－１）、一般式（Ｎ－２）、一般式（Ｎ－３）で表される化合物から選ば
れる化合物を１種類又は２種類以上と、一般式（Ｌ）で表される化合物のみから構成され
る成分の占める割合の下限値は、７８質量％、８０質量％、８１質量％、８３質量％、８
５質量％、８６質量％、８７質量％、８８質量％、８９質量％、９０質量％、９１質量％
、９２質量％、９３質量％、９４質量％、９５質量％、９６質量％、９７質量％、９８質
量％、９９質量％であることが好ましい。
【０７５４】
　本発明に係る液晶組成物全体のうち、一般式（Ｉ－１）、一般式（Ｎ－１ａ）、一般式
（Ｎ－１ｂ）、一般式（Ｎ－１ｃ）、一般式（Ｎ－１ｄ）、一般式（Ｎ－１ｅ）および一
般式（Ｌ）で表される化合物のみから構成される成分の占める割合の上限値は、１００質
量％、９９質量％、９８質量％、９７質量％、９６質量％、９５質量％、９４質量％、９
３質量％、９２質量％、９１質量％、９０質量％、８９質量％、８８質量％、８７質量％
、８６質量％、８５質量％、８４質量％であることが好ましい。
【０７５５】
　また、本発明に係る液晶組成物全体のうち、一般式（Ｉ－１）、一般式（Ｎ－１ａ）、
一般式（Ｎ－１ｂ）、一般式（Ｎ－１ｃ）、一般式（Ｎ－１ｄ）、一般式（Ｎ－１ｅ）お
よび一般式（Ｌ）で表される化合物のみから構成される成分の占める割合の下限値は、７
８質量％、８０質量％、８１質量％、８３質量％、８５質量％、８６質量％、８７質量％
、８８質量％、８９質量％、９０質量％、９１質量％、９２質量％、９３質量％、９４質
量％、９５質量％、９６質量％、９７質量％、９８質量％、９９質量％であることが好ま
しい。
【０７５６】
　本発明に係る液晶組成物全体のうち、一般式（Ｉ－１）、一般式（Ｎ－１－４）、一般
式（Ｎ－１ｂ）、一般式（Ｎ－１ｃ）、一般式（Ｎ－１ｄ）、一般式（Ｎ－１ｅ）および
一般式（Ｌ）で表される化合物のみから構成される成分の占める割合の上限値は、１００
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質量％、９９質量％、９８質量％、９７質量％、９６質量％、９５質量％、９４質量％、
９３質量％、９２質量％、９１質量％、９０質量％、８９質量％、８８質量％、８７質量
％、８６質量％、８５質量％、８４質量％であることが好ましい。
【０７５７】
　また、本発明に係る液晶組成物全体のうち、一般式（Ｉ－１）、一般式（Ｎ－１－４）
、一般式（Ｎ－１ｂ）、一般式（Ｎ－１ｃ）、一般式（Ｎ－１ｄ）、一般式（Ｎ－１ｅ）
および一般式（Ｌ）で表される化合物のみから構成される成分の占める割合の下限値は、
７８質量％、８０質量％、８１質量％、８３質量％、８５質量％、８６質量％、８７質量
％、８８質量％、８９質量％、９０質量％、９１質量％、９２質量％、９３質量％、９４
質量％、９５質量％、９６質量％、９７質量％、９８質量％、９９質量％であることが好
ましい。
【０７５８】
　本発明に係る液晶組成物全体のうち、一般式（Ｉ－１）、一般式（Ｎ－１ａ）、一般式
（Ｎ－１ｂ）、一般式（Ｎ－１ｃ）、一般式（Ｎ－１ｄ）、一般式（Ｎ－１ｅ）、一般式
（Ｌ－１）、一般式（Ｌ－３）、一般式（Ｌ－４）、一般式（Ｌ－５）および一般式（Ｌ
－６）で表される化合物のみから構成される成分の占める割合の上限値は、１００質量％
、９９質量％、９８質量％、９７質量％、９６質量％、９５質量％、９４質量％、９３質
量％、９２質量％、９１質量％、９０質量％、８９質量％、８８質量％、８７質量％、８
６質量％、８５質量％、８４質量％、８３質量％、８２質量％、８１質量％、８０質量％
であることが好ましい。
【０７５９】
　また、本発明に係る液晶組成物全体のうち、一般式（Ｉ－１）、一般式（Ｎ－１ａ）、
一般式（Ｎ－１ｂ）、一般式（Ｎ－１ｃ）、一般式（Ｎ－１ｄ）、一般式（Ｎ－１ｅ）お
よび一般式（Ｌ－１）、一般式（Ｌ－３）、一般式（Ｌ－４）、一般式（Ｌ－５）および
一般式（Ｌ－６）で表される化合物のみから構成される成分の占める割合の下限値は、６
８質量％、７０質量％、７１質量％、７３質量％、７５質量％、７８質量％、８０質量％
、８１質量％、８３質量％、８５質量％、８６質量％、８７質量％、８８質量％、８９質
量％、９０質量％、９１質量％、９２質量％、９３質量％、９４質量％、９５質量％、９
６質量％、９７質量％、９８質量％、９９質量％であることが好ましい。
【０７６０】
　本発明に係る液晶組成物全体のうち、一般式（Ｉ－１）、一般式（Ｎ－１ａ）、一般式
（Ｌ－１）、一般式（Ｌ－３）、一般式（Ｌ－４）、一般式（Ｌ－５）および一般式（Ｌ
－６）で表される化合物のみから構成される成分の占める割合の上限値は、１００質量％
、９９質量％、９８質量％、９７質量％、９６質量％、９５質量％、９４質量％、９３質
量％、９２質量％、９１質量％、９０質量％、８９質量％、８８質量％、８７質量％、８
６質量％、８５質量％、８４質量％、８３質量％、８２質量％、８１質量％、８０質量％
、７９質量％、７８質量％、７７質量％、７６質量％、７５質量％、７４質量％、７３質
量％、７２質量％、７１質量％、７０質量％、６９質量％、６８質量％、６７質量％、６
６質量％、６５質量％、６４質量％、６３質量％、６２質量％、であることが好ましい。
【０７６１】
　また、本発明に係る液晶組成物全体のうち、一般式（Ｉ－１）、一般式（Ｎ－１ａ）、
一般式（Ｌ－１）、一般式（Ｌ－３）、一般式（Ｌ－４）、一般式（Ｌ－５）および一般
式（Ｌ－６）で表される化合物のみから構成される成分の占める割合の下限値は、３８質
量％、４０質量％、４１質量％、４３質量％、４５質量％、４８質量％、５０質量％、６
１質量％、６３質量％、６５質量％、６６質量％、６７質量％、６８質量％、６９質量％
、７０質量％、７２質量％、７４質量％、７６質量％、７８質量％、８０質量％、８２質
量％、８４質量％、８６質量％、８８質量％、９０質量％、９２質量％であることが好ま
しい。
【０７６２】
　本発明に係る液晶組成物全体のうち、一般式（Ｉ－１）、一般式（Ｎ－１ｄ）、一般式
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（Ｌ－１）、一般式（Ｌ－３）、一般式（Ｌ－４）、一般式（Ｌ－５）および一般式（Ｌ
－６）で表される化合物のみから構成される成分の占める割合の上限値は、１００質量％
、９９質量％、９８質量％、９７質量％、９６質量％、９５質量％、９４質量％、９３質
量％、９２質量％、９１質量％、９０質量％、８９質量％、８８質量％、８７質量％、８
６質量％、８５質量％、８４質量％、８３質量％、８２質量％、８１質量％、８０質量％
、７９質量％、７８質量％、７７質量％、７６質量％、７５質量％、７４質量％、７３質
量％、７２質量％、７１質量％、７０質量％、６９質量％、６８質量％、６７質量％、６
６質量％、６５質量％、６４質量％、６３質量％、６２質量％、であることが好ましい。
【０７６３】
　また、本発明に係る液晶組成物全体のうち、一般式（Ｉ－１）、一般式（Ｎ－１ｄ）、
一般式（Ｌ－１）、一般式（Ｌ－３）、一般式（Ｌ－４）、一般式（Ｌ－５）および一般
式（Ｌ－６）で表される化合物のみから構成される成分の占める割合の下限値は、３８質
量％、４０質量％、４１質量％、４３質量％、４５質量％、４８質量％、５０質量％、６
１質量％、６３質量％、６５質量％、６６質量％、６７質量％、６８質量％、６９質量％
、７０質量％、７２質量％、７４質量％、７６質量％、７８質量％、８０質量％、８２質
量％、８４質量％、８６質量％、８８質量％、９０質量％、９２質量％であることが好ま
しい。
【０７６４】
　本発明の液晶組成物を用いた液晶表示素子は、高速応答という顕著な特徴を有しており
、加えて、チルト角が十分に得られ、残留モノマーがないか、問題にならないほど少なく
、電圧保持率（ＶＨＲ）が高いため、配向不良や表示不良といった不具合がないか、十分
に抑制されている。また、チルト角及び残留モノマーを容易に制御できるため、製造のた
めのエネルギーコストの最適化及び削減が容易であるため、生産効率の向上と安定した量
産に最適である。
【０７６５】
　本発明の液晶組成物を用いた液晶表示素子は、特に、アクティブマトリックス駆動用液
晶表示素子に有用であり、ＰＳＡモード、ＰＳＶＡモード、ＶＡモード、ＰＳ－ＩＰＳモ
ード又はＰＳ－ＦＦＳモード用液晶表示素子に用いることができる。
【０７６６】
　本発明に係る液晶表示素子は、対向に配置された第１の基板および第２の基板と、前記
第１の基板または前記第２の基板に設けられる共通電極と、前記第１の基板または前記第
２の基板に設けられ、薄膜トランジスタを有する画素電極と、前記第１の基板と第２の基
板間に設けられる液晶組成物を含有する液晶層と、を有することが好ましい。必要により
前記液晶層と当接するように第１の基板および／または第２の基板の少なくとも一つの基
板の対向面側に、液晶分子の配向方向を制御する配向膜を設けてもよい。該配向膜として
は、液晶表示素子の駆動モードに併せて、垂直配向膜や水平配向膜など適宜選択すること
ができ、ラビング配向膜（例えば、ポリイミド）または光配向膜（分解型ポリイミドなど
）などの公知の配向膜を使用することができる。さらに、カラーフィルターを、第１の基
板または第２の基板上に適宜設けてもよく、また前記画素電極や共通電極上にカラーフィ
ルターを設けることができる。
【０７６７】
　本発明に係る液晶表示素子に使用される液晶セルの２枚の基板はガラス又はプラスチッ
クの如き柔軟性をもつ透明な材料を用いることができ、一方はシリコン等の不透明な材料
でも良い。透明電極層を有する透明基板は、例えば、ガラス板等の透明基板上にインジウ
ムスズオキシド（ＩＴＯ）をスパッタリングすることにより得ることができる。
【０７６８】
　カラーフィルターは、例えば、顔料分散法、印刷法、電着法又は、染色法等によって作
成することができる。顔料分散法によるカラーフィルターの作成方法を一例に説明すると
、カラーフィルター用の硬化性着色組成物を、該透明基板上に塗布し、パターニング処理
を施し、そして加熱又は光照射により硬化させる。この工程を、赤、緑、青の３色につい
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てそれぞれ行うことで、カラーフィルター用の画素部を作成することができる。その他、
該基板上に、ＴＦＴ、薄膜ダイオード、金属絶縁体金属比抵抗素子等の能動素子を設けた
画素電極を設置してもよい。
【０７６９】
　前記第１の基板および前記第２の基板を、共通電極や画素電極層が内側となるように対
向させることが好ましい。
【０７７０】
　第１の基板と第２の基板との間隔はスペーサーを介して、調整してもよい。このときは
、得られる調光層の厚さが１～１００μｍとなるように調整するのが好ましい。１．５か
ら１０μｍが更に好ましく、偏光板を使用する場合は、コントラストが最大になるように
液晶の屈折率異方性Δｎとセル厚ｄとの積を調整することが好ましい。又、二枚の偏光板
がある場合は、各偏光板の偏光軸を調整して視野角やコントラトが良好になるように調整
することもできる。更に、視野角を広げるための位相差フィルムも使用することもできる
。スペーサーとしては、例えば、ガラス粒子、プラスチック粒子、アルミナ粒子、フォト
レジスト材料等が挙げられる。その後、エポキシ系熱硬化性組成物等のシール剤を、液晶
注入口を設けた形で該基板にスクリーン印刷し、該基板同士を貼り合わせ、加熱しシール
剤を熱硬化させる。
【０７７１】
　２枚の基板間に液晶組成物を狭持させる方法は、通常の真空注入法又はＯＤＦ法などを
用いることができる。
【０７７２】
　本発明の液晶組成物に含まれる重合性化合物を重合させる方法としては、液晶の良好な
配向性能を得るためには、適度な重合速度が望ましいので、紫外線又は電子線等の活性エ
ネルギー線を単一又は併用又は順番に照射することによって重合させる方法が好ましい。
紫外線を使用する場合、偏光光源を用いても良いし、非偏光光源を用いても良い。また、
液晶組成物を２枚の基板間に挟持させた状態で重合を行う場合には、少なくとも照射面側
の基板は活性エネルギー線に対して適当な透明性が与えられていなければならない。また
、光照射時にマスクを用いて特定の部分のみを重合させた後、電場や磁場又は温度等の条
件を変化させることにより、未重合部分の配向状態を変化させて、更に活性エネルギー線
を照射して重合させるという手段を用いても良い。特に紫外線露光する際には、液晶組成
物に交流電界を印加しながら紫外線露光することが好ましい。印加する交流電界は、周波
数１０Ｈｚから１０ｋＨｚの交流が好ましく、周波数６０Ｈｚから１０ｋＨｚがより好ま
しく、電圧は液晶表示素子の所望のプレチルト角に依存して選ばれる。つまり、印加する
電圧により液晶表示素子のプレチルト角を制御することができる。ＰＳＶＡモードの液晶
表示素子においては、配向安定性及びコントラストの観点からプレチルト角を８０度から
８９．９度に制御することが好ましい。
【０７７３】
　本発明の液晶組成物に含まれる重合性化合物を重合させる際に使用する紫外線又は電子
線等の活性エネルギー線の照射時の温度は特に制限されることはない。例えば、配向膜を
有する基板を備えた液晶表示素子に本発明の液晶組成物を適用する場合は、前記液晶組成
物の液晶状態が保持される温度範囲内であることが好ましい。室温に近い温度、即ち、典
型的には１５～３５℃で重合させることが好ましい。
【０７７４】
　一方、例えば、配向膜を有していない基板を備えた液晶表示素子に本発明の液晶組成物
を適用する場合は、上記の配向膜を有する基板を備えた液晶表示素子に適用する照射時の
温度範囲より広い温度範囲でもよい。
【０７７５】
　紫外線を発生させるランプとしては、メタルハライドランプ、高圧水銀ランプ、超高圧
水銀ランプ等を用いることができる。また、照射する紫外線の波長としては、液晶組成物
の吸収波長域でない波長領域の紫外線を照射することが好ましく、必要に応じて、紫外線
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をカットして使用することが好ましい。照射する紫外線の強度は、０．１ｍＷ／ｃｍ２～
１００Ｗ／ｃｍ２が好ましく、２ｍＷ／ｃｍ２～５０Ｗ／ｃｍ２が更に好ましい。照射す
る紫外線のエネルギー量は、適宜調整することができるが、１０ｍＪ／ｃｍ２から５００
Ｊ／ｃｍ２が好ましく、１００ｍＪ／ｃｍ２から２００Ｊ／ｃｍ２が更に好ましい。紫外
線を照射する際に、強度を変化させても良い。紫外線を照射する時間は照射する紫外線強
度により適宜選択されるが、１０秒から３６００秒が好ましく、１０秒から６００秒が更
に好ましい。
【実施例】
【０７７６】
　以下に実施例を挙げて本発明を更に詳述するが、本発明はこれらの実施例に限定される
ものではない。また、以下の実施例及び比較例の組成物における「％」は「質量％」を意
味する。実施例において化合物の記載について以下の略号を用いる。
【０７７７】
　（側鎖）
　－ｎ　　　　－ＣｎＨ２ｎ＋１　炭素数ｎの直鎖状のアルキル基
　ｎ－　　　　ＣｎＨ２ｎ＋１－　炭素数ｎの直鎖状のアルキル基
　－Ｏｎ　　　－ＯＣｎＨ２ｎ＋１　炭素数ｎの直鎖状のアルコキシ基
　ｎＯ－　　　ＣｎＨ２ｎ＋１Ｏ－　炭素数ｎの直鎖状のアルコキシ基
　－Ｖ　　　　－ＣＨ＝ＣＨ２

　Ｖ－　　　　ＣＨ２＝ＣＨ－
　－Ｖ－　　　　－ＣＨ＝ＣＨ－
　－Ｖ１　　　－ＣＨ＝ＣＨ－ＣＨ３

　１Ｖ－　　　ＣＨ３－ＣＨ＝ＣＨ－
　－２Ｖ　　　－ＣＨ２－ＣＨ２－ＣＨ＝ＣＨ２

　Ｖ２－　　　ＣＨ２＝ＣＨ－ＣＨ２－ＣＨ２－
　－２Ｖ１　　　－ＣＨ２－ＣＨ２－ＣＨ＝ＣＨ－ＣＨ３

　１Ｖ２－　　　ＣＨ３－ＣＨ＝ＣＨ－ＣＨ２－ＣＨ２－
　－Ｆ　　　　　－Ｆ
　－ＯＣＦ３　　－ＯＣＦ３

　（連結基）
　－ＣＦ２Ｏ－　　　－ＣＦ２－Ｏ－
　－ＯＣＦ２－　　　－Ｏ－ＣＦ２－
　－１Ｏ－　　　　　－ＣＨ２－Ｏ－
　－Ｏ１－　　　　　－Ｏ－ＣＨ２－
　－ＣＯＯ－　　　　－ＣＯＯ－
　－ＯＣＯ－　　　　－ＯＣＯ－
　－ｎ－　　　　　　―ＣｎＨ２ｎ―
　（環構造）
【０７７８】
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【化１９３】

【０７７９】
　実施例中、測定した特性は以下の通りである。
【０７８０】
　Ｔｎｉ　：ネマチック相－等方性液体相転移温度（℃）
　Δｎ　：２０℃における屈折率異方性
　η　　：２０℃における粘度（ｍＰａ・ｓ）
　γ１　：２０℃における回転粘性（ｍＰａ・ｓ）
　Δε　：２０℃における誘電率異方性
　Ｋ３３　：２０℃における弾性定数Ｋ３３（ｐＮ）
（液晶表示素子の製造方法及び評価方法）
　まず、重合性化合物を含有する液晶組成物をセルギャップ３．５μｍで垂直配向を誘起
するポリイミド配向膜を塗布した後、前記ポリイミド配向膜をラビング処理したＩＴＯ付
き基板を含む液晶セルに真空注入法で注入した。垂直配向膜形成材料として、ＪＳＲ社製
のＪＡＬＳ２０９６を用いた。
【０７８１】
　その後、重合性化合物を含有する液晶組成物を注入した液晶セルに周波数１００Ｈｚで
電圧を１０Ｖ印加した状態で高圧水銀灯を用い、３２５ｎｍ以下の紫外線をカットするフ
ィルターを介して紫外線を照射した。このとき、中心波長３６５ｎｍの条件で測定した照
度が１００ｍＷ／ｃｍ２になるように調整し、積算光量７Ｊ／ｃｍ２の紫外線を照射した
。前記の紫外線照射条件を照射条件１とした。この照射条件１により液晶セル中の液晶分
子にプレチルト角が付与される。
【０７８２】
　次に、蛍光ＵＶランプを用いて、中心波長３１３ｎｍの条件で測定した照度が３ｍＷ／
ｃｍ２になるように調整し、積算光量１０Ｊ／ｃｍ２の紫外線を更に照射し、液晶表示素
子を得た。前記の紫外線照射条件を照射条件２とした。照射条件２により、照射条件１で
未反応の液晶セル中の重合性化合物の残留量を低減させる。
【０７８３】
　紫外線照射後、プレチルト角の変化による表示不良（焼き付き）評価を行った。まず、
液晶表示素子のプレチルト角を測定し、プレチルト角（初期）とした。なお、本発明にお
いては回転検光子法により算出された角度をプレチルト角として測定した。この液晶表示
素子に周波数１００Ｈｚで電圧を３０Ｖ印加しながらバックライトを２４時間照射した。
その後、プレチルト角を測定し、プレチルト角（試験後）とした。測定したプレチルト角
（初期）からプレチルト角（試験後）を引いた値をプレチルト角変化量（＝プレチルト角
変化の絶対値）［°］とした。プレチルト角は、シンテック製ＯＰＴＩＰＲＯを用いて測
定した。
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【０７８４】
　プレチルト角変化量は、０［°］に近いほどプレチルト角の変化による表示不良が発生
する可能性がより低くなり、０．５［°］以上となると、プレチルト角の変化による表示
不良の発生する可能性がより高くなる。
【０７８５】
　上述の照射条件１と、照射条件１及び照射条件２との条件でそれぞれ紫外線を照射した
後の液晶表示素子中の重合性化合物の残留量［ｐｐｍ］を測定した。この重合性化合物の
残留量の測定方法を説明する。まず液晶表示素子を分解し、液晶組成物、重合物、未反応
の重合性化合物を含む溶出成分のアセトニトリル溶液を得た。これを高速液体クロマトグ
ラフで分析し、各成分のピーク面積を測定した。指標とする液晶化合物のピーク面積と未
反応の重合性化合物のピーク面積比から、残存する重合性化合物の量を決定した。この値
と当初添加した重合性化合物の量から重合性化合物の残留量を決定した。なお、重合性化
合物の残留量の検出限界は１００ｐｐｍであった。照射条件１及び照射条件２の紫外線照
射後に重合性化合物が残存している場合は、残存した重合性化合物による表示不良が発生
する可能性が高くなる。
【０７８６】
　（実施例１～４、比較例１、２）
　下記の表１に記載されている液晶組成物（ＬＣ－００１）９９．６質量部に対して、下
記の表２に記載されている重合性化合物を０．４質量部混合して、重合性化合物を含む液
晶組成物を調製した。具体的には、液晶組成物（ＬＣ－００１）９９．６質量部に対して
、重合性化合物（ＲＭ－Ｒ１）を０．４質量部添加したＬＣ－Ｒ１（比較例１）、液晶組
成物（ＬＣ－００１）９９．６質量部に対して、重合性化合物（ＲＭ－Ｒ２）を０．４質
量部添加したＬＣ－Ｒ２（比較例２）、液晶組成物（ＬＣ－００１）９９．６質量部に対
して、重合性化合物（ＲＭ－１）を０．４質量部添加したＬＣ－Ａ（実施例１）、液晶組
成物（ＬＣ－００１）９９．６質量部に対して、重合性化合物（ＲＭ－２）を０．４質量
部添加したＬＣ－Ｂ（実施例２）、液晶組成物（ＬＣ－００１）９９．６質量部に対して
、重合性化合物（ＲＭ－２）を０．３質量部および重合性化合物（ＲＭ－Ｒ１）を０．１
質量部添加したＬＣ－Ｃ（実施例３）、液晶組成物（ＬＣ－００１）９９．６質量部に対
して、重合性化合物（ＲＭ－３）を０．４質量部添加したＬＣ－Ｄ（実施例４）の液晶組
成物を調製し、それぞれの物性値を測定した。液晶組成物の構成とその物性値の結果を表
２及び表３に示す。
【０７８７】
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【０７８８】
【表２】

【０７８９】
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【表３】

【０７９０】
【化１９４】
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【０７９１】
　上記の結果、ＵＶ１条件でＵＶ照射した場合、比較例１（ＬＣ－Ｒ１）の重合性化合物
の残存量が３４５０［ｐｐｍ］、比較例２（ＬＣ－Ｒ２）の重合性化合物の残存量が２２
００［ｐｐｍ］であったのに対して、実施例１（ＬＣ－Ａ）の重合性化合物の残存量は１
４００［ｐｐｍ］、実施例２（ＬＣ－Ｂ）の重合性化合物の残存量は１６００［ｐｐｍ］
、実施例３（ＬＣ－Ｃ）の重合性化合物の残存量は１７５０［ｐｐｍ］、実施例４（ＬＣ
－Ｄ）の重合性化合物の残存量は１７００［ｐｐｍ］であった。
【０７９２】
　以上のことから、本発明の一般式（Ｉ－１）で表される重合性化合物を含有する液晶組
成物である実施例１～４（ＬＣ－Ａ、ＬＣ－Ｂ、ＬＣ－Ｃ及びＬＣ－Ｄ）中の重合性化合
物の残存量は、十分に少なく、より少ないＵＶ照射によって十分に重合が進むことが確認
された。一方、比較例１であるＬＣ－Ｒ１は、重大な表示不良の１つである焼き付きを発
生させる原因となる、未反応の重合性化合物の残存量が多い結果となった。
【０７９３】
　また、プレチルト角安定性評価を行ったところ、比較例２（ＬＣ－Ｒ２）のプレチルト
角変化が０．５［°］であったのに対して、実施例１（ＬＣ－Ａ）のプレチルト角変化は
－０．３［°］、実施例２（ＬＣ－Ｂ）のプレチルト角変化は０．２［°］、実施例３（
ＬＣ－Ｃ）のプレチルト角変化は０．１［°］、実施例４（ＬＣ－Ｄ）のプレチルト角変
化は０．２［°］であった。であった。また、実施例３は、（ＬＣ－Ｒ１）および（ＲＭ
－３）を含有しているが、プレチルト角変化は０．１［°］であり、高いプレチルト角安
定性を示した。
【０７９４】
　以上のことから、本発明の一般式（Ｉ－１）で表される重合性化合物を含有する液晶組
成物である実施例１～４（ＬＣ－Ａ、ＬＣ－Ｂ、ＬＣ－Ｃ及びＬＣ－Ｄ）は、比較例２で
ある液晶組成物（ＬＣ－Ｒ２）と比較して、プレチルト角安定性が高いことが確認できた
。
【０７９５】
　実施例１～実施例４の液晶組成物を用いた液晶表示素子の応答速度を測定したところ、
十分に高速応答であることが確認された。なお、セル厚は３．５ｕｍ、配向膜はＪＡＬＳ
２０９６であり、応答速度の測定条件は、Ｖｏｎは６Ｖ、Ｖｏｆｆは１Ｖ、測定温度は２
５℃で、測定機器はＡＵＴＲＯＮＩＣ－ＭＥＬＣＨＥＲＳ社のＤＭＳ７０３を用いた。
（実施例５及び比較例４）
　下記の表４に記載されている液晶組成物（ＬＣ－００２）９９．６質量部に対して、下
記の表５に記載されている重合性化合物を０．４質量部混合して、重合性化合物を含む液
晶組成物を調製した。具体的には、液晶組成物（ＬＣ－００２）９９．６質量部に対して
、上記重合性化合物（ＲＭ－Ｒ２）を０．４質量部添加したＬＣ－Ｒ３（比較例３）及び
液晶組成物（ＬＣ－００２）９９．６質量部に対して、上記重合性化合物（ＲＭ－１）を
０．４質量部添加したＬＣ－Ｅ（実施例５）の液晶組成物を調製し、その物性値を測定し
た。液晶組成物の構成とその物性値の結果を表５に示す。
【０７９６】



(159) JP 6369655 B2 2018.8.8

10

20

30

40

50

【表４】

【０７９７】
【表５】

【０７９８】
　上記の結果、ＵＶ１条件でＵＶ照射した場合、比較例３（ＬＣ－Ｒ３）の重合性化合物
の残存量が１８００［ｐｐｍ］であったのに対して、実施例５（ＬＣ－Ｅ）の重合性化合
物の残存量は９００［ｐｐｍ］であった。
【０７９９】
　以上のことから、本発明の一般式（Ｉ－１）で表される重合性化合物を含有する液晶組
成物である実施例５（ＬＣ－Ｅ）中の重合性化合物の残存量は、十分に少なく、より少な
いＵＶ照射によって十分に重合が進むことが確認された。
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　プレチルト角安定性評価を行ったところ、比較例３（ＬＣ－Ｒ３）のプレチルト角変化
が０．５［°］であったのに対して、実施例５（ＬＣ－Ｅ）のプレチルト角変化は０．３
［°］であった。
【０８０１】
　以上のことから、本発明の一般式（Ｉ－１）で表される重合性化合物を含有する液晶組
成物である実施例５（ＬＣＥ）は、比較例３である液晶組成物（ＬＣ－Ｒ３）と比較して
、プレチルト角安定性が高いことが確認できた。
【０８０２】
　実施例５の液晶組成物を用いた液晶表示素子の応答速度を測定したところ、十分に高速
応答であることが確認された。なお、セル厚は３．５ｕｍ、配向膜はＪＡＬＳ２０９６で
あり、応答速度の測定条件は、Ｖｏｎは６Ｖ、Ｖｏｆｆは１Ｖ、測定温度は２５℃で、測
定機器はＡＵＴＲＯＮＩＣ－ＭＥＬＣＨＥＲＳ社のＤＭＳ７０３を用いた。
（実施例６及び比較例４）
　下記の表６に記載されている液晶組成物（ＬＣ－００３）９９．６質量部に対して、下
記の表７に記載されている重合性化合物を０．４質量部混合して重合性化合物を含む液晶
組成物を調製した。具体的には、液晶組成物（ＬＣ－００３）９９．６質量部に対して、
上記重合性化合物（ＲＭ－Ｒ２）を０．４質量部添加したＬＣ－Ｒ４（比較例４）及び液
晶組成物（ＬＣ－００３）９９．６質量部に対して、上記重合性化合物（ＲＭ－１）を０
．４質量部添加したＬＣ－Ｆ（実施例６）の液晶組成物を調製し、その物性値を測定した
。液晶組成物の構成とその物性値の結果を表７に示す。
【０８０３】
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【表６】

【０８０４】
【表７】

【０８０５】
　上記の結果、ＵＶ１条件でＵＶ照射した場合、比較例４（ＬＣ－Ｒ４）の重合性化合物
の残存量が２１５０［ｐｐｍ］であったのに対して、実施例６（ＬＣ－Ｆ）の重合性化合
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【０８０６】
　以上のことから、本発明の一般式（Ｉ－１）で表される重合性化合物を含有する液晶組
成物である実施例６（ＬＣ－Ｆ）中の重合性化合物の残存量は、十分に少なく、より少な
いＵＶ照射によって十分に重合が進むことが確認された。
【０８０７】
　また、プレチルト角安定性評価を行ったところ、比較例４（ＬＣ－Ｒ４）のプレチルト
角変化が０．５［°］であったのに対して、実施例５（ＬＣ－Ｅ）のプレチルト角変化は
０．３［°］であった。
【０８０８】
　以上のことから、本発明の一般式（Ｉ－１）で表される重合性化合物を含有する液晶組
成物である実施例６（ＬＣ－Ｆ）は、比較例４である液晶組成物（ＬＣ－Ｒ４）と比較し
て、プレチルト角安定性が高いことが確認できた。
【０８０９】
　実施例６の液晶組成物を用いた液晶表示素子の応答速度を測定したところ、十分に高速
応答であることが確認された。なお、セル厚は３．５ｕｍ、配向膜はＪＡＬＳ２０９６で
あり、応答速度の測定条件は、Ｖｏｎは６Ｖ、Ｖｏｆｆは１Ｖ、測定温度は２５℃で、測
定機器はＡＵＴＲＯＮＩＣ－ＭＥＬＣＨＥＲＳ社のＤＭＳ７０３を用いた。
（実施例７及び比較例５）
　下記の表８に記載されている液晶組成物（ＬＣ－００４）９９．６質量部に対して、下
記の表９に記載されている重合性化合物を０．４質量部混合して、重合性化合物を含む液
晶組成物を調製した。具体的には、液晶組成物（ＬＣ－００４）９９．６質量部に対して
、重合性化合物（ＲＭ－Ｒ２）を０．４質量部添加したＬＣ－Ｒ５（比較例５）及び液晶
組成物（ＬＣ－００４）９９．６質量部に対して、重合性化合物（ＲＭ－１）を０．４質
量部添加したＬＣ－Ｇ（実施例７）の液晶組成物を調製し、その物性値を測定した。液晶
組成物の構成とその物性値の結果を表９に示す。
【０８１０】
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【０８１１】
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【表９】

【０８１２】
　上記の結果、ＵＶ１条件でＵＶ照射した場合、比較例５（ＬＣ－Ｒ５）の重合性化合物
の残存量が２３００［ｐｐｍ］であったのに対して、実施例７（ＬＣ－Ｇ）の重合性化合
物の残存量は１７００［ｐｐｍ］であった。
【０８１３】
　以上のことから、本発明の一般式（Ｉ－１）で表される重合性化合物を含有する液晶組
成物である実施例７（ＬＣ－Ｇ）中の重合性化合物の残存量は、十分に少なく、より少な
いＵＶ照射によって十分に重合が進むことが確認された
　プレチルト角安定性評価を行ったところ、比較例５（ＬＣ－Ｒ５）のプレチルト角変化
が０．５［°］であったのに対して、実施例７（ＬＣ－Ｇ）のプレチルト角変化は０．３
［°］であった。
【０８１４】
　以上のことから、本発明の一般式（Ｉ－１）で表される重合性化合物を含有する液晶組
成物である実施例７（ＬＣ－Ｇ）は、比較例５である液晶組成物（ＬＣ－Ｒ５）と比較し
て、プレチルト角安定性が高いことが確認できた。
【０８１５】
　実施例７の液晶組成物を用いた液晶表示素子の応答速度を測定したところ、十分に高速
応答であることが確認された。なお、セル厚は３．５ｕｍ、配向膜はＪＡＬＳ２０９６で
あり、応答速度の測定条件は、Ｖｏｎは６Ｖ、Ｖｏｆｆは１Ｖ、測定温度は２５℃で、測
定機器はＡＵＴＲＯＮＩＣ－ＭＥＬＣＨＥＲＳ社のＤＭＳ７０３を用いた。
（実施例８及び比較例６）
　下記の表１０に記載されている液晶組成物（ＬＣ－００２）９９．６質量部に対して、
下記の表１１に記載されている重合性化合物を０．４質量部混合して、重合性化合物を含
む液晶組成物を調製した。具体的には、液晶組成物（ＬＣ－００５）９９．６質量部に対
して、上記重合性化合物（ＲＭ－Ｒ２）を０．４質量部添加したＬＣ－Ｒ６（比較例６）
及び液晶組成物（ＬＣ－００５）９９．６質量部に対して、上記重合性化合物（ＲＭ－１
）を０．４質量部添加したＬＣ－Ｈ（実施例８）の液晶組成物を調製し、その物性値を測
定した。液晶組成物の構成とその物性値の結果は表１１に示す。
【０８１６】
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【表１０】

【０８１７】
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【表１１】

【０８１８】
　上記の結果、ＵＶ１条件でＵＶ照射した場合、比較例６（ＬＣ－Ｒ６）の重合性化合物
の残存量が２５００［ｐｐｍ］であったのに対して、実施例８（ＬＣ―Ｈ）の重合性化合
物の残存量は１９００［ｐｐｍ］であった。
【０８１９】
　以上のことから、本発明の重合性化合物を含有する液晶組成物である実施例８（ＬＣ－
Ｈ）中の重合性化合物の残存量は、十分に少なく、より少ないＵＶ照射によって十分に重
合が進むことが確認された。
【０８２０】
　プレチルト角安定性評価を行ったところ、比較例６（ＬＣ－Ｒ６）のプレチルト角変化
が０．５［°］であったのに対して、実施例８（ＬＣ－Ｈ）のプレチルト角変化は０．３
［°］であった。
【０８２１】
　以上のことから、本発明の重合性化合物を含有する液晶組成物である実施例８（ＬＣ－
Ｈ）は、比較例である液晶組成物（ＬＣ－Ｒ６）と比較して、プレチルト角安定性が高い
ことが確認できた。
【０８２２】
　実施例８の液晶組成物を用いた液晶表示素子の応答速度を測定したところ、十分に高速
応答であることが確認された。なお、セル厚は３．５ｕｍ、配向膜はＪＡＬＳ２０９６で
あり、応答速度の測定条件は、Ｖｏｎは６Ｖ、Ｖｏｆｆは１Ｖ、測定温度は２５℃で、測
定機器はＡＵＴＲＯＮＩＣ－ＭＥＬＣＨＥＲＳ社のＤＭＳ７０３を用いた。
（実施例９及び比較例７）
　下記の表１２に記載されている液晶組成物（ＬＣ－００６）９９．６質量部に対して、
下記の表１３に記載されている重合性液晶化合物を０．４質量部混合して、重合性化合物
を含む液晶組成物を調製した。具体的には、液晶組成物（ＬＣ－００６）９９．６質量部
に対して、上記重合性化合物（ＲＭ－Ｒ２）を０．４質量部添加したＬＣ－Ｒ８（比較例
８）及び液晶組成物（ＬＣ－００６）９９．６質量部に対して、上記重合性化合物（ＲＭ
－１）を０．４質量部添加したＬＣ－Ｉ（実施例９）の液晶組成物を調製し、その物性値
を測定した。液晶組成物の構成とその物性値の結果を表１３に示す。
【０８２３】
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【０８２４】
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【表１３】

【０８２５】
　上記の結果、ＵＶ１条件でＵＶ照射した場合、比較例７（ＬＣ－Ｒ７）の重合性化合物
の残存量が２３５０［ｐｐｍ］であったのに対して、実施例９（ＬＣ―Ｉ）の重合性化合
物の残存量は２０００［ｐｐｍ］であった。
【０８２６】
　以上のことから、本発明の一般式（Ｉ－１）で表される重合性化合物を含有する液晶組
成物である実施例９（ＬＣ－Ｉ）中の重合性化合物の残存量は、十分に少なく、より少な
いＵＶ照射によって十分に重合が進むことが確認された。
【０８２７】
　プレチルト角安定性評価を行ったところ、比較例７（ＬＣ－Ｒ７）のプレチルト角変化
が０．５［°］であったのに対して、実施例９（ＬＣ－Ｉ）のプレチルト角変化は０．３
［°］であった。
【０８２８】
　以上のことから、本発明の一般式（Ｉ－１）で表される重合性化合物を含有する液晶組
成物である実施例９（ＬＣ－Ｉ）は、比較例７である液晶組成物（ＬＣ－Ｒ７）と比較し
て、プレチルト角安定性が高いことが確認できた。
【０８２９】
　実施例９の液晶組成物を用いた液晶表示素子の応答速度を測定したところ、十分に高速
応答であることが確認された。なお、セル厚は３．５ｕｍ、配向膜はＪＡＬＳ２０９６で
あり、応答速度の測定条件は、Ｖｏｎは６Ｖ、Ｖｏｆｆは１Ｖ、測定温度は２５℃で、測
定機器はＡＵＴＲＯＮＩＣ－ＭＥＬＣＨＥＲＳ社のＤＭＳ７０３を用いた。
（実施例１０及び比較例８）
　下記の表１４に記載されている液晶組成物（ＬＣ－００７）９９．６質量部に対して、
下記の表１５に記載されている重合性化合物を０．４質量部混合して、重合性化合物を含
む液晶組成物を調製した。具体的には、液晶組成物（ＬＣ－００７）９９．６質量部に対
して、上記重合性化合物（ＲＭ－Ｒ２）を０．４質量部添加したＬＣ－Ｒ９（比較例９）
及び液晶組成物（ＬＣ－００７）９９．６質量部に対して、上記重合性化合物（ＲＭ－１
）を０．４質量部添加したＬＣ－Ｊ（実施例１０）の液晶組成物を調製し、その物性値を
測定した。液晶組成物の構成とその物性値の結果を表１５に示す。
【０８３０】
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【表１４】

【０８３１】
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【表１５】

【０８３２】
　上記の結果、ＵＶ１条件でＵＶ照射した場合、比較例８（ＬＣ－Ｒ８）の重合性化合物
の残存量が２３００［ｐｐｍ］であったのに対して、実施例１０（ＬＣ―Ｊ）の重合性化
合物の残存量は２０００［ｐｐｍ］であった。
【０８３３】
　以上のことから、本発明の一般式（Ｉ－１）で表される重合性化合物を含有する液晶組
成物である実施例１０（ＬＣ－Ｊ）中の重合性化合物の残存量は、十分に少なく、より少
ないＵＶ照射によって十分に重合が進むことが確認された。
【０８３４】
　プレチルト角安定性評価を行ったところ、比較例８（ＬＣ－Ｒ８）のプレチルト角変化
が０．５［°］であったのに対して、実施例１０（ＬＣ－Ｊ）のプレチルト角変化は０．
３［°］であった。
【０８３５】
　以上のことから、本発明の一般式（Ｉ－１）で表される重合性化合物を含有する液晶組
成物である実施例１０（ＬＣ－Ｊ）は、比較例８である液晶組成物（ＬＣ－Ｒ８）と比較
して、プレチルト角安定性が高いことが確認できた。
【０８３６】
　実施例１０の液晶組成物を用いた液晶表示素子の応答速度を測定したところ、十分に高
速応答であることが確認された。なお、セル厚は３．５ｕｍ、配向膜はＪＡＬＳ２０９６
であり、応答速度の測定条件は、Ｖｏｎは６Ｖ、Ｖｏｆｆは１Ｖ、測定温度は２５℃で、
測定機器はＡＵＴＲＯＮＩＣ－ＭＥＬＣＨＥＲＳ社のＤＭＳ７０３を用いた。
（実施例１１、実施例１２及び実施例１３）
　下記の表１６、表１７に記載されている液晶組成物（ＬＣ－００８、ＬＣ－００９、Ｌ
Ｃ－０１０）９９．６質量部に対して、重合性液晶化合物を０．４質量部混合して、重合
性化合物を含む液晶組成物を調製した。具体的には、液晶組成物（ＬＣ－００８、ＬＣ－
００９、ＬＣ－０１０）９９．６質量部に対して、上記重合性化合物（ＲＭ－１）を０．
４質量部添加した実施例１１、実施例１２、実施例１３の液晶組成物を調製し、その物性
値を測定した。液晶組成物の構成は表１６、表１７に示す。
【０８３７】
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【表１６】

【０８３８】
【表１７】

【０８３９】
　液晶組成物ＬＣ－００８を９９．６重量部に対して、式（ＲＭ－１）で表される化合物
を０．４重量部添加した重合性化合物を含有する液晶組成物を実施例１１とした。
【０８４０】
　液晶組成物ＬＣ－００９を９９．６重量部に対して、式（ＲＭ－１）で表される化合物
を０．４重量部添加した重合性化合物を含有する液晶組成物を実施例１２とした。
【０８４１】
　液晶組成物ＬＣ－０１０を９９．６重量部に対して、式（ＲＭ－１）で表される化合物
を０．４重量部添加した重合性化合物を含有する液晶組成物を実施例１３とした。
【０８４２】
　実施例１１、実施例１２及び実施例１３についても、実施例１から実施例１０と同様に
、ＵＶ照射後の重合性化合物の残存量は、比較例１に対して十分に少なく、少ないＵＶ照
射によって十分に重合が進むことが確認された。
【０８４３】



(172) JP 6369655 B2 2018.8.8

10

20

30

　実施例１１～１３の液晶組成物を用いた液晶表示素子の応答速度を測定したところ、十
分に高速応答であることが確認された。なお、セル厚は３．５ｕｍ、配向膜はＪＡＬＳ２
０９６であり、応答速度の測定条件は、Ｖｏｎは６Ｖ、Ｖｏｆｆは０Ｖ、測定温度は２５
℃で、測定機器はＡＵＴＲＯＮＩＣ－ＭＥＬＣＨＥＲＳ社のＤＭＳ７０３を用いた。
【０８４４】
　（実施例１４、実施例１５及び実施例１６）
　下記の表１８、表１９に記載されている液晶組成物（ＬＣ－０１１、ＬＣ－０１２、Ｌ
Ｃ－０１３）９９．６質量部に対して、重合性液晶化合物を０．４質量部混合して、重合
性化合物を含む液晶組成物を調製した。具体的には、液晶組成物（ＬＣ－０１１、ＬＣ－
０１２、ＬＣ－０１３）９９．６質量部に対して、上記重合性化合物（ＲＭ－１）を０．
４質量部添加した実施例１４、実施例１５、実施例１６の液晶組成物を調製し、その物性
値を測定した。液晶組成物の構成は表１８、表１９に示す。
【０８４５】
【表１８】

【０８４６】
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【表１９】

【０８４７】
　液晶組成物ＬＣ－０１１を９９．６重量部に対して、式（ＲＭ－１）で表される化合物
を０．４重量部添加した重合性化合物を含有する液晶組成物を実施例１４とした。
【０８４８】
　液晶組成物ＬＣ－０１２を９９．６重量部に対して、式（ＲＭ－１）で表される化合物
を０．４重量部添加した重合性化合物を含有する液晶組成物を実施例１５とした。
【０８４９】
　液晶組成物ＬＣ－０１３を９９．６重量部に対して、式（ＲＭ－１）で表される化合物
を０．４重量部添加した重合性化合物を含有する液晶組成物を実施例１６とした。
【０８５０】
　実施例１４、実施例１５及び実施例１６についても、実施例１から実施例１０と同様に
、ＵＶ照射後の重合性化合物の残存量は、比較例１に対して十分に少なく、少ないＵＶ照
射によって十分に重合が進むことが確認された。
【０８５１】
　実施例１４～１６の液晶組成物を用いた液晶表示素子の応答速度を測定したところ、十
分に高速応答であることが確認された。なお、セル厚は３．５ｕｍ、配向膜はＪＡＬＳ２
０９６であり、応答速度の測定条件は、Ｖｏｎは６Ｖ、Ｖｏｆｆは０Ｖ、測定温度は２５
℃で、測定機器はＡＵＴＲＯＮＩＣ－ＭＥＬＣＨＥＲＳ社のＤＭＳ７０３を用いた。
【０８５２】
　なお、本願の書類は、日本国特許庁に２０１６年６月１７日に出願した特願２０１６－
１２０７８６の優先権を主張し、その全内容を参照することによって本明細書中に援用す
る。
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